















































愛原そよぎのなやみごと




時を止める能力者にどうやったら勝てると思う？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「何か、なやみごとでもあるのか……？」

　それは一世一代の決心で振ふり絞しぼった言葉だった。

　放課後の教室。窓から差し込む夕焼けが見慣れた教室を赤く染め、世界をほんの少しだけ日常から切り離してくれる。どこか幻想的な紅あかい部屋の窓まど際ぎわに一人佇たたずむ少女。顔を伏せ、小さくため息をつく彼女を見た瞬間に僕は意を決して声をかけたのだった。

　愛あい原はらそよぎ。

　長い黒髪は、教室の窓から吹き込む柔やわらかな風に撫なでられ、存在を主張する様にたおやかにうごめく。形の整った眉まゆと長い睫毛まつげに守られる大きな黒い瞳ひとみは、どこか愁うれいの色を帯おびていた。彼女はときどきこんなアンニュイな表情を浮かべることがある。いつの頃からか、僕はいつも彼女を目の端で追う様になっていた。僕に宿った恋心がそうさせているのだと気がつくまでには、そう時間はかからなかった。

　クラスメイトでありながらまともに会話を交わしたこともない僕が、いきなり「なやみごとでもあるのか？」などという言葉をかけてしまったのも、彼女のどこか辛つらそうな顔を見ていられなかったからだ。僕の口から飛び出した言葉は、僕の心臓を煽あおり、暴れさせる。

　僕の言葉を受けて、彼女は目を丸くしていた。それはそうだろう。会話したこともないクラスメイトに、いきなりそんなことを聞かれたら。至し極ごく当然のことだ。僕の中で羞しゆう恥ち心しんがカッと燃え上がる。

　反射的に逃げ出したくなる。だが、僕は両足に力を込め、まっすぐに彼女を見つめる。僕は彼女の返事を待った。

「私のなやみを聞いてくれるの……？」

　たち消えてしまいそうなか細い声が、僕の耳じ朶だを打つ。

　僕は彼女を見み据すえたまま、ゆっくりと頷うなずく。

　彼女は細く整った眉を少しだけ曲げて、力無く微笑ほほえむ。

「でも、私のなやみは独特だから……渡辺わたなべくんに話しても理解してもらえるかどうか」

　遠回しな断りの返事に、僕の心は折れそうになる。だが、彼女が僕の名前を呼んでくれた。名前を知っていてくれた。それだけを支えにして、もう一度だけ、そんな気持ちで僕は言う。

「愛原さんが嫌でなければ、相談に乗るよ」

　彼女は目をぱちりとまたたかせて、僕の目を見る。

「いいの？」

「ああ」

「私、滅め茶ちや苦く茶ちや変なこと言うよ」

「構わない」

「そう、じゃあ言うね」




　正直に言って、何か計画とか考えがあったわけではなかった。ただ、僕は彼女に話しかけるきっかけが欲しかっただけなのだ。

　だから──




「時を止める能力者にどうやったら勝てると思う？」




　彼女のなやみごとがこれほど独特なものだとは、到底予想していなかった。

「えっと、ごめん……もう一回言ってくれる？」

　何かの聞き間違いという一いち縷るの望みにかけ、僕はもう一度問う。

「時間停止能力を持っている相手にどうやったら勝てるか」

　やはり聞き間違いではないようだ。

「えっと……愛原さんは時間を止める相手に勝つ方法でなやんでたの？」

「そうなの」

　まだ理解が追いつかない。

「えっと……ああ、マンガか何かの話？」

「あ！」

　彼女は突然すっとんきょうな声を上げる。

「も、も、もちろん！　そう！　マンガ！　私が考えてるマンガの話！　全く現実なんかじゃない！　痛い妄想だから！」

「お、おう」

　こんなにも取り乱す愛原さんを見たのは当然初めてのことで僕は少しばかり動どう揺ようする。

「ああー、マンガのネタを考えてなやんでたんだー」

「そう！　あくまで創作の話！　現実じゃないから！」

「う、うん。解わかってるよ」

「私が実は魔法少女をやってて、夜な夜な悪い魔法少女と戦っている……とかでは、絶対にないから！」

　やばい、今、全部秘密を暴ばく露ろされた様な気がする。しかし、ここは気付いていない振りをしてあげるのが男というものだろう。

「マンガの話なんだよね……？」

「そう！　人に正体をばらすと魔法の力を奪われて、美少女じゃなくなる、なんていう事はないから！」

「ああ、自分のこと、美少女だと思ってるんだ」

「ともかく、今から話す事は全部妄想だからね」

「……うん」

　こうして、奇妙ななやみ相談は始まったのだった。




　愛原さんは教室の自分の席に着き、僕はその隣の席の椅い子すを借りて腰掛ける。

　彼女は鞄かばんから可か愛わいらしいウサギのキャラクターが描かれたピンク色の手帳とペンを取りだし、僕に向き合う。

「で、時間停止だっけ？」

「そう。あくまで妄想だけど、時間を止める能力者とか反則じゃないかな？　あんなの勝てるわけないじゃん。強キャラの敵特有の『もっと私を楽しませなさい』とかいう謎なぞの余裕で、見逃してもらわなかったら、昨日確実に負けてたね」

「ああ、マンガで何度もあると萎なえる展開のやつだね」

「だからこそ、対策を考えてリベンジしないと……妄想の話だけど」

　確かに時を止めるなんていう能力はかなり反則級の力に思える。能力の詳細が解らない以上何とも言えないが、本当に時間停止が出来るなら、時を止めている間に心臓をナイフで一突きにすれば、どんな相手でもほぼ確実に勝てる事になるからだ。

　僕はなんとか対策を考えてみる。

「何か自動で反撃できる物をあらかじめ仕込んでおくとか？」

「自動？」

　愛原さんは首を傾かしげる。そんな動作ですら愛らしく思える。流石さすがに自分で自分を美少女と言うだけのことはある。

「たとえばだけど、爆ばく弾だんを自分の身体からだに巻いておくとか。相手が時を止めている間に攻撃しても自動的に爆弾が爆発して相手に反撃できる」

「それだ！」

　愛原さんは目を輝かせて席から立ち上がる。

「さっそく、爆弾買ってくるね！」

「待って、女子高生が一体どこで爆弾を買う気なの」

「え？　爆弾ってもしかしてコンビニじゃ売ってない？」

「コンビニに対する過大評価すごいな」

「ああ、じゃああれ。私知ってるよ。最近はネットで色々買えるんでしょ。アフリカとかそんな感じのとこで」

「たぶんアマゾンと間違ってるけど、いくらアマゾンでも爆弾は無理じゃないか」

「プライム会員でも？」

「企業名間違ったのに、なんでそんなシステムは知ってるんだ」

　彼女の知識の基準はどうなっているのだろうか。僕は爆弾はそんな簡単に入手できるものではないというごく一般的な社会常識を彼女に教える。

「そっか、爆弾ってその辺で売ってないんだ」

「うん、コンビニで爆弾が買えるほど、日本は世紀末じゃないよ」

「言いにくいんだけど、実は私って……」

「………………」

「人より少しだけ頭の回転がゆったりとしてるんだよ」

「………………へえ」

　惚ほれた弱みがあるのでフォローしてあげたかったが、僕にも優しく微笑むのが限界だった。

「勉強も運動もできないし、料理とか裁さい縫ほうとか女の子らしいこともできないし……」

「………………」

「……私、美少女であること以外何の取とり柄えもないんだ」

「ああ、その一点は揺ゆるぎない自信があるんだね」

　確かに、彼女は容姿に関しては完かん璧ぺきであると思う。

「だから、いつも戦闘中はごり押しでしか敵を倒した事ないの。なんか『うおおおおおおお！』とか叫んで、見開きページ使って、集中線にとり囲まれて、謎パワーで敵を吹っ飛ばす、みたいな倒し方しかした事なくて……」

「意外と熱い戦闘方法だな」

「だから、『時間停止』みたいなトリッキーな能力相手だとどうしようもないの……」

　確かに、時間を止めてくる相手ならば真正面から打ち合っても勝算はないだろう。

「逆に愛原さんは何の魔法が使える……という設定なの？」

　もってる武器が解らなければ対策も立てようがない。

「私？　えっと……」

　愛原さんは困った様に目を泳がせる。

「『運が良い』……らしい」

「『運が良い』？」

「なんかよくわからないけど『運が良い』って言われた」

　つまり、今回の敵の『時間停止』に相当する能力が『運が良い』なのか。

「結構漠ばく然ぜんとした能力だね」

「うん……おかげで魔法の効果があったのかどうなのか、未いまだにわからない。狙ねらって発動する能力じゃないっぽいし」

「能動的アクテイブじゃなくて、受動的パツシブってとこか」

「そう、よくわかんないけど、たぶんそれ」

　能力の任意発動が出来ない以上、『時間停止』能力者への対策も、能力以外のところで考えなくてはならないだろう。

　愛原さんが再び口を開く。

「ねえ、さっきの爆弾の件だけど、爆弾じゃなくても似たような武器があればいいんじゃないの？」

「まあ、そうだな。自分で言っておいてなんだけど、まず、爆弾だったらよくて相あい討うちだろうし」

「なんかほら、私に触れたら自動的に反撃する様にするとか」

「……どういうことなんだ？」

　彼女の言わんとしている事が解らない。

「いや、だからね」

　彼女は席から立ち上がり不意に僕の手を摑つかむ。

「え？」

　突然の出来事に僕は間抜けな声を漏もらす。

　一体何を──

「こういう感じになったらさ──」

　彼女は僕の手を摑んで、自分の脇腹に触れさせる。紺色のブレザー越しに彼女の温ぬくもりが伝わってくる。女の子に手を握られ、脇腹に触れさせられているという事実に、僕の心臓が全力疾走の後の様に暴れ出す。

（やばい）

　健全な男子高校生としては、流石にこれは興奮せざるを得ない。

　彼女は言う。

「なんかバーンってなるとか」

「なに、バーンって」

「それは解らない」

「………………」

　あくまで彼女の表情は真剣である。

　彼女は僕の手を離して、再び椅子に腰かける。

　僕は暴れる心臓を宥なだめすかして提案を続ける。

「まあでも、自動反撃って事で何か考えられるとしたら電でん撃げきとかか？」

「そう、それ。たぶん、それが言いたかった」

「本当かよ……。まあ、電撃発生装置も作るのは難しいだろうけど、やってやれない事はないかもしれない」

　スタンガンならば護身用品としてネットで普通に売っているし、その電気を服の表面に流すこともワイヤータイプのスタンガンなどの応用と考えれば、技術的には可能なのかもしれない。ただ、一介の高校生には難しいだろう。何より──

「でも、相手はそもそも愛原さんに肉にく薄はくしてくれるのか？」

「『にくはく』……？　……ああ、おいしいよね、『にくはく』。私もよく食べるよ」

「知らない事は知らないって言える様になろうな」

　にんにくあたりと勘違いでもしているのだろうか。

「要は相手は接近戦を挑いどんでくるのか？」

「ああ……そういや謎ビームを飛ばしてきてたね……」

「謎ビーム……」

「ゲームとかで必殺技のネタに困ったら『とりあえずビームだしとけ』みたいな風潮あるよね」

「否定はできないけども」

　遠距離攻撃を仕掛けてくるのであれば、そもそも自動反撃という方法は難しい。自動反撃は基本的に相手の攻撃にカウンターとして合わせようという発想だからだ。こちらの身体に直接触れてくれなければ、電撃を食らわすことはできない。

「じゃあ、発想を変えて、相手に時を止めさせない様にしよう」

「どうやって？」

「時間停止能力の及ぶ範囲を見極めよう。時間の止まった世界を仮に停止世界と呼ぼうか。停止世界の中に入り込む『限定条件』を探すんだ」

「なるほどー」

「一番多く考えられる『限定条件』は接触だと思う。もっと厳げん密みつに言うなら接触といってもある程度質量がある対象に限定されるとか。じゃないと大気はどうなるのかが説明がつかないし」

「なるほど……」

「あるいは魔法を元にした力というなら概がい念ねん的てきに対象を捉とらえているとも考えられるし……」

「なる……ほど……」

「………………」

「………………」

　愛原さんのメモを取る手が完全に止まっている。

「愛原さん、理解できてる？」

「なんか難しい話をしているということはわかる」

「……つまり」

「つまり？」

「自分が触ってるものも一緒に時が止まると、全裸で動かないといけなくなるよねって話だよ」

「それは大変だね！」

　愛原さんが、目を見開いて声を上げる。

「だから、予想だけど相手が時間停止を仕掛ける前に相手に密着してしまえば、愛原さんも時が止まった世界で動けるんじゃないか？」

「なるほどね、そっから美少女魔法少女同士のくんずほぐれつのキャットファイトに持ち込むわけだね」

「うん、なぜだか言葉のチョイスがおっさん臭いけど、そういうことだな」

　愛原さんはぐっと拳こぶしを握りしめて、不敵な笑みを見せる。

「これで勝てる！」

　今にも教室を飛び出さんという勢いの彼女をいさめるように僕は言う。

「いや、でも、仮にこの推測が当たってても、うまく相手に密着する前に時間停止されたら、この作戦は使えないよ。だから、相手の時間停止発動を見極める必要があるんだ。時間停止くらい強力な能力だったら強い『限定条件』がありそうだけど」

　愛原さんは首を傾げて尋ねる。

「『限定条件』ってなんなの？」

「能力を発動するための条件だよ。そういう条件がないなら、極端な話、ずっと時間停止しておけば無敵だろ？　それをしないって事は、何か条件があるってことだろ」

「なるほどね」

「だったら『止めていられる時間は十秒で、連続使用不可』とか『止められる対象は自然物だけ』とか。あとは単純に莫ばく大だいな魔力が必要とかね。あるいは特定の口こう上じようとか動作が必要っていうパターンも多い」

「口上？　動作？」

「なんか呪じゆ文もんを唱えるとか、指で印を組むとかだよ」

「あ、もしかして、あれがその『限定条件』だったのかも……」

「何かやってたのか？」




「ラジオ体操を第一から第四までしていた……」




「………………」

「………………」

「いや……おかしいだろ……。戦闘中だろ？」

「戦ってる途中に『激しい運動の前の準備体操が重要よ』って言って、やり始めた」

「その間に倒せよ」

「私も思わず一緒にやってしまった……」

「君は身体を解きほぐすより先に頭を解きほぐした方がいいよ……」




「なんにせよ、ラジオ体操をやりきる前に倒せばいいということだな」

「よし、これでリベンジできるね！」

　と、愛原さんは霧が晴れた様に明るい表情で言う。

　愛原さんは席から立ち上がって鞄を摑み、小走りで教室の戸口に向かう。

「私頑張ってくる！　あ、妄想の話だけど！」

「ああ、お役に立てたならよかったよ、愛原さん」

　今日一日で彼女の色々な面を知れた。いや、本当に色々な面を知れた。本当に。

　それでも、僕の彼女への気持ちは変わらなかった。

　いや、むしろ、彼女への気持ちはより強いものになった。

　僕みたいな存在が魔法少女である彼女に関かかわっていいのか。そういう気持ちも、もちろんある。

　だけど、愛原そよぎという女の子には、切ない表情よりも、今みたいな満まん面めんの笑みの方がずっと似合う。もし、僕が彼女の笑顔の理由になれるなら、それはとてもうれしいことだと思うのだ。

　彼女は扉をくぐり、教室を後にした。僕はそれを見て、ゆっくりと席から立ち上がる。

「ふう……」

　緊張の糸がほどけ、僕がため息をついた瞬間。

　がらりと音を立てて、教室の戸は再び開いた。

「言い忘れてた！　なやみ聞いてくれてありがとう！　またね、幸こう助すけくん！　私の事もそよぎでいいからね！」












　僕の脳が再起動したのは、教室が闇やみに包まれてからであった。いったいどれだけの時間、ここで呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたのだろう。

「まったく時間停止でもさせられた様な気分だな……」

　こうして、僕と彼女のなやみごと相談は始まったのだった。





　　　　　×　×　×






　これが僕と愛原そよぎという少女の出会いだった。

　これから僕たちは長い長い時間を共に過ごしていく。あきれるくらいにくだらない話を語り続けたこともあれば、すれ違いから遠く離れてしまったこともある。それでも、僕はずっと彼女のために生きていこうと思う様になる。

　これはその序じよ章しようだ。

　まるで凡百のライトノベルで使い古されたようなプロローグ。

　でも、そういう言い回ししか思いつかないのだ。これから僕は実際にライトノベルの様な冒険をいくつも重ねていくことになるのだから。恥ずかしがっていたって何にもならない。だったら、いっそ笑い飛ばされるくらいに思いっきりかっこつけてみようと思う。




　これは、僕と愛原そよぎの物語。




　そして、僕が『本当の彼女』を知るまでの物語。





　　　　　×　×　×






　日曜日を挟んで二日後、僕は身を固くして教室に足を踏ふみ入いれた。

　おとといの愛原さん……そよぎとのやり取りは、今思い返すだけでも顔から火が出そうになる。僕ははっきり言って人付き合いが得意な性た質ちではない。だから、あのとき、そよぎに話しかけられたのだって、本当に運が良かったという他ないのだ。もしも、僕がおととい教室に忘れ物を取りに戻らなければ、そよぎがたまたま教室に残っていなければ、そして、彼女が本当に時折見せる辛そうな顔をしていなければ──あんな風に話す事など出来なかっただろう。

　あの出来事は望ぼう外がいの幸運。今思い返しても夢なのではないかとも思える。

　だから、僕は教室でそよぎを見つけて、彼女が僕に微笑みかけた瞬間、詰めていた息をほっと吐き出していた。

「あ、幸助くん！　おはよう！」

　そよぎは無邪気に僕に挨あい拶さつする。

「お、おはよう」

　前回、固くならずに話ができたのは彼女の話があまりにぶっ飛んでいたからだ。こんな風に日常の会話になると、僕はまだ少し構えてしまう。

「ねえ、幸助くん」

　彼女の方はそんな僕の様子に気付いているのか、いないのか。平然とした調子で言う。

「放課後、また相談してもいいかな？」

「相談……ああ。いくらでもしてくれよ」

　僕はまたおとといの様なやり取りをすることになると考えて、むしろ安心してしまう。あのときの相談くらいぶっ飛んだ内容なら、僕も固くならずに話せるというものだ。

「うん！　ありがと！」

　そよぎはそう言って無邪気に僕に笑いかける。

　僕は思わずどきりとしてしまう。

　正直言って、僕なんかが魔法少女に関わっていいのか。

　そういう思いがあるのは事実だ。

　それでも、そんな迷いを吹き飛ばすくらい彼女の笑顔に僕はすっかりやられてしまっていた。

　（まあ、それ以前に……）

　愛原そよぎは類たぐいまれなる美少女である。ということは、つまり、彼女を憎にくからず思っている存在はクラス内だけでも相当数居るわけで……。

「なんだ、あいつ……愛原さんに話しかけられてるぞ……」

「しかも、あんな笑顔で……」

「どうするのねん？」

「──即刻、排除を……」

　彼女の笑顔にやられる前に、物理的にやられそうである……。





　　　　　×　×　×






「触れただけで物を粉こな々ごなにする能力者にどうやったら勝てると思う？」

　放課後。僕はなんとかまだ生きていた。殺気めいた視線を一日中感じ、まったく気が気でなかったが。

　放課後の二人きりの教室で彼女のなやみごと相談は始まる。今は僕を襲おそう脅きよう威いのことは忘れよう。僕はそよぎに向き合う。

「単純に触れられなければいいんじゃないか」

　彼女は真しん剣けんだ。だから僕もあくまで真剣にこのなやみごとに相対さなければならない。

「でも、戦う前に握手を求められたら受けざるを得ないでしょ」

「なんか変なとこだけ律りち儀ぎだな……そよぎは」

　なんでもない風を装よそおって、彼女を下の名前で呼んでみる。わりと覚悟を決めて言ったつもりだったのだけど、そよぎの方は軽く流して話を続けてくる。

「いや、やっぱ魔法少女って夢と希望を与える存在だからさ、礼れい節せつは重んじないといけないかなって。いや、私が魔法少女だっていうのは、あくまで妄想の話なんだけどね」

　どうやら彼女はあくまで自分が魔法少女である事を隠すつもりであり、僕にも隠せているつもりのようなのだが、いかんせん、バレバレである。ここは気がついていない振りをしてあげるのが大人の対応という奴だろう。

「まあ魔法少女が握手に応じて爆ばく散さんしてたら、夢や希望なんて話じゃなくなるからな」

「そうだね、夢見る子供に、リョナ性せい癖へきに目覚められても困るしね」

「うん、その前に一生もののトラウマになりそうだけど」

　目の前ではじけ飛ぶ人間を見て、リョナ性癖に目覚める程度で済む子供は流石に稀まれだと思う。

「どっちにしても、少なくとも僕はそよぎに粉々になられたくはないから真ま面じ目めに考えるぞ」

「そうだね、真剣に考えないと。妄想の話だけど」

　こういう攻略法は何でもいいから口にしてみると、意外にとっかかりが摑めたりするものだ。とりあえず、思い付きで発言してみる。

「まず、今回の『限定条件』は予想がついてるのか？」

　大抵の能力者は能力の任意発動の為ために、何らかの動作が必要になっていたりする。特定のポーズを取るだとか、何かの呪文を詠えい唱しようするとかだ。それを妨ぼう害がいすれば、能力は使えない。

　そよぎはどこか得意げな表情で言い放つ。

「ふふん。今日の私はおとといの私とは一味違う……。いわば、『愛原そよぎ２』だよ」

「どういうことなんだよ……」

「なんなら『愛原そよぎ金銀』と言ってもらってもいい」

「まだ２の方が解りやすかったわ」

　要はグレードアップしたということが言いたかったようだ。ていうか、金銀ってネタのチョイスが古いな。

「こないだ幸助くんに言われたから、今回はよく相手の力を観察する様にしたんだ」

「ほう、そうなのか」

「観察は得意だよ。なんて言っても私は小学生の時、あさがおの観察日記で初めて『よくできました』スタンプをもらったからね」

「それはすごいのか……？」

「私が人生の中で唯一宿題で褒ほめてもらった経験だよ」

「すごいな、おまえ」

「ふふん」

　彼女は僕の皮ひ肉にくを得意げな顔で受け止める。

　やはりこの子は真正のアホである。

「それで？　観察の結果はどうだったんだ？」

「ずばり、相手の限定条件は『手を合わせる』だと思うよ」

「『手を合わせる』？」

「ほら、こういうことだよ」

　そう言って彼女は自分の両手の掌てのひらをくっつけ、いわゆる合がつ掌しようのポーズを取る。

「なるほど、合掌のポーズが『限定条件』か」

　先日話していた『ラジオ体操を第一から第四までこなす』とかいうふざけた能力者とは違い、えらく現実的な『限定条件』である。

「いや、違うよ」

「違うのか？」

「『がっしょう』のときって、手を横に垂らすでしょ？　じゃないと声出ないじゃん」

「たぶん、おまえが言ってるのは『合がつ唱しよう』のポーズだ」

　僕は「合唱」と「合掌」の違いを説明する。

「はー、幸助君は物知りだなぁ」

「そよぎが物を知らな過ぎるだけだが」

　とはいえ、流石に物を知らな過ぎではなかろうか。

「こないだから思ってたんだけどさ」

「うん」

「大変に言いにくいんだけど」

「私と幸助君の仲じゃないか。なんでも言ってよ」

　僕は満面の笑みをたたえるそよぎに向かって言い放つ。

「おまえ、すごいアホ」

「おおっと、思った以上の剛ごう速そつ球きゆう飛んできた」

　流石にそろそろ遠慮してもいられない。言うべき事ははっきり言ってやるべきだろう。

「よくこの学校受かったよな」

　僕達の通う塔とう坂さか学がく園えんは曲がりなりにも進学校だ。流石にコンビニに爆弾が売っていると本気で思っているレベルのおつむの人間が入学できるとも思えない。

「いやあ……その辺はあれだよ」

「なんだよ」

「まあ、あんまり言っちゃいけないって言われてるから、遠回しに言うけどさ」

「うん」

「お父さんのコネで裏口入学させてもらった」

「遠回しって言葉の意味解ってる？」

　ど真ん中に剛速球を叩たたきこんでくれた。

「いや、それまずいだろ……どんなコネだよ、それ……」

「お父さんがこの学校の校長なの」

「……やっぱりそうなのか」

「愛原」という苗字は珍しい。薄々そんな気はしていた。

　魔法少女の秘密というファンタジーだけでもお腹なか一杯なのに、学校の不正などという社会派小説の様な闇まで担がされては浮かぶ瀬せもない。

「それ、他のやつに言ったらダメだからな」

「うん」

「話がそれたけど、結局、『手を合わせる』のが限定条件である事は間違いないんだな？」

「うん。相手の魔法少女がね──」




「我が『創造の右手とクリエイシヨン・オブ・ジ・オール・破壊の左手の結びし混沌アンド・エンド・オブ・ザ・ワン』の『限定条件』は『手を合わせる』ことだ！」




「──って言ってたから」

「観察関係ねえ！　全部言ってくれてるじゃねえか！」

　バトルマンガ特有の自ら能力をばらしていくスタイルの様でした。




「まず、能力名が長いよ。よく覚えられたな」

「私が覚えられないって言ったらメモくれた」

「至いたれりつくせりじゃねえか」

　道理でアホのそよぎがきちんと僕に伝える事が出来たわけである。

「ていうか、魔法少女の固有能力って、そんな中二病な能力名が一個一個ついてるわけ？」

「何かしらの能力名はついてるっぽい？　流石にこんなにややこしい名前ではないけど」

「そよぎの能力はなんて言うんだ？」

　そよぎの能力は確か『運が良い』だったはずである。いまいち意味がわかりにくい能力であったが能力名を聞けば、少しはその力が類るい推すいできるかもしれない。

「いや……それは……」

　何な故ぜか言葉を濁にごすそよぎ。

　そよぎ曰いわく、彼女が魔法少女であることは秘密であるらしい。そのため、彼女の中に本当に言ってはいけないラインというものが存在している可能性は否めない。ならば、無理に彼女から情報を引き出そうとするのは避けるべきなのかもしれない。

「言えないのなら無理に言わなくていいよ」

「ありがとう……私、昔から物覚えが悪くて」

「いや、言えないって、覚えてないから言えないのかよ」

　ちょっとでもシリアスな想像をした自分が馬鹿だった。

「いや、そんなに長くはないけど、そこそこおしゃれな名前がついてた気がしたんだけどなぁ」

「いや、もういいよ、それは」

「うん、今度グーグルで検索しとく」

「検索したら出るのかよ」

「グーグルは先生だから何でも知ってるって聞いたけど？」

「いくらなんでも君の脳内までは検索できないと思うけど」

　彼女の脳内のグーグルなら『愛原そよぎ』で検索したら『もしかして：魔法少女？』とか言いそうである。

「で、それにそれまくったけど、話を本筋に戻すと、結局、相手に『手を合わせる』動作をさせなければいいんだな？」

　僕の問いかけに反応して、そよぎは言う。

「私なりに一個作戦を考えたの」

「まったく期待できないけど言ってみ」

「徐々に当たりが強くなってきたね」

　こうまでボケ倒されると流石にそろそろ当たりを強くしていかざるを得ない。

　そよぎはぐっと拳を握りしめながら言う。

「相手が『手を合わせる』前に握手を求めて」

「………………」

「そこから、相手の右手を引き千切る！」

「こええよ！　発想がすでに魔法少女じゃなくてモンスターのそれになってるから！」

「いや、モンスターなんて現実にいる訳ないじゃん」

「自称魔法少女がモンスターをディスる資格はねえだろ」

　まずモンスターが居るか居ないかも問題ではないし。

　僕はさらに根本的な点を指摘する。

「まず、敵が素直に握手に応じるわけないだろ。能力を封じにいってるのバレバレじゃねえか」

「いや！　魔法少女は礼節を重んじるんだよ！　絶対に応じてくれるよ！」

　魔法少女というのは武道家か何かなのだろうか。

「百歩譲って握手はしてくれるとしても、相手がその前に能力を発動していたらどうする？　つまり、戦闘開始前に『手を合わせる』動作をしていたら、握手をした瞬間にドカンだぞ」

「くっ、それは盲点だった！」

「礼節は重んじるのにそんな不意打ちをしてくる可能性は認めるんだな」

　そよぎの考える魔法少女像が理解できない。

　話が進まなくなってきたので、別の観点から考えてみることにする。

「じゃあ、発想を変えよう。相手の能力をくらってもきちんと防御できればいいわけだろ？」

「それは確かに」

「能力の有効範囲はどこまでかを調べる必要がある」

　どんな能力にも必ずなんらかの法則は存在している。それを分析するのだ。

「たとえば、触れたものを何でも壊すなら合掌、『手を合わせる』動作の直後に少なくとも触れている物がある」

「なるほど、わかったよ」

「なんだよ」

「仏の心だね」

「何故、急に仏教徒になってるんだ」

　流石に合掌という言葉も知らなかった人間には、仏の心を理解するのは無理だろう。

　僕は正解を教えてやる。

「必ず触れざるを得ないもの。それは空気だよ」

「なるほど」

「本当に触れた物を問答無用で破壊するならまず空気を破壊してしまうはずだからな。もしも、空気まで破壊してしまうんだったら、敵の周囲は完全な真空状態になってしまってるはずだ。そうなってないってことは、たぶん、『手を合わせる』動作をした後に能力者自身が『触れている』と認識する必要があるとか、そのあたりじゃないか？」

「ふむ……つまり？」

　この子には基本的に結論だけを教えた方が良さそうだな。

「要は、『触れた物を問答無用で破壊する』のではなく、『直接触れることができた物の中で破壊したい物を破壊する』というのが正しい能力の説明なんじゃないかってことだ。もし、そうなんだったら相手を『触れた』と認識できない状態にすれば、能力は使えないということだ」

「ふむ……？」

「たとえば、大量に服を着こんでいくとか。触れた物を破壊する、という情報が正しければ服にしか触れていないなら、服しか破壊できないはずだ」

「なるほど、よくわからないけど、いっぱい服を着こめばいいんだね？」

「まあ、そういうことだ」

　もちろん、触れたかどうかの認識が重要というのは、ただの推測だ。相手の能力に貫通の性質があれば、この対抗策は意味を為なさないし、空間すらも削り取る様な性質の攻撃であったならば、やはり、その場合も対策にならないだろう。あくまでこれは気休め程度の対策でしかない。

「じゃあ、何を着ていったらいいんだろう」

「なんでもいいだろ」

　むしろ盾に使ってしまうつもりならボロ布でも纏まとっていった方がましというものである。

「女の子の服をなんでもいい、なんて言う男はモテないよ」

「ぐっ……」

　現在進行形で片思いの相手に面と向かって「モテない」と言われるのは、男として忸じく怩じたる思いがある。今一つ納得はいかないがきちんと答えなければならない。

　しかし、当方、冴さえない男子高校生。女子高生に似合うファッションなんて解ろうはずもない。たとえば、目の前にサンプルが存在し、どちらかを選べと言われれば選ぶ事くらいはできるだろう。しかし、何の資料もない状態で答えるのは流石に厳しい。

「何か選択肢をくれないか？」

「選択肢？」

「つまり、二種類服を提示してくれ。そのどちらがそよぎに似合うかを選ぶ」

「なるほど。今こそグーグル先生の出番だね」

　そよぎはラインストーンでごてごてに飾ったスマートフォンを取り出して、操作する。

「じゃあ、この二つから選んで」

　そこに表示されていた画像は──




　チャイナ服

　メイド服




（……選択肢おかしくね？）

　もう一度画像をよく見なおしてみる。

　チャイナ服は、全体がどこか高こう貴きさを感じさせる薄うす紫むらさき色いろ。襟えりの部分はタイトにしまっているが、脇ははっきりと見えるノースリーブ。チャイナ服の特性上、身体のラインに沿う様に作られており、胸が強調されるデザインになっている。僕はまだそよぎの制服以外の格かつ好こうを見た事がないので、はっきりとした事は解らないが、そよぎのスタイルは良い。もしも、彼女がこれを着れば、胸のふくらみが淫いん靡びな雰囲気を醸かもし出だすであろうことは想像に難くない。なにより、チャイナ服の最大の特徴であるスリットはこれでもかというくらいに深く作られており、足のほとんどすべてが露出される事となるだろう。そよぎのチャイナ服をまとった姿を想像し、僕は思わず生なま唾つばを飲み込む。

　メイド服は、黒を基調としたクラシックタイプの落ち着いたものだ。近年、メイド服というとメイドカフェに代表される様な派手な色合いで短いスカートの物が最初にイメージされる事も多いが、本来はこういった黒を基調としたロングスカートの物が主流なのだ。高貴な人間の身の周りの世話をする女性が着ていたものが由来なのだから、ある意味当然のことである。とはいえ、色気がないのかといえばそんな事はなく、むしろ逆である。長なが袖そでに、長いスカートと露出こそ抑えられているが、カチューシャやエプロンドレスなど要所要所に飾られたフリルが女の子としての「かわいさ」を引き立たせている。そして、なんと言ってもメイドとは「御ご奉ほう仕しのための服装」。「御奉仕」という言葉は、一クラスメイトに対して行っていい妄想の範はん疇ちゆうを簡単に逸脱させるほどの破壊力を秘めている。

「……いや、選択肢がおかしいだろ」

「なんでそんな小さい声で言うの……？」

　ツッコミにも覇は気きが出ない。

　つまり、僕が選んだ方の服を、そよぎが着てくれるということなのか？

　そういう解釈でいいのか？

　僕の中の煩ぼん悩のうが全ぜん力りよく疾しつ走そうを始める。

　チャイナ服か、メイド服か。

　僕の中でチャイナ服を着たそよぎとメイド服を着たそよぎが向かい合い、戦い始める。

　チャイナ服は妖よう艶えんな肉体を強調し、メイド服は清せい廉れんな癒いやしを振りまく。

　どちらにも魅力があり、どちらかが劣っているわけではない。

　それでも僕はどちらかのそよぎを選ばなくてはならないのか……。




　──選べない




　僕はそう言おうとして顔を上げる。

　目の前には制服を着たそよぎが居た。そのとき、僕はやっと気がついた。

「選べないんじゃない……」

「へ？」

「僕は両方を選ぶ！」

　どちらかがそよぎに似合うなどという発想そのものが間違いだった。そよぎは容姿に関しては完璧だ。完璧な少女であるならば、きっとどんな服であろうと着こなすだろう。だから、彼女にどちらが似合うかという問いそのものが愚ぐ問もんだったのだ。

「僕はそよぎに、チャイナ服も、メイド服も着て欲しい！」

「お、おう」

　若干引きつった顔すらも愛らしく、僕は一層彼女への思いを強くする。

「まあ、私は何を着ても似合うからね。どちらかを選べという問いそのものが愚問だったね」

「僕の思いをすべて台詞せりふにしてくれてありがとう」

「そうかあ。両方を着て欲しいかぁ」

　そういえば、もともと何故こんな話になっていたのだったか。話がそれているどころの騒ぎではない気がする。

　そのとき、教室の戸が開き、二人きりの教室に何者かが足を踏み入れる。

「そよぎ？　なにしてんの？　部室にも来ないで」

「あ、風かざ音ねちゃん」

　教室に入ってきたのはクラスメイトの内うち田だ風音だった。ボブカットに眼鏡という典型的なサブカル女子みたいな見た目をした女だ。まともに会話した記憶はないが、そよぎと仲が良いのか、よく休み時間に彼女達が一緒に居るのを見かけることがある。

「幸助君に相談に乗ってもらってたの」

「ほう、幸助君ねぇ」

　内田はいやらしい不敵な笑みで僕を見る。なんだ、何か言いたいことでもあるのか。

　内田は僕達の間に割り込む様にして、机に腰をかける。短いスカートの裾すそがちらりと揺れた。

「一体何の相談よ。うちらには出来ないタイプの何か？」

　これは素直に答えてよいものだろうか。僕に対する「触れただけで物を粉々にする能力者にどうやったら勝てると思う？」という相談も、あくまで妄想という建前で行われている以上、やはり、魔法少女の秘密を吹ふい聴ちようすることはできないのだろう。だから、ここは僕は下手な事は言わず、そよぎの返答に任せることにする。

　しかし、そよぎに物を考えることを期待すること自体が間違いだった。

　そよぎはおそらく誤ご魔ま化かしのためだとか、何かの意図を持ってということは一切なく、そもそも話の本筋を忘れて答えた。




「幸助君が私にチャイナ服とメイド服を着て欲しいって」




「違うだろ！」

　確かに今、そういう話をしていた事は否定できないけど！

「うっわぁ……これはちょっとあれだねぇ……なんていうか」

「いや待てよ」

「これは軽く社会的に死んで、不登校になり、学校もやめて、一日中ネットばかりする社会のクズになって、のたれ死じんでもらった方がいいわね……」

「軽くねえよ、死んでるじゃねえか。おい、クラスのライングループを開くのをやめろ」

「送信」












「うわぁ、最近の女子高生、スマフォに文字うちこむスピード半端ねえ！」

「そよぎを狙ってる奴は多いから気をつけろよ」

「だったら拡散するんじゃねえよ！」

「わわわ私、魔法少女じゃないから、悪い魔法少女になんか狙われてないから！」

「そういう話じゃないから！」

　そよぎは見事に一言で僕のクラスでの地位を破壊してくれました。

　ちなみに敵はなんかいっぱい服を着こんで倒したそうです。





　　　　　×　×　×






「何もかもを凍こおらせる能力者をどうやって倒したらいいと思う？」

　前回の相談から数日後、また僕たちは放課後の教室で向かいあって椅子に座っていた。三回目ともなると少しぐらいは心の余裕ができてくる。僕は彼女の話に黙って耳を傾ける。

「まだ春なのにちょっと暑いから炎使いと戦うよりはいいんだけどね。あっ、も、もちろん、妄想の話だけどね！」

　そよぎは魔法少女であり、夜な夜な魔法少女として悪い魔法少女と戦っている。彼女が魔法少女であることは秘密。バレたら彼女は魔法少女としての力を失い、美少女ではなくなってしまう、というのが本人の談。

（まあ、僕にはバレバレなんだけど）

「正体がバレる」ということの基準はどこにあるのだろうか。魔法少女の正体隠いん匿とくなんていう話は古今東西、枚まい挙きよにいとまがないが、「バレる」とは一体何をもって「バレる」とされているのだろう。

「妄想なのはわかってるんだけどさ、その妄想の話って、僕以外の奴にもしたことあるのか？」

　僕は確認のためにそよぎに問い掛ける。

「風音ちゃんと凪なぎちゃんには話したことあるよ」

　風音ちゃんというのは、クラスメイトの内田風音のことだ。先日、僕がそよぎにチャイナ服とメイド服を着てほしいと言ったことをラインでクラス中にばらしてくださったクソ女だ。おかげでクラスメイトの女子からは白い目で見られ、そよぎに気のある男子からはガンをつけられまくっている。そして、一部の男子からは「その気持ち、わかるってばよ……」などと妙な親近感を持たれてしまった。本当に余計なことをしてくれたものである。

　凪ちゃんというのは、これもクラスメイトである高たか岡おか凪のことだろう。僕達と同じ高校一年生でありながら中学生にしか見えない童顔で、碧へき眼がん金きん髪ぱつツインテールにリボンという髪型も相まって、一部の男子からは「いいってばよ……」という評価を受けている。

　内田風音とも、高岡凪とも、まだほとんど会話したことがないので、彼女達が一体如い何かなる人格の持ち主なのかを僕は知らない。

「内田や高岡はなんて言ってたんだ？」

「風音ちゃんは──」




「妄想？　そよぎ、我々みたいな人種は妄想と現実の違いを一般人よりもはっきりと解っていないといけないのよ。『マンガと現実の区別がついてない奴』というレッテルを絶対に貼はらせてはいけないの。こちとら、『トラックにひかれて、異世界転生してレベルカンスト最強勇者になってハーレム構築』できるなんて思ってないし、『ある日、突然能力に目覚めてデスゲームに巻き込まれる。しかし、全員が敵のはずなのに、何故かハーレムに』とも思ってないし、『自称ごく普通（と言いながらそこそこイケメン）のひねくれた男子高校生がなぜか美少女にモテまくれる』とも思ってないんだよ！　赤点レベルの顔面に、ごてごてに化け粧しようを塗りたくって、常に『イケメンと付き合いたい』とか言ってるクソスイーツどもの方がよっぽど妄想と現実の区別ついてねえだろうがぁぁぁっ！」




「私には話が難し過ぎた」

「内田とは仲良くなれそうな気がする」

　今度、きちんと話をしてみよう。

「凪ちゃんは──」




「あはは、そんなん適当でいけるだろ。それよりさ、ポッキーってなんで全体にチョコつけてくれないんだろうな。ケチだよな。あっ、待って！　……もしかしてだけど、ポッキーのチョコついてない部分って持っても手が汚れないためにあるのか!?　すっげぇ、ポッキーパネェ！　あはは、やばいな、ツボに入った……こんな工夫してるなんてパネェな。これ、みんな気付いてるのか？　あたしだけか？　あはは、あたし天才かよ」




「凪ちゃんは人の話を聞かないから」

「君らほんとに、仲良いの？」

　うちのクラスの人間、キャラ濃いな。

　今の話を聞く限り、既に秘密を打ち明けた二人は、そよぎの話を完全に信じていない。だから、正体がバレた内に入っていないのかもしれない。

　何にせよ、これ以上の追及は無駄だろう。あまりに材料が少なすぎる。

「それで、全てを凍らせる能力者だっけ？」

「うん」

「『限定条件』は解ってるのか？」

　能力には、大抵何らかの法則がある。それを見極めるのが能力者同士の戦いの鉄則だ。

「わからない」

「そうか」

　確かに簡単にその法則が看かん破ぱできれば苦労はないだろう。『限定条件』が割れることは、一気に戦いが不利になることに繋つながる。例えば、仮に『限定条件』が「詠唱」なら、その「詠唱」を行えない様に立ち回れば能力を封じる事ができるからだ。

「前に幸助くんに『限定条件』が大事だって言われたからさ」

「おう」

「聞いてみたんだけど、教えてくれなかった」

「当たり前だ」

　敵対してる相手にわざわざ弱点を教える相手がどこにいるというのか。いや、前回の敵は教えてくれていたみたいだけど、あれは特殊なケースのはずである。……たぶん。




「ええー、私がお願いしてるんだよ？」

「どういうことなんだよ」

「私くらいの美少女になると、『お願い』には魔力がこもるんだよ」

「意味がわからん」

「こういうことだよ」

　そう言うと、そよぎは僕の手を握った。

「な……！」

　思わぬ行動に僕の心臓は跳ねる。

　僕の右手を包み込む様に握る彼女の両手からは、彼女の掌てのひらのたおやかな感触とあたたかなぬくもりが伝わってくる。長い睫毛に露つゆを宿し、やや伏し目がちに僕を見つめるそよぎの姿は、僕の身体の芯しんを揺らがせるには充分だった。

「幸助くん……お願い……」

　僕は思わず生唾を飲み込む。

「銀行口座の暗証番号教えて……」

「…………１……教えねえよ！」

　常に貧困に喘あえぐ僕の理性がギリギリ勝ちました。




「美少女にお願いされたら断りにくいでしょ？」

「それはわかったが……」

　彼女の術中にはまりかけた以上、あまり強くは反論できない。

「相手は魔法少女なんだろ？　ということは、女なのでは？」

「私の魅力は性別を超ちよう越えつするから」

「もはや何か恐ろしさを覚えるレベルだな……」

　だが、実際僕自身が彼女の容姿にほだされている以上、あまり強くは出られない。

「敵の魔法少女もヒントしか教えてくれなかった」

「ヒントはくれたんだ」

「ヒントは──」




「そ、そんな目で見るんじゃないわよ……！

　（中略）

　て、手を使うわ……これ以上は絶対に教えないんだから！」




「手……それだけじゃわからないな」

「うん。だから、もう少しお願いしてみた」




「や、やめなさい！　そんな！　貴女あなた自分が何を言ってるか解っているの!?

　（中略）

　……手の形よ！　もうこれ以上は絶対に教えないんだから！」




「……手の形？」

「私も解らなかったからもう一押ししてみた」




「ちょっと貴女！　なんて破は廉れん恥ちな！　私がそんなものに屈するとでも思っているの！

　（中略）

　わ、私の能力は『指で作った輪に息を吹き込んで、その息が当たった物を凍らせる能力』ですぅ、お姉さま……ああ、もっともっと激しくお願いします！　お姉さま！」




「（中略）の中身、詳しく教えて！」

　どう考えても完オチしています、本当にありがとうございました。

「いやー、なかなか強ごう情じようで最後までヒントしか吐いてくれなかったよ」

「どう聞いてもファイナルアンサーまで言っちゃってると思うんですが」

「そ、そうなの？　……気付かなかったよ。相手はなかなかのやり手のようだね」

「やり手というか、やられてますよね、完全に」

　相手の魔法少女の将来が心配になる。

「ていうか、敵対している相手が完全に堕おちるって何したんだよ」

　台詞だけ聞いていると、いかがわしい図しか浮かんでこない。

「いやちょっと相手の子の身体に」

「………………」

「マッサージしただけだよ」

「マッサージ」

「健全な、ねっ」

「ねっ、じゃないが」

　何がどうなって今から戦おうとしている相手のマッサージをすることになるのかも、詳しく教えて欲しいところである。

「もー、大丈夫だよ。主人公以外の男に色目を使うのはヒロインとして失格だけど、百ゆ合りならオッケーっていう暗黙の了解があるから」

「そういう事を自分で言っちゃうヒロインはアウトじゃないのか？」

　まず自分をヒロインと思っているのはどうなんだろうか。

「ていうか、そこまでしているんだったらもう能力とか関係なく倒せてるだろ」

「…………うん。ぶっちゃけ、もうこの子は倒したんだ」

「…………じゃあ、僕に相談しなくてもいいじゃないか」

　そよぎが僕に相談しているのは、あくまで倒せない敵を倒すための打開策を求めてのことだったはずだ。もう倒した相手の能力に関して、僕に相談する理由はない。

　そよぎは力のない笑みを見せて、僕に言う。

「幸助くんに相談するのが楽しくて、なやんでもいないのに相談しちゃった」

「………………」

「ごめんね」

　気が付けば日も落ちている。夕焼けに染められていた教室も色を失い、味気ない灰色の世界へと変わってしまった。もうそろそろ居るべき場所に帰らねばならない時間だ。

「私、帰るね」

　そよぎは鞄を摑み、立ち上がる。彼女の長い髪がふわりと揺れて、どこかこそばゆい香りを振りまく。

「じゃあね、幸助くん」

「そよぎ」

　僕は教室を出ようとするそよぎを呼び止める。

「僕も楽しかったから。べつになやんでなんてなくても、いつでも話してくれればいい」

　もっと話したい。

　もっと傍そばにいたい。

　僕はずっと、そう思っているのだから。

「僕はそよぎの事が──好きだから」

　言ってしまった。自然とこぼれた言葉だった。

　まるで全身が心臓になってしまったかのように、心音が身体中を満たす。

　震えが止まらず、一瞬で口の中がカラカラに渇く。

　それでも、僕は目をそらさずにそよぎの顔を見る。

　そよぎは目を見開いて、ぽつりと呟つぶやく。

「……知ってるよ」

「えっ……」

　そよぎは既に僕の気持ちに気付いて──




「だって全人類は私のこと好きでしょ」




「は？」

「えっ……私くらいの美少女になるとみんな、私のこと好きだって言うから……あれ？　そういう話じゃない？」

「………………」

「………………」

「………………」

「いや、ごめん。なんかよくわからないけど、ごめんなさい……」

「………………」

「ごめん………………」

　凍りついた空気の中、僕はほんの少しだけそよぎが嫌いになった。




　本当に少しだけだけど。





　　　　　×　×　×






　僕とそよぎの物語の序章は以上。僕はほんの少しだけれど、彼女に近付けた。彼女の力になれた。それが単純に嬉うれしかった。

　でも、本当は魔法少女である彼女とこんな風に関わるべきでは無かったのかもしれない。

　僕たちの間を裂さく嵐あらしが訪れようとしていた。













「実はあたしも魔法少女なんだぜ」

「……は？」

　ある日の放課後、夕方の教室。僕の目の前に現れたのはクラスメイトの高たか岡おか凪なぎだった。碧へき眼がん金きん髪ぱつのツインテールに童どう顔がんという狙ねらいすぎたアニメキャラみたいな外見をした女だ。

　僕は様々な可能性を考こう慮りよして慎重に返答する。

「おまえが魔法少女だか何だか知らんが、少なくとも僕は魔法少女とやらではないぜ」

　咄とつ嗟さに考えた可能性は「ブラフ」。もし万が一、高岡が本当に魔法少女で、なおかつ、そよぎと敵対する存在だとしたら、曲がりなりにも秘密を知っている僕に鎌かまをかけて、情報を引き出そうとしている可能性がある。

　そうだとすれば、僕が魔法少女の存在を認知していると述べるのは論外だし、他の魔法少女の存在に心当たりがあるような発言もまずい。

　あくまで魔法少女という与よ太た話ばなしをあしらおうとしている一般人を装よそおわねばならない。

「あはは、そんな警戒しなくても大丈夫だぜ。あんたが魔法少女の秘密を知っているかどうか、あたしが鎌をかけてる可能性を警戒してるんだろ」

「………………」

　こいつ、ただの馬鹿じゃない。僕がブラフの可能性を警戒していることに気付いている。久しぶりに本気で頭を使わないと──

「そんなシリアスになる必要ないと思うぜ。あたしがそよっちの敵である可能性を警戒して情報を漏もらさない様にしてるんだろうけど、あんたらの会話は筒抜けだかんな」

「何を言って──」

　僕はなお警戒し、誤ご魔ま化かそうとする。放課後、そよぎと二人で会うときは細心の注意を払っていた。内田が現れたときも本当にヤバい会話は聞かれないように話を誘導していた。一体どこから秘密がバレるというのか。

　高岡は可か愛わいらしいピンクのスマートフォンを鞄かばんから取り出し、にっこりと笑って言った。

「そよっちが、おまえとの会話をツイッターで呟つぶやいてる」

「全世界に配信されてるだと!?」

　そよぎの情報管理能力に期待した僕が馬鹿だった。

　高岡が差し出したスマートフォンの画面を覗のぞき込こむ。




愛あい原はらそよぎ＠魔法少女やってます

今日わ幸こう助すけくんといっぱいおしゃべりしたよ。魔法少女の倒しかたについて教えてもらた。幸助くんかしこいなあ




そよぎちゃんファンクラブ【公式】

@soyogityan そよぎちゃん、幸助くんって人について詳しく教えて




愛原そよぎ＠魔法少女やってます

@soyogityan_fanclub クラスメイトの渡辺わたなべ幸助くんだよ。最近、私のなやみごとについて色々相談にのつてもらてるの




そよぎちゃんファンクラブ【公式】

@soyogityan へえ、そうなんだ 僕たちも是非渡辺幸助くんと仲良くなりたいな　渡辺幸助くんの住所ってわかるかな？




愛原そよぎ＠魔法少女やってます

@soyogityan_fanclub ○○町△丁目□□だって




「助けて！　個人情報保護法！」

　ほぼすべての個人情報が全世界にばらまかれていました。




　僕は落ち着いて一つ一つの問題を確認していくことにする。

「どこからつっこんでいいのかわからんが、まずファンクラブってなんだ？」

「そよっちのファンクラブだぜ。うけるだろ？」

「そんなベタなラブコメに出てくるみたいな存在が現実に居るというのか……」

　そういえば、ここ最近ずっと殺気だった視線を感じている……。

　まさかあれを発している奴らがそうなのか……？

「ああ。ただし、活動はネット上だけな。リアルではそよっちにまともに声をかけることすらできないキモオタの集団だ」

「……悲しいなぁ」

　よかった、特注の法はつ被ぴとか作って、親衛隊を名乗る鉄の規律を持った体育会系集団は居なかったんだね。

　僕は高岡が差し出したツイッターの画面を見ながら言う。

「ていうか、そよぎ、自ら全世界に魔法少女であることを公言しちゃってるじゃねえか」

「あいつ、ネットをゲームか何かと勘かん違ちがいしてるからな。全世界に通じてるって解わかってないんだ」

「そよぎには、情報化社会はまだ早かったか……」

「まあ、逆にこんな話信じるやつの方がおかしいだろ。そよっちのキャラ的にもしっくりくるじゃん？　あいつアホだからさぁ。アホといえば、アホとバカってなんで関西と関東でニュアンス違うんだろうな。不思議だよなぁ」

「話をそらすなよ」

　そういえば、高岡は人の話を聞かないとそよぎが言っていたな。

　まあ確かに「魔法少女やってます」という言葉を額面通り受けとる人間の方が問題があるというのも、一理ある。

　ニコニコという擬ぎ音おんが聞こえてきそうなほどの満面の笑みをたたえたまま、高岡がまた口を開く。

「ていうか、もう自分がそよっちの秘密を知ってることを否定しないんだな」

「一応、ツイッターそのものがおまえの仕込みという可能性まで考えたが」

「まじかよ！　あたし暇人過ぎだろ！」

「よく考えれば僕を罠わなにはめるなんて回りくどい真ま似ねをするまでもなく、そよぎに聞いたらたぶん全部答えるだろ」

　あいつを庇かばうために真剣に考えるのがアホらしくなる。

「あはは、あいつアホだからしゃあないな。ウケるわー、ははは」

　高岡は腹を抱えて笑っている。笑わらい上じよう戸ごなのだろうが、さすがに異常なレベルである。魔法少女というのは、変人しかなれない決まりでもあるのだろうか。

「そういや、スケッチはどうなんだ？」

「スケッチ？」

「ん？　『ワタナベコウ【スケ】』だから、スケッチだろ」

「そんな当然だろ、みたいなニュアンスで言われても」

　人生で初めて言われたわ。

「スケッチ、あはは、ウケる。エッチ、スケッチ、ワンタッチ、あはは」












「それ今時の若者に通じる？」

「それでスケッチはさ」

「本当に人の話聞かねえな」

「ぶっちゃけ、そよっちのこと好きなんはわかってるんだけど」

「………………」

　いきなり、直球をぶちこんでくる。確かに客観的に見れば僕の気持ちはバレバレかもしれないが──

「ヤりたいの？」

「越えちゃいけないラインを考えてくれ」

　色々な意味で回答できない質問である。

「まあ、全人類はそよっちのこと好きになるからさ。スケッチもそよっちが好きなのはわかるんだけどさ」

「そよぎが人に嫌われている可能性は皆かい無むなんだな」

　まあ、確かにそよぎが人から嫌われる姿というのは到底想像できない。

「それでも、『友達として好き』っていうラインにとどまるやつも稀まれにいるからさ」

「……そよぎは、やはりそこまでモテるのか」

「モテるなんてもんじゃないぜぇ。あたしは幼なじみだから小さいときからずっと一緒だが、そよっちに惚ほれなかった男は未いまだに見たことないぜ。すべての人間はそよっちの魅力の前に平ひれ伏ふすんだ」

「そよぎは、宗教の教祖か何かなの？」

　そよぎが教祖になれば、世界の宗教人口のランキングが変動するかもしれない。

「ていうか、完全に高岡のペースに巻き込まれてたが」

「あたしのことは凪なぎって下の名前で呼んでいいぜ。みんなそう呼ぶしな」

「お、おう。じゃなくて話をそらすんじゃねえ、凪」

　遠慮や気恥ずかしさを感じるのも馬鹿らしい相手なので、僕は「凪」という呼び方に瞬時に適応する。

「おまえ、自分が魔法少女であることをバラして大丈夫なのかよ」

「あー、正体バラすと美少女でなくなるってやつか」

　そよぎ曰いわく、魔法少女は正体を隠さねばならないらしい。もし本当に凪が魔法少女であるなら、僕にバラすのはまずいのではないか。

「あはは、あれ噓うそだ」

「は？」

「それ気にするってことは、スケッチはあたしのこと美少女だと思ってんのか。マジウケるぜぇ。あはは……お腹なか痛い」

　凪は腰を折り、腹を抱えて笑い出す。何がそこまで面白いというのか理解に苦しむ。

「そよぎほどではないけどな。おまえも充分に美少女のカテゴリだろ」

「正直過ぎてウケるわぁ、マジ」

「僕はわりと正直ものなんでな」

「顔真っ赤にして、童どう貞てい面づらを晒さらしてくれると思ったのに」

「おまえは僕をいったいなんだと思っているんだ？」

　まず童貞面とはどんな面なのか。

「そんなことより、噓ってどういうことなんだよ」

　なぜそんな噓をつく必要があるのか。

「だって、そう言っとかないとあいつ会う人間全てに自分の正体バラすぜ」

「確かに容易に想像できるが」

　自己紹介の二言目には言いそうである。実際にツイッターで呟いてしまっているし。

「まず、『魔法少女は正体をバラしてはいけない』なんて昔のアニメみたいなルールが、今時あると思ってんのかよ。スケッチは、フィクションと現実をごっちゃにしちゃうタイプの人間か？」

「自称魔法少女が言っていい台詞せりふじゃないよな」

　不良に真ま面じ目めに生きろよ、って言われた様な気分である。

「別に今時の魔法少女は正体バラすなとは言われないんだよ。まあ、最近はＳＮＳとかに魔法使ってるところあげるな、とかは言われるんだけどな」

「ああ、確実に祭りになるだろうね」

　ユーチューバーの魔法少女とかは本当に居そうで困る。

「まあ、正体は隠さなくてもいいということはわかった。だが、だからといっておまえが僕に正体をバラすことには何の意味があるんだ」

　正体隠いん匿とくの必要がないからといって、吹ふい聴ちようして回る必要はないはずだ。

「それはあたしの立場をきちんと話さないと腹割って話せないと思ったからだ」

　凪は相変わらず笑っている。しかし、この瞬間にその笑みの性質は少しばかり変わった。無軌道で節操のない笑みはなりを潜ひそめ、どこか温かみを感じさせる柔らかな笑みへとその様相を変化させた。

　凪は、静かに落ち着いた口く調ちようで言った。

「スケッチはそよっちの為ために死ねと言われたら死ねるか？」

　僕は理解する。

　それは凪の本気の問いかけだった。だから、僕も真剣に答えなくてはならない。僕は居住まいを正し、凪の青い瞳ひとみを真正面から捉とらえて答える。

「僕は僕にできることを全てやるだけだ」

　凪もまた目をそらさずに僕を見る。

「それがスケッチの答えか？」

「ああ。僕はマンガの主人公なんかじゃないからな。大たい言げん壮そう語ごを吐いたりはしない。できないことはできないと言うし、やりたくないことはやりたくないって言うさ」

　僕は大した力はもっていない。僕にできることは本当に限られている。

「だから、たとえば世界を救えって言われても無理だろうし、見知らぬ他人の為に犠牲になるなんて絶対無理だろうな」

　僕はそこまで出来た人間ではない。世の中には少なからずそういう人間も居るだろうし、そうした人間は本当に立派だと思う。でも、僕には真似できない。

「だからといって、僕はそよぎが好きだから、そよぎのためなら死ねる、なんて適当な事を言うつもりはない」

「ふむ。スケッチはそよっちの為に死ねねえのか」

「ああ、なぜなら──」

　僕は気き負おいもなく、自分の素直な気持ちを吐と露ろする。




「僕が死んだらそよぎが泣くからな」




　世界の為、人類の為、身を投げ出す主人公たち。彼らは残された者の悲しみを考えた事があるのだろうか。英雄として死ねる自分は満足かもしれない。だが、その死を背負って生きねばならないたくさんの人間が居る事を本当に考えた事があるのだろうか。

　気が付くと凪は微笑ほほえみすらやめて、真剣な表情で僕を見ていた。

　そして、小さな声で呟く。

「……そういうことか」

「え？」

「いや、スケッチは面白い男だ」

　そう言うと、凪は優しい笑みを見せる。

「まあ、及きゆう第だい点てんだ。とりあえずはそよっちの側そばにいる事を許可してやろう」

「おまえの許可がいるのかよ」

「当たり前だろ」

　凪は花が咲くような満面の笑みを見せて言った。

「あたしはそよっちの親友だからな」




「ちなみにそよっちはあたしが魔法少女であることに気付いてないからな」

「は？」

「あいつ、アホだから、顔は隠してないのに魔法少女のコスチューム着てると同じ人間だと認識できないみたいなんだ」

「おまえら、本当に親友なのか？」

　僕は親友とやらの定義について真剣に考えるのだった。




　これが僕と高岡凪との出会いだ。ここから、僕の高校生活は更にあらぬ方向へと突き進んでいくことになる。





　　　　　×　×　×






「あんた、うちの正体、他人にばらしたりしてないでしょうね！」

　凪と話して数日後のある日。いきなり、意味不明な事を言いながら、放課後の教室に怒鳴りこんできたのは、クラスメイトの内うち田だ風かざ音ねだった。

　内田はボブカットに眼鏡という女子大生の様な出いで立たちの女だ。見た目だけなら雰囲気もどことなく同級生よりも少し大人びて見える。

　しかし、正体？

　僕は意味がわからず首を傾かしげる。

「何の話だ？」

「凪から聞いたわよ！」

　そして、内田はとんでもない事を言い放った。

「うちも魔法少女だって事をあんたが知ってるって！」

「は？」

　僕は思わず頓とん狂きような声を上げて、内田を見る。

　内田が魔法少女であることを僕が知っている？

　凪はそんなことを言ったのか……？

「あれ、もしかして知らなかった……？」

　僕の表情を見て、何かを察したのだろうか。怒ど濤とうの勢いで僕を責め立てた内田の勢いは雲うん散さん霧む消しようする。

「………………」

「………………」

「………………」

「………………」

　非常に気まずい空気が流れ、僕は一体どういう対応をするべきなのか。真剣に考える。

（考えろ…………）

　今、この状況を改めて分析する。

　内田は何らかの勘違いで僕が内田も魔法少女であるという事を知ってしまったと思った。言動から分析するに凪が何か余計な事を言ったのだ。凪が何を考えているのかは不明だが、少なくとも何か根拠があって言っているわけではないのだと思う。

　ベストの展開はお互い無かったことにしてしまうことだ。

　だから僕は言った。

「なんだ、訳のわからん冗談を言いやがって」

　僕はあくまで彼女の言葉を冗談だと思っているという体で話す。

「あ……そうそう。冗談冗談……」

「冗談だな」

「そう、冗談冗談」

「ははは」

「……ははは」

（よし、なんとか誤魔化せたか？）

　その瞬間だった。不意に教室の戸が開く。

「かざっちー。さっきの噓だぜ。スケッチはかざっちが魔法少女だって知らないから安心しろ」

「台無しだよ！」

　凪ご本人の登場でした。




「おお、すまん、すまん。まさかスケッチ本人が居るなんてなぁ」

　凪は全く謝罪の意の感じられない言葉を吐く。

「凪……あんたはいつもいつも……」

　内田から尋じん常じようでない闘気がほとばしっている事を肌で感じる。

「今日という今日は許さん！　あんたのその自慢の金髪むしり取ってウィッグにしてやんよ！」

「あはは、かざっちがあたしの金髪つけても似合わねえなぁ」

（魔法少女おっかねえな）

　愛と正義の魔法少女はどこにもいない様である。

「まあまあ、ちょうどいい機会だから。かざっちもスケッチとちゃんと話してみろよ。どうせそよっちの一件でスケッチと話をしないといけないと思ってたんだろ？」

「まあ、そうだけど……」

　内田の怒気が少しばかり薄くなる。

「あはは、よかったぁ。うまく丸め込めたぜぇ」

「やっぱり、てめえのその青い目ん玉くりぬいて煮付けにしてやんよ！」

「なんで煽あおるんだよ！」

　煮付けって、金きん目め鯛だいじゃないんだから。

「あはは、スケッチ。ちなみにあたしの金髪は自毛だぞ。実はあたしドイツ人の血を引いてるからな」

「それ今言う必要あった？」

「じゃあな。今日はあたしは用事あるから、また今度遊ぼうぜぇ」

「逃げるんじゃねえ！　糞くそ餓が鬼き！　てめえの腹がぱんぱんになるまで水を飲ませて、その白い肌を吊つるし切ぎりで削そいでやるからよぉ！」

「おまえら、仲良いんじゃないの？」

　いくらなんでも女子高生同士の喧けん嘩かで出てくる台詞ではないと思う。

　そして、凪は本当に教室から出ていってしまった。

　嵐あらしを巻き起こして下さった凪は去り、僕は内田と二人、放課後の教室に残された。

（気まずい……）

　繰り返すが僕は人付き合いが得意なタイプではない。表面的な会話や事務的な話は得意とするところだが、同年代の女子と盛り上がれる様な会話をするスキルは持ち合わせていないのだ。

（そよぎや凪はほっといても喋しやべるからな）

　あの二人はボケ倒してくれるので、それにつっこむという体で会話が成立するのだ。

　しかし、内田とはまだほとんど話したことがないので、彼女がどういうタイプの人間なのか解らない。

（確実に普通ではないが）

　とはいえ、ぐだぐだ考えていても仕方がない。このまま黙ってこの場を去るのは、より一層気まずいだろう。

　ひとまず、この難局を乗り越えるために僕は会話を試みる。

「えっと、内田もそよぎや凪と同じ魔法少女だったんだな」

　僕はできるだけさりげなく切り出す。

「……すぞ」

「えっ、なんて？」

　内田がボソリと呟いた言葉が聞き取れず、僕は思わず聞き返す。

「てめえの薄汚い男性器を蝶ちよう々ちよ結むすびにして引きちぎるぞ」

「おまえに僕の息子の何がわかる」

　凄すさまじい罵ば倒とうをくらっていた。

　明確な殺意がほとばしる内田の目を見て、僕は言う。

「待てよ。その件について聞かれたくないなら、もう聞かないからさ」

　内田が魔法少女をやっているという事情は確かに気になるが、無理に聞き出さねばならない話ではない。嫌がっているなら聞く必要はないし、なによりこんなあられもない罵倒はもう聞きたくない。

　内田は眉まゆを吊り上げ、目を見開き、威い嚇かくするようにして僕を睨にらむ。

「いいか、この件は他た言ごん無む用ようだ。もし人に話してみろ。おまえの頭ず蓋がい骨こつかちわって脳のう味み噌そをスプーンでえぐりだして、食べずに全部ゴミ箱に捨ててやる」

「いちいち脅おどしが物ぶつ騒そうすぎるだろ」

　言い回しが完全にやのつく職業のそれである。

　内田は眼鏡の奥から鋭い眼光を発しながら続ける。

「ついでにいい機会だから言っといてやる。渡辺、おまえ、これ以上そよぎに近づくな」

「は？」

　僕は内田の言うことが理解できない。

「だから、これ以上そよぎと親しくするなって言ってるのよ」

「なんでおまえにそんな指さし図ずをされねばならんのだ」

　内田が僕と関かかわりたくないというのならそれは別に構わないし、秘密を暴露するつもりもない。だが、そよぎと僕の間に踏ふみ込こもうというのなら話は別だ。

「あの子は、そよぎは、世間知らずのアホよ。最近になってやっとどうやって子供ができるのかを理解したような娘よ」

「小学校高学年レベルの知識じゃねえか」

　女子高生になってやっと理解したとは、わりと洒落しやれにならないレベルである。

「そんなアホの子を狙ってる、斜しやに構えてるのに何な故ぜだかヒロインにモテるというキモオタの願望を凝縮したようなライトノベル主人公を気取ってるあんたを警戒するのは、至極当然のことだと思うけど」

「ひどい言い掛かりだ」

　僕がいつライトノベル主人公を気取ったというのか。

「あんたの態度を見てればこっちには解るのよ。傍ぼう若じやく無ぶ人じんなヒロインの言動に振り回されることを口では『やれやれ』などと言って嫌がっておきながら、実は案外満まん更ざらでもなく、ヒロインに振り回される日常を楽しんでいるテンプレライトノベル主人公を気取ってるってことがね」

「おまえはライトノベル主人公に親でも殺されたのか」

　凄まじい言い掛かりである。

「それにあんた、こう考えてるでしょ。『三人魔法少女が居たら、アニメ化したらエンディングテーマは三人で歌うんだろうな』と」

「いや、確かにそんなアニメ腐るほどあるけど！」

　声優三人でユニットを組むんだと思います。

「大体さっきからおまえはなんなんだ。言い掛かりが過ぎるぞ」

　僕は大たい概がい温厚な人間だと自負しているが、こうまでこき下ろされては流石さすがに黙ってはいられない。しかも、僕とそよぎとの関係にまで口出ししようというのなら尚更だ。

「魔法少女なんてやってると二次元と現実の区別がつかなくなるのか？」

　僕は、内田を睨にらみつけて言い返してやる。

　次の瞬間だった。

「がはっ……」

　腹部に鋭い痛みを感じて僕は思わず身体からだを折る。

　内田渾こん身しんのボディブローが僕の鳩尾みぞおちに炸さく裂れつしていた。

「安心しろ、峰みね打うちだ」

「……峰打ちの意味……わかってんのか」

「こういう状況でもツッコミとしての役割を果たそうとしている辺りがライトノベル主人公気取っててキモいって言ってんのよ」

　最も早はや気持ちがいいレベルの言い掛かりである。

　僕は体勢を立て直し、息を整えてから言う。

「何をそんなに憤いきどおる。二次元と現実をごっちゃにしていると言われるのが嫌なのか？」

　そういえば、以前そよぎがそんなことを言っていた。

「ええ、その通りよ」

　内田は鋭い三白眼で僕を睨みながら言う。

「オタは世間から現実と非現実の認識がついてない痛い奴というレッテルを貼はられがちだわ。だからこそ、そのイメージを払ふつ拭しよくするためにもそこら辺の区別はきちんとしておかないといけないの」

「そういや、おまえとそよぎは文芸部だったか」

　以前、そんな話をそよぎとしたような気がする。

「ええ。うちもマンガやアニメはそこそこ見る方。だからこそ、きちんと区別をつけておかねばならないの」

「ふむ」

　言ってることは解らないでもない。

「だが、それと僕にいちゃもんつけることは話が違うだろうが」

「はたしていちゃもんかしら？」

「なんだと？」

「そよぎ、凪、風音って全員『風』に関係する名前である辺りをマンガの設定みたいだと考えたことはなかった？」

「……ぐっ」

　確かに姉妹でもないのに名前に統一性があるなとは思ってたけど。

「そよぎがメインヒロインで、凪とうちがサブヒロインだなと想像したことはない？」

「…………」

「うちらの中で人気投票したら、そよぎと凪がツートップで、うちより自分の方が票数稼げそうとか思ってなかった？」

「……そこまでは思ってないよ」

　まあ、確かに三人の中では、内田が一番モテなそうとは思ってたけど。

「ていうか、おまえの言い分を聞いてると、おまえ自身が一番現実と二次元をごっちゃにしてる気がするぞ」

　僕の指摘に内田は一瞬、ひるんだように黙る。

　しばらくして、内田はぽつりと呟く。

「……仕方ないでしょ」

　そして、内田は不意に遠い目をして言った。

「実際、魔法少女とかいうザ・二次元みたいな仕事やってんだから……」

「ああ……」

　あまりに深い憂うれいを帯びた瞳であったため、僕はそれ以上何も言及できなかった。

　ほんの少しばかり内田に同情したが、だからといって、そよぎに近付くなという言葉に素直に首しゆ肯こうするわけにはいかない。

「おまえの言い分はわかったが、やっぱり僕とそよぎに関する話は別だ。おまえに何の権限があって、そよぎに近付くな、なんて言うんだ」

「うちがそよぎの親友だから──」

「そのパターンは凪ともうやってるんだよ」

「知らないわよ。凪はあんたたちの関係を認めたのかもしれないけど、うちの判定はもっと厳しいのよ」

　そもそも、子供じゃあるまいに高校生同士の関係に友人が首を突っ込んでくるのも今一つ納得がいかないのだが、このままでは埒らちがあかないのは確かだ。

「じゃあどうすれば認めてもらえるっていうんだ？」

「どうやっても認めないっつーの」

「ええー」

　理不尽ここに極まれりである。

　そこで僕はある事実に思い至る。

「聞かせて欲しいんだが、おまえはそよぎに言い寄る男全員にこんな脅しめいた真似をしているのか？」

「………………」

　内田は僕を睨みつけたまま押し黙る。

「凪が言っていたが『そよぎに惚れない男はいない』そうじゃないか。なら、おまえはそよぎを一目見た男全員に詰め寄っているというのか」

「………………」

「そよぎが僕のことをそれなりに気にしているから、わざわざ釘くぎを刺しに来たんじゃないか？」

　内田は図星を突かれたのか、目を泳がせる。

「はぁ」

　そして、内田はため息をついて言った。

「さっき、あんたをテンプレライトノベル主人公よばわりしたけど訂正するわ」

「やっと解ってくれたか」

「ええ。難なん聴ちよう系けい鈍どん感かん主人公の方がまだましだったわ。恋愛の機き微びが下手に解っている分余計に厄介だわ。一巻のラストでメインヒロインと恋仲になるけど、それ以降の巻でもどんどん新しいヒロインとフラグを立てて、ハーレムを拡充していくタイプの主人公ね、アンタ」

「確かにそういうラノベも増えているけど！」

　彼女はどうあっても僕のことが嫌いなようです。




　内田は小さくため息をついて、憂いを帯びた顔で呟く。

「うちだって解ってるわよ。最終的に決めるのはあの子だって。親友なんて言っても、結局は他人であるうちが横からとやかく言えることじゃないんだって……」

「………………」

「そよぎの気持ちを無視して事を進めようとしている。うちは酷ひどい奴よ。それくらいの自覚はあるのよ」

　内田は遠くを見る様な顔をしてぽつりとこぼす。

「うちは昔からずっと……」

　その言葉は目の前に居る僕に対するものというよりは、まるで自分自身に向かって言い聞かせているもののようであった。

　そんな姿を見て、僕は考える。

　内田の言っている事ははっきり言って無茶苦茶だ。彼女の言う事はあまりに理不尽が過ぎる。

　だが──

「それだけおまえがそよぎの事を大事に思ってるってことだろ？　その気持ち自体は否定されることじゃないと思うぞ」

「………………」

「それにそよぎの親友なんだろ。だったら、僕もおまえを酷い奴とは思わないよ。そよぎがそんな奴と一緒にいるとは思わないからな」

「………………渡辺」

　内田はじっと僕を見る。

　きっと凪はこんな展開になることを狙って、内田に噓を言って僕と引き合わせたのだと思う。内田とそよぎは親友だ。そんな彼女を無視してそよぎに近付くことなどできはしない。きっと、凪はこんな風に話をさせるために僕と内田を引き合わせたのだ。

　僕は真剣に内田に向き合う。

　そして、彼女は吊り上げていた眉を緩めて、ぼそりと呟いた。

「そういう天然ジゴロを装った発言が一番キモいんだけどなぁ……」

「前言撤回、やっぱおまえ嫌いだわ」

　世の中にはどうあっても馴な染じめない人間というものが存在することを認識しました。




　この瞬間から内田風音は僕にとって不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵となった。

　だがこのとき、まったく別の意味で僕にとって更に危険な人物が、僕のすぐ後ろまで迫って来ていたのだ。





　　　　　×　×　×






「遂ついに最大にして最強の敵が現れてしまったよ……」

　いつもの放課後の教室。いつにもまして深刻な顔で僕と向かい合っているのは、愛原そよぎだ。

　彼女から声をかけられ、僕たちは数日振りに二人で教室に居残っていた。僕は彼女から誘いを受けたというだけでそわそわと落ち着かない気分になる。

　だが、今日は彼女の表情がいつもよりいっそう暗い。まさか、そこまで強大な敵がやってきたというのだろうか。

「今回ばかりは私一人の力では太た刀ち打うちできない……」

「そんな……」

　今までなんだかんだ言ってもそよぎは勝利してきた。そのそよぎが今回ばかりは勝てないと言う。一体どれほど強大な敵なのか。

「あいつの事を考えるだけで頭が痛くなるんだよ」

「………………」

「なぜあんな悪魔の様な存在がこの世界に生まれてしまったんだろう」

「………………」

「もう私戦えない……戦えないよ……」

　そこでそよぎは目を潤ませる。

「期末テストとなんて」

「まあ、そのオチは読めてた」

　期末テスト一週間前の出来事である。

　そよぎは僕に向かって手を合わせて頭を下げながら言う。

「というわけで幸助くん、勉強教えてください……」

「それは一向に構わないが」

　正直いつかこんな日が来るのではないかと予想はしていた。

「前回の中間テストはどうしたんだ」

「前回は必死に頑張ったからね」

「ほう」

「なんと現代文で二点取れたんだよ」

「……他は？」

「もちろん、０点だよ」

　想像を絶するヤバさだった。

「今回は目標を高く設定しようと思うんだ」

「………………」

「なんと全教科０点回避を目指すよ！」

「………………」

「あ……さすがに大きく出過ぎたかな？」

「赤点回避を目指そう！」

　どこから突っ込んでいいのか解らない有様である。




「テスト勉強するぞ」

　放課後の教室、僕はそよぎの隣の席を借りて座る。

「まず英語からだ。教科書を出せ」

　おそらくはアルファベットから教えねばならないだろう。

「……教科書？」

「まさか教科書が何か解らないとは言わないよな」

　そよぎの場合、本当に言い出しかねないのが困る。

「さすがに教科書は解るけど、どこにあるか解らない」

「は？」

「家のどこかにはある」

「普段の授業どうしてるんだよ」

　僕の記憶にある限りでは、そよぎは特別忘れ物が多い訳ではなかったように思うが。

「別のクラスの人が毎日交代で、私の机の上に置いておいてくれるから」

「別のクラスの人？」

「私のファンクラブだよ」

「ファンクラブ、活動実態あるじゃねえか」

　主な任務はそよぎに交代で教科書を貸すことだそうです。

「そよぎ、そうやって何い時つまでも他人に頼っていたらダメだ。相手にも迷惑だろ」

　ファンクラブの奴らは自分の教科書を使ってもらえて、むしろ喜んでそうだが。

「教科書は大事にしろよ、基本的にはこいつを元に試験は作られるんだから」

　そよぎは僕の言葉に何故か深く感じいったような表情を見せる。

「そっか……。勉学が戦いだというなら教科書は武器。そして、武器は自らの命を預ける戦友とも言える……そんな戦友に背を向けたままで戦うなんて真似ができるはずない……幸助くんはそう言いたかったんだね」

「そんななんちゃって深イイ話みたいなことまでは考えちゃいなかったが……」

「よし、きちんと自分の教科書を持ってくる様にするよ！」

「そうだな……」

　小学生を諭さとしている気分である。

「あっ、でも、今日は教科書がないんだ」

　教科書もないのでは流石に話にならない。そよぎの学力は、学力という言葉を使うのも烏お滸こがましいレベルなので、時間は一刻も無駄にできないのだが、仕方がないだろう。

「仕方ない、勉強は明日から──」

「じゃあ、私のうちでやろうよ」

「え？」

　僕は自分の耳を疑う。

「それなら教科書使えるし。今日、お父さんもお母さんもいないし」

　お父さんもお母さんもいない……？

　そよぎは意味が解って言っているのだろうか。いや、解っていないだろう。

　両親が不在のクラスメイトの女子の家に誘われた男子高校生として、至し極ごく真っ当で当然の想像が僕の頭を過よぎる。

　僕はできるだけ平静を装って言う。

「そ、それなら、そよぎの家に──」

「キモい面さらしてんじゃねえよ。顔面、ローラーで更さら地ちにしてやろうか」

「あはは、顔面ローラーって、小顔になりそう。マジでウケる」

「案の定出やがったなお邪魔虫ども」

　正直、この展開も読めていた。

　怒気をはらんだ顔で口汚く罵ののしってくださったのが、内田風音。ボブカットに眼鏡という何かを拗こじらせた女子大生のような出で立ちのクラスメイトだ。

　対照的に喜怒哀楽の「喜」以外の感情をどこかに落としてきた様な笑顔をした碧眼金髪ツインテールが高岡凪。こいつもクラスメイトだ。

「ふん、どうせ二人きりの勉強会なんぞ、許さない。自分たちもついていくとか言うんだろ。おまえらの行動は、『眼鏡を外すと実は美少女』レベルにベタなんだよ」

「あはは、かざっちも眼鏡外したら美少女になるのかぁ？」

「内田は眼鏡を外すと目が『３』になるタイプだな」

「てめえの目は節穴のようだから、かっぽじって代わりに電球詰めといてやるよ。その方がよっぽど世の中の役に立つぜ」

「電球で照らすくらいじゃてめえの陰険な面は誤魔化せねえけどな」

「言ってろ。今にてめえに、目玉を電球にされたくらいで済んでいたことが幸せだと思えるくらいの生き地獄を味わわせてやるからよ」

「あはは、おまえら面白すぎだろ」

　僕と内田は一歩も引かない。凪は後ろで笑い転げている。

「……三人とも仲良くなったんだね」

　そよぎがぽつりと呟く。

「これが仲良さそうに見えるなら、おまえの目玉も取り替えた方がいいな」

　これはガチの喧嘩である。

「でも、けん──」

「『喧嘩するほど仲が良い』とかベタな事言っちゃだめよ」

「……けん……けんか……じゃなくて…………けんちんじる」

「そういや、けんちん汁と豚汁って何が違うんだ？　気になるな」

「どうでもいい。僕とこいつの関係は少なくとも、喧嘩するほど仲が良いなんてありきたりな言葉で片付けられるものではない」

　喧嘩できるだけで仲が良いことになるならば、喧嘩を売ってばかりいる不良ほどラブ＆ピースの精神に溢あふれた人物はいないことになるだろう。

　僕に向かって、そよぎは何気ない調子で言う。

「でも、少なくとも趣味は合うよね、風音ちゃんと幸助くんって」

「趣味？　ああ、マンガとかか？」

　確かに僕はよくマンガを読むし、内田もよくマンガを読むと言っていた。

「いや、もっと共通の趣味があるでしょ」

「共通の趣味……？　そんなものあったかしら」

「僕も心当たりがないんだが」

　首を傾げる僕たち二人に対して、そよぎは、得意げに答えた。

「二人とも私のことが大好きでしょ」

「………………」

「………………」

「おい、今調べたら、けんちん汁は精しよう進じん料理だから豚肉とかは使わないらしいぞ！」

「………………」

「………………」

「それにしてもけんちん汁ってなんだよぉ。けん『ちん』だって。『ちん』だぜぇ。うけるわぁ、マジで」

「………………」

「………………」

「あはは……は？」

　内田はそよぎと凪の肩を摑つかんで、真まっ直すぐに目を合わせて言った。

「そよぎ、調子に乗るな。凪、黙れ」

「「……はい」」

　たまには、僕と内田の意見が一致することもあります。




　てっきり、二人がついてくると言い出すだろうと思っていたら、本日、初めて内田は予想外の発言をした。

「別についていかないけど」

「マジかよ」

「なに、あんた。うちと一緒にテスト勉強したいなんて思っているわけじゃないでしょ」

「当たり前だ」

　内田と一緒にテスト勉強するくらいなら、猿と一緒に勉強する方がましである。

「うちは忙しいのよ」

「どうせメイトに予約したＤＶＤ取りに行くとかだろ」

「ブルーレイだっつーの」

「当たらずとも遠からずじゃねえか」

　適当に言ったのに当たってしまうあたり、僕と内田の思考回路は似通っているのかもしれない。認めたくはないが。

「ていうか、テスト勉強しなくていいのかよ」

「うちは普段から計画的にやってるからね」

「じゃあ凪は？」

　僕は凪に話をふる。

「あたしも今日は忙しいんだ。ライブチケットが今日から予約開始だから、パソコン前で待機しなくちゃならない」

「ライブ？」

　凪とライブ。全く想像がつかない。

「ああ、ダイナミック関西だ」

「ライブってお笑い芸人のライブか」

　それなら、めちゃくちゃしっくり来る。こいつ一人いるだけで、会場の空気は十二分に暖まりそうだ。

「というわけで、あたしたちは帰るから後は自由にやってくれ」

　そう言うと、二人は本当に帰ってしまった。

（いいのか？）

　どうせ四人でがやがやして、結局、テスト勉強は捗はかどらず、そよぎは全科目０点だった、みたいなオチになると思ったのに。

　それならそれで、二人きりの勉強会（意味深）と洒落込むだけだが。

（いや、別に実際にいい雰囲気になったときに、踏み込む自信がないから、そうならないように本当は一緒に来てほしかった、とかではないからね！）

　僕は心の中で、誰にするでもない言い訳をする。

「じゃあ、私の家に行こう」

　こうして、僕は初めてそよぎの家に行くことになったのだった。

　しかし、内田があっさりとそよぎの家に行くことを許可した理由を、僕はすぐに知ることになる。




「ようこそ、いらっしゃいました」

　緊張しながらそよぎの家の戸をくぐる僕を迎えたのは、小学生くらいの男の子だった。

「紹介するね、私の弟の雪ゆき哉やだよ」












「いつも、姉がお世話になっております」

　雪哉と紹介された小学生は深々と頭を下げた。

　男にしては整った目鼻立ちで、このまま成長すれば間違いなくイケメンになると思われる。姉弟きようだいというだけあって、どことなくそよぎに似ている。間違いなく「美少年」の類たぐいだ。

（両親は居ないけど弟は居る、というオチだったのはともかく……）

「初めまして、渡辺幸助です」

　相手の丁寧な礼につられ、僕も思わず深々と頭を下げる。

「姉から聞きました。何でも姉のテスト勉強をお手伝いして頂けるそうで。ご存じでしょうが、何分不出来な姉でして。本当に御迷惑ではありませんか」

「い、いえ。あくまで自分の勉強のついでですから」

「ああ、そんなに固くなられないで。こちらは年下ですから礼儀として敬語で応対させていただいてるだけで。ぼくには平語で話していただければ」

「そ、そうかい」

「はい。何もないところですが、是非くつろいでいってください」

　笑顔の雪哉くんに見送られ、僕はそよぎの部屋に入る。

「雪哉って、子供っぽいでしょ」

「あの子が子供っぽかったら、そよぎは赤ん坊か何かかな」

　あんな大人びた小学生初めて見たわ。

　なぜ、この天然ぼけぼけ娘の弟があれほどしっかりしているのか。理解できない。

　それはそれとしても。

　雪哉くんのあまりの衝撃に圧倒されていたが、よく考えてみると、

（今、僕はそよぎの部屋に居るんだよな）

　僕は改めてそよぎの部屋を観察する。子供部屋としてはかなり広めだ。普通の家のリビングくらいの大きさはあるだろうか。

（まず、この家そのものがでかいんだよな）

　間違いなくいわゆる上流階級に属する家庭だろう。

　中央には高級感のあるテーブルが置かれ、部屋の隅には、木製のお洒落な勉強机や大きな薄型テレビがある。薄桃色の布団のベッドの周囲には、可愛らしい動物のぬいぐるみが、溢れんばかりに置かれており、いくつかはベッドからずり落ちてしまっている。あれだけベッドの上にぬいぐるみが溢れているとなると、彼女は一体どこで寝ているのだろう。

　そして、部屋の壁の一面には、かなり大きい本棚が設置されていた。

「すげえ数のマンガだな」

　ちょっとした図書館並の本棚に置かれていたのは、ほぼ全てがマンガだった。汗かん牛ぎゆう充じゆう棟とうとはこういうことをいうのだろうか。

「そよぎもマンガ好きなんだよな」

「そうだよ。風音ちゃんほどじゃないけど」

　僕もかなりマンガは読む方だが、経済的な事情から、本当に好きな作品以外は人から借りて読むことが多い。これほど沢山のマンガを所持していることは単純に羨うらやましい。

「まあ、半分くらいは途中までしか読んでないけど」

「なんでだよ」

「途中で読んでて話が解らなくなって……」

「マンガの話だよな？」

　小説ならまだしも、マンガで話が解らなくなるなんて奴は初めて聞いた。本棚のラインナップを見ても、そこまで難解な作品が並んでいるわけでは決してない。

（いくらなんでも不自然だよな）

　最近、時々考えさせられる。そよぎの理解力の無さは「アホ」なんて言葉で片付けていい範はん疇ちゆうを越えているように思える。何か原因があるのだろうか。

　しかし、今考えても詮せん無なきことだ。

（そんなことより、女の子の部屋に二人きり）

　しかも、相手は類を見ない美少女と来ている。これで何も感じない奴はいまい。

　僕は落ち着かず、視線をそわそわと彷徨さまよわせる。

「座って」

　そう言って、そよぎは可愛らしいネコのクッションを指差す。僕はその上に座り、部屋の中央の机につく。

　よく見ると中央の机の上には、きちんと整せい頓とんされた教科書が置かれていた。

「そういえば、意外と綺き麗れいにしてるんだな」

　教科書がどこにあるかわからない、などと言っていたので、てっきり部屋の中で教科書を探すところから始まるかと思っていた。

「ああ、これは雪哉だよ」

「え？」

「帰る前に、家で勉強するから私の部屋掃除して、教科書出しといてって言ったの」

「弟にやらせることじゃないよね」

　母親でも、なかなかここまではしてくれないと思う。

「大丈夫。あの子、こういうの好きだから」

「掃除がか？」

　珍しい男子小学生である。

「まあ、それもだけど──」

「よかったら、お茶をどうぞ」

　いつの間にか、僕のすぐ隣には雪哉くんが立っていた。

「うおっ」

　全く気が付かなかった。

「ああ、すいません」

　雪哉くんは申し訳なさそうに眉をハの字に曲げる。

「ぼくは存在感がないので、不意に現れ、人を驚かせてしまうことがしばしばあるのでございます。ぼくの不徳の致すところです……」

「雪哉は塔とう坂さか学がく園えん小等部四天王の一人で『神出鬼没サイレントロスト』の二つ名を得ているからね」

「ぼくには勿もつ体たいなき高こう名みようです」

「やばい、ツッコミが追い付かない」

　うちの学園には、まだまだ実力者が居るようです。

「では、ごゆっくり……」

　そう言うと、雪哉くんは部屋を出ていった。

　僕はどこか気勢を削がれた感じになる。

「勉強しますか……」




　テスト勉強の内容は語るべくもない悲惨なものだった。

「アルファベット？　なんと最近、半分くらいは言えるようになったんだよ！」

「方程式？　それって九九と関係ある？」

「漢字？　漢字は得意だよ！　ちゃんと自分の名字の『愛原』は書けるからね！」

「いい箱作ろう、鎌かま倉くら幕ばく府ふ！　でも、『かまくら』って夏はどうするの？　とけちゃわない？　えっ、鎌倉幕府って雪で出来てるんじゃないの？」

「必殺！　等速直線運動！」

　語るべくもない……。

　僕には、テストの山を無理矢理叩たたき込むので精一杯だった。




「……ちょっと休憩しようよ」

「そうだな」

「やった」

　勉強を開始してから何だかんだで一時間半は過ぎている。そよぎにしては頑張った方だろう。できるだけ、色んな科目を満まん遍べんなくやるという方針が効を奏したのかもしれない。

「このマンガなんだけどさ、読んだことある？」

　そよぎは本棚から一冊のマンガを取り出す。それはアニメ化やドラマ化もされた有名な作品で、僕も昔、人に借りて読んだことがあった。内容はミステリー。名探偵である主人公が様々な事件を解決するという内容だ。

「この事件の意味が解らない」

「これか」

　確かにこの作品はマンガにしては難解だ。先程、そよぎに勉強を教えていて確信したが、そよぎの頭脳のレベルはせいぜい小学校中学年レベルだ。小学生にはこの作品は確かに手に余るだろう。

「だから、あからさまにこの男が犯人だとみんな思うだろ？」

「そうだよね」

「だから、みんな逆にこの男は犯人じゃないだろうと思うわけだよ」

「なんで？」

　そよぎは可愛らしく首を傾げる。

「アリバイがないのは一人だけ。動機があるのも一人だけ。ダイイングメッセージまでが一人の男をさしてる。ここまでされたら逆にこの男を別の誰かが陥おとしいれるためにやってるんじゃないかと、みんな思うわけだ」

「ふむ……でも、結局、その一番怪しい奴が犯人だったんでしょ？」

「そうだよ。犯人は『まさかここまで怪しい奴が犯人ではないだろう』という思い込みを利用して、あからさまに自分が疑われる証拠を残してたんだよ」

「えー、でも結局この男が犯人だったんでしょ？　じゃあ、最初からこいつを捕まえとけば、すぐに話が終わってたんじゃないの？」

「いや、だから、それは裏を──」

　そこで僕は気が付く。

（そよぎの胸が当たっている……）

　確実に無意識であろうが、僕が持つマンガを覗のぞき込こむことに夢中になり、そよぎは後ろから僕に抱きつく様な体勢になっている。結果、そよぎの豊ほう満まんな胸が僕の背中に押し付けられる事態になっている。

（やっぱり、こいつ結構胸あるな……）

　初夏に入り、ブレザーを着用しなくなってから確信したが、そよぎはスタイルが良い。「見ただけで女性のスリーサイズがわかる」というラブコメ主人公の友達の様な能力はないので、はっきりしたことは解らないが、一般的な同年代の女よりも大きい事は間違いない。

　健全な男としては、胸を押し当てられて平静でいられるなどという事はあり得ない。それが現在片思い中の相手であれば尚なお更さらだ。僕は自身の血流が速くなるのを意識する。

「だからさぁ──」

　そよぎの吐息が僕の耳元にかかる。

（くそっ！）

　限界だった。

　僕は思わず理性のタガを外し──

「ご休憩でしたらお菓子でもいかがですか？」

「うわぁ！」

　僕とそよぎの間に割り込むように現れたのは、雪哉くんだった。

　雪哉くんの顔が僕のすぐ目の前にあり、男にしては長い睫毛まつげをしていることに気付かされる。

「もー、雪哉って、私が誰かと遊んでるといつも急に現れるんだから」

「ごめんなさい、姉さん」

「この子、いつまでも私にべったりで。子供っぽいでしょ？」

「お、おう」

　すんでのところで、ことを止められたことで僕は動揺し、冷や汗をかく。

「では、ごゆっくり……」

　そう言うと、雪哉くんは、また音もなく去っていった。




（ベタなラブコメじゃないんだから……）

　勉強を再開しながら僕は今起こった出来事について、思いを巡らす。

　僕がそよぎに（自主規制）のタイミングで部屋に弟が入ってくるなんて、まるでマンガの展開である。

「………………」

「うわーん、やっぱり英単語一○○個覚えるなんて無理だよお」

「………………」

「うわああああああ！」

「………………」

「ねーえ。無理だよぉ」

「……そよぎ、こっちに来てみろ」

　僕は立ち上がり、部屋の隅すみまでそよぎを誘う。そこは巨大な本棚のおかげで部屋の中心からは死角になっている。

「なになに？」

　そよぎは勉強から逃れられると思ったのか、飛び上がる様にしてついてくる。

「どうしたの？」

「いいから、来い」

　僕はそよぎの手を摑んで強引に物陰に引きずり込む。

「きゃっ！　なーに？　どうしたの？」

　ほとんどそよぎを自分の胸に抱き寄せる様な体勢になってしまっている。ちょうど先程の反対だ。

　そよぎの身長は僕よりも少し低い。こうやって至近距離で見つめ合うと、そよぎは自然上目遣いになる。それだけでも僕の理性は崩壊寸前であるのに、女の子独特の甘いにおいが僕の鼻孔をくすぐり、僕の心臓は爆発寸前となる。

（ぐっ！　堪こらえろ！）

　人間と動物をわける一つの要素は理性だ。僕は人としての尊厳にかけて、先程犯そうとした本能に任せる様な真似はしないように自身を戒いましめる。

　確かに、やっている事は先程、理性が吹っ飛びかけた時にやろうとしていたことと、ほとんど何も変わりはしない。二人きりの室内で半ば強引に女の子を抱き寄せている。もしも、言い訳が許されるならば、自分の中のけじめとしてあくまでも「抱き寄せる一歩手前で止めている」ことだ。あくまでも僕はそよぎの手以外には触れていない。

（一応、僕は紳士なんだよ！）

　もちろん、客観的には女の子を無理矢理抱き寄せているようにしか見えないだろう。そよぎは鈍いので何も感じていないようだが、相手の女の子が嫌がればアウトであることも重々承知だ。しかし、今、こんな真似をしてでも確かめておかねばならないことがある。

　僕がそよぎを部屋の隅に連れ込んで、ほとんどすぐにそれは訪れた。

「おっと、やっぱり来たな」

　僕は僕の背後に立つ人影に声をかける。

「……ぼくがやってくる事を予見していらしたのですか？」

　僕はそよぎの手を離し、突然部屋に踏み込んできた雪哉くんと向き合う。僕の言葉に驚いたのだろうか、ずっと冷静沈着だった雪哉くんの表情が崩れ、焦りの色が浮かぶ。




「そこのぬいぐるみについて、お兄さんと二人でお話ししようぜ」




　そよぎを自分の部屋で勉強する様に言って残し、僕は雪哉くんの部屋へと移動する。

　雪哉くんの部屋もそよぎと同様に広い。置かれているものもほとんど変わらない。違いがあるとすれば、本棚の数が少ないこととそこに置かれた本のラインナップのほとんどが純文学であったことだろうか。

　僕は本棚を見ながら言う。

「なかなか渋い趣味してるんだな」

　古今東西、名作と名高い作品はほとんど網もう羅らされているだろうか。こんな本ばかり普段から読んでいるのであれば、あれほどしっかりした言葉遣いができることも頷ける。

「……いつから気付いてらしたんですか？」

　雪哉くんは声を震わせて呟く。

「うーん、違和感をもったって意味なら部屋に入った直後かな」

　僕は雪哉くんに言う。

「部屋は全体としてはよく片付いていて、教科書まで中央の机に置いてくれている至れり尽くせりぶりなのに、ベッドの上のぬいぐるみはあまりに雑然とし過ぎていた」

　そよぎは雪哉くんに部屋の掃除を頼んだと言っていた。机を片付けるので手一杯だったとしても、ベッドからこぼれたぬいぐるみをベッドの上に戻すくらいならすぐできたはずだ。

「なら、わざとぬいぐるみを適当に置いていると考えたら答えはでたよ」

　僕は彼に真実を突き付ける。

「雪哉くん、君はあのぬいぐるみに監視カメラを仕掛けているね」

「………………」

「だから、君は僕が……その……そよぎとちょっといい雰囲気になったタイミングを見計らって邪魔する事ができたんだ」

　実際、アイドルがファンから貰もらったぬいぐるみの中に盗聴器があったなんて話はざらだ。ぬいぐるみにカメラを仕込む事も決して現実的に不可能な話ではない。そんな種でも無ければ、あんないいタイミングで部屋に突入するなんて真似ができるはずがない。現実は、ラブコメとは違うのだ。

　雪哉くんはうつむいてしまう。

「今から部屋に戻って一個一個ぬいぐるみを確かめることもできるけど……」

　僕には大体の目星もついている。わざと死角になりそうな部屋の隅にそよぎを連れ込んだときに、慌てて雪哉くんがやってきた辺り、中央の机に正面を向けていた大きなくまのぬいぐるみ辺りだろう。

　雪哉くんは、顔を上げるとどこかふっきれた様子で言う。

「いえ、それには及びませんよ。認めます」

「潔いさぎよいな」

「花は桜木、人は武士と言います。みっともない言い訳はしませんよ」

　人は一瞬で散る桜の様に、潔い武士こそが最も優れているという意味だ。

「そうです。ぼくは姉とあなたが行き過ぎた行為に及ばないかどうか見張っていました」

　自らの所業を認めた雪哉くんは慇いん懃ぎんな仮面を外したためだろうか、より一層大人びて見えた。

「なぜ、そんなことを？」

「愚ぐ問もんですね。それはぼくが姉のことを愛しているからですよ」

「愛して……」

「ええ。家族愛としてはもちろん、それ以上のものとしてもね」

「念の為聞くが、君とそよぎは……」

「もちろん、血の繫つながった実の姉弟です」

　姉を思う禁断の愛。それが彼を行き過ぎた所業へと走らせたのか。

「ぼくの事を異常だとお思いでしょう？」

　雪哉くんは、どこかシニカルな笑いを浮かべて、自じ嘲ちようする様に言った。

　僕はそんな彼を見て、打算ではなく、純粋な思いで言った。

「思わないよ」

「ぼくの秘密を知った人は、皆さん、そんな風に気を遣ってくれるんですよ」

「いや、これは僕の純粋な気持ちだ」

　僕は正直な気持ちを吐と露ろする。

「姉があのそよぎなら仕方ねえよ」

「………………」

「僕だって、あいつの実の弟だったとしても惚れちまってただろうね」

　雪哉くんはぽかんとした表情で僕を見つめる。

　むしろ、一つ屋根の下に居なければならない姉弟であるならば尚更だろう。なにせそよぎの魅力にやられることは、老若男女、避ける事ができない。多感な男子なら意識するなという方が無理な話だ。

「いい子ぶる気はないからぶっちゃけるけど、近きん親しん相そう姦かんとかはあんまり理解できないよ」

　まあ、これには僕が天てん涯がい孤こ独どくの身で、血の繋がった家族が一人もいないことも関係しているのかもしれないが。

「それでも、まあ本人同士の同意があるなら好きにすればいいんじゃないか、くらいのスタンスだ。でも、あれが姉なら仕方ないさ。これは掛け値なしの感想だよ」

　僕の言葉を黙って聞いていた雪哉くんはじっと僕の顔を見つめている。

「というわけで僕と君は純粋にライバルだ。だから、お互い正々堂々一人の女を奪い合おうぜ」

　僕はにっこりと微笑みかける。

　すると、雪哉くんは毒気の抜けた顔で呟いた。

「幸助さんはぼくが思っていた以上の人でした……」

　雪哉くんはどこか熱に浮かされた様な瞳で僕を見つめている。

「ご存じの様に姉は思し慮りよの足りない人ですから、男をすぐ自分の部屋に入れてしまいます。もちろん、相手の男の思おも惑わくなんて何も解ってはいないのですが。だからこそ、ぼくがお守りしなければと、常々考えていたのです」

「そのためにカメラを？」

「ええ。昔、友達を家に呼んだときに部屋が余りに乱雑であったことに引かれて以来、姉は部屋に人を呼ぶ時は必ずぼくに連絡をして部屋を掃除させる様にしていました。そのときに、ぬいぐるみの中にカメラを仕掛けたものを置くようにしていたのです。誓って言いますが、普段は置いていません。姉が男を部屋に入れたときにだけ置いているのです」

　雪哉くんの目は真しん摯しだ。噓をつく人間は視線を外したり、言葉に妙な間があったりするものだが、彼にそのような様子は見受けられない。おそらくは真実を語っているとみていいだろう。

「信じるよ」

「ありがとうございます。今回の様にカメラのことを見抜かれたのは初めてのことです……」

「まあ、それは相手が悪かったな」

　僕はあえて軽口を叩いてやる。反省しているようだし、動機も純粋なものだった。これ以上、彼を責める理由は、少なくとも僕にはないだろう。

「ええ、幸助さんは本当にすごいです。本当に……」

「褒ほめても何もでないぞ」

「いや、尊敬します……」

　雪哉くんが僕を見る視線がどことなく熱い。

　何故だか嫌な予感がする。

　気が付くと雪哉くんは僕との距離を一瞬で詰めている。

（これは古武術の縮しゆく地ちか何かか?!）

　おそらくはこれが雪哉くんが人に出現を悟らせず、突然現れたように思わせる種の一つだ。ほとんど、上半身を動かさず、滑る様に移動することで気付かれない内に間合いを詰める。結果、相対した者にとっては一瞬で目の前に近付いてきた様に感じられる。

（おそらくは、縮地だけでなく、視線誘導や気読みの技術も併用しているな）

　これが『神出鬼没サイレントロスト』の実力か！

　僕が中二バトルマンガの解説役みたいな思考をしている間に、雪哉くんは僕の眼前にするりと潜もぐり込こむ。

　吐息がかかる距離。この距離まで近づくと、彼の端正な顔立ちがよりはっきりと解る。顔のつくりは本当にそよぎにそっくりで、この世のものとは思えない美少年っぷりだ。

「ぼくがどうやって姉に手を出そうとする不届き者から姉を守ってきたか……幸助さんなら見抜いていらっしゃるのでしょう？」

「顔が近い！」

「姉に近付く、ほぼ全ての人間は醜みにくい情欲によってのみ姉を見ているのです。ですから、その情欲をぼくが晴らしてさしあげれば、皆さん、姉から手を引いてくださいます」

「自分が何を言ってるのか解っているのか！」

「ええ。ぼくは正気です。ああ、勘違いなさらないでください。何も自己犠牲心などから姉の身代わりになろうとしているわけではありません」

　雪哉くんは妖よう艶えんに舌なめずりをする。




「そよぎ姉さんのことが好きな相手ならぼくも趣味が合う、相性ばっちりな相手だからね……」




「僕にそっちの気はない！」

「幸助さんは今までの相手の中でも最高。本気で惚れたよ……」

「話を聞けぇ！」

　ちくしょう、これは最後の最後にまたベタな台詞を吐かねばならない！

「アーッ！」




「もうっ！　雪哉はいっつも私が連れてきた友達取っちゃうんだから！」

「………………」

「ごめんね、姉さん。幸助さんがあまりに素敵だったからさ」

「………………」

「もう！　当たり前でしょ！　幸助くんは私の一番大事な人なんだからね！」

　僕は薄れゆく意識の中でそんな幻聴を聞いた気がした。

　そよぎのテストの点数は、彼女にしてはそこそこでした。













「うわあ、すごく高い！　見て見て、幸こう助すけくん、人があんなに小さく見えるよ」

　無む邪じや気きにはしゃいだ様子で僕に話しかけるのは、もちろん、そよぎだ。

「観かん覧らん車しやって面白いよね」

「……そうだな」

　僕たちは観覧車に乗っていた。

　好きな女の子と観覧車に乗るというのは、ラブコメでは、ベタベタの展開。意識しない方がおかしいだろう。

　しかし、僕は現在の状況を素直に喜ぶことができない。

　その理由は──

「そよぎ、狭せまいんだから暴れるんじゃないわよ、暑苦しい」

「あはは、そういやなんで『観覧車』って『観覧車』って言うんだろうな？　車には見えないよなどう見ても」

　二人きりではないから、この一言に尽きるだろう。




　今日は、学校行事の校外学習で僕たちは近きん隣りんの遊園地である、はなかたパークを訪れていた。校外学習などとたいそうな名前がつけられているが、要は遠足。園内で自由に遊び、級友との交友を深めることが目的の行事だ。

　はなかたパークは地方にある昔ながらの小さな遊園地である。どこかノスタルジーを感じさせる古き良き遊園地という雰ふん囲い気きの場所だ。比較的近所にあるということもあり、子供のころに家族に連れてきてもらったという生徒も少なくない。

　しかし、僕は、はなかたパークどころか遊園地というものを訪れたのは人生で初めてのことだった。




「なんで、こんな小さな観覧車に四人で乗らねばならんのだ……」

　僕がぽつりと漏もらした言葉に反応して、内うち田だは僕をぎろりと睨にらむ。

「はあ？　文句があるなら即刻、そこの窓から出ていってもらってもいいんだけど」

「こんな高さで飛び出したら観覧車どころか、現世からも飛び出してしまうわ」

　僕たちは現在高度五十メートルにいます。

　なぜ、僕たちが四人で観覧車に乗っているのかといえば──




　話は校外学習が始まった直後までさかのぼる。

「では、解散」

　教師から一通りの説明を受けた後、自由行動の時間が始まった。

　生徒達は、園内を散策するために気の合う仲間と固まり始める。

　僕は……誰からも声がかからなかった。

　勘違いしてもらっては困るのは、僕は別にぼっちというわけではないということだ。普段、雑談を交わす相手くらいは居るし、グループによる行動を強いられれば、それなりにうまくやっていくこともできるタイプの人間だ。

　ただ、誰かと組むかどうかも自由と言われると、組む相手がいないというだけの話だ。

　……それをぼっちと呼ぶのだと言われれば、それまでだが。

　とはいえ、これは、もともと予想していたことだ。最初から考えていたように僕は自由時間が終わるまで適当に時間を潰つぶそうと、人が少なそうな方へ足を踏ふみ出そうとしたときだ。

「あれ？　幸助くん？　ひとりなの？」

　僕に後ろから声をかけたのは、そよぎだった。

「ん……まあな」

　僕はひとりで居たところに声をかけられ、少しばかりばつが悪い。

　しかし、常に誰かと一緒に行動することが正しくて、ひとりで居ることが悪いことであるなんていう価値観には、真っ向から異を唱えたくなるのが僕の性格だ。友達が居ないことは何も恥じる様なことじゃない。

　僕は気を取り直してそよぎに応じる。

「僕は一緒に回る相手も行きたい場所もないからな。適当に時間を潰すことにするよ」

　そんな僕の言葉を聞いて、そよぎは何でもない調子で言う。

「じゃあ、私と一緒にいこうよ」

「え？」

「私も幸助くんと一緒に回りたいし」

　僕はそよぎの言葉に動どう揺ようする。心臓が爆ばく発はつしそうなくらいにドクンと音を立てる。

　僕はぼっちが悪でリア充が正義などという短たん絡らく思し考こうを忌き避ひしてこそいるが、だからといって、自分がリア充サイドに立てるチャンスをわざわざ捨てるほど、ぼっちであることにプライドを持っているわけではない。

　それに片思いの相手にこんな風に言われて、喜ばない方が噓うそだ。

　僕は動揺を悟られない様に平へい静せいを装よそおって答える。

「じゃあ、一緒に──」

「きっも……あまりのきもい面にちょっと気分が悪くなってきたわ……」

「大丈夫か、かざっち？　生理か？」

「黙れ、凪なぎ」

「はいはい、おまえらも一緒にいるってオチね」

　はい、知ってた。

　そよぎの後ろに立っていたのは、凪と内田。この三人は大概一緒にいるのだから、今日、別々に行動する理由はない。

「じゃあ、今日はこの四人で回ろうよ」

　そよぎはあからさまに僕を睨にらみつける内田の様子に気が付いているのか、いないのか。平然とそんなことを提案する。

　僕だってそよぎと一緒に園内を散策したい。

　凪とはそれなりに良好な関係を築けているように思っているので、彼女と一緒に回ることもやぶさかではない。

　問題は内田だ。

　僕の気持ちはともかくとしても、内田が自分たちと一緒に行動することを許可するとは到底思えないのだが……。

　そんな僕の予想に反して、意外にも内田はあっさりとした調子で言った。

「まあ、別にうちはかまわないわよ」

「え？」

　それはかなり意外な言葉だった。

　僕は思わず本音を漏らす。

「内田はてっきり絶対について来るな、と言うのかと」

　ここ最近の彼女の態度を見ていれば、至極当然の想像であると思う。

「いやいや、うちだって、そこまで心は狭くないわ」

　そして、内田は言った。

「知ってる？　ジェットコースターから落ちて死んだ人って実際に居るらしいわよ」

「なんで突然そんな話に？」

　僕はとりあえず今日一日、自分の命を守ることを最優先しようと思ったのだった。




　そして、話は観覧車の中に戻る。

「なんで、いの一番に観覧車？　普通、こういうのって最後に乗るんじゃないか？」

　現在はまだ午前中。季節は既に夏ということもあって日差しが窓から差し込み、大変に暑い。そういう意味でもいきなり観覧車に乗るのは悪手にしか思えないのだが……。

　僕の言葉に応じて、内田は言う。

「夕暮れに染まる観覧車なんかにあんたを乗せたら、ここぞとばかりにフラグを立てまくるだろうが」

「意味が解わからない……」

「ベタなラブコメみたいな展開には絶対にさせないって言ってるの」

　つまり、こいつはラブコメフラグを潰すためだけに先に観覧車に乗せたというのか……。どんだけ二次元脳なんだよ、こいつ。

　と、批判をしながらも、奴の言わんとしていることが理解できてしまうあたり自分も同類だという自覚はある。

　次に口を開いたのは凪だ。

「かざっち、そうやってジゴロのスケッチのフラグは潰したかもしれないけど」

「誰がジゴロだ」

「その代わりに、エロマイスターとしてのスケッチにはチャンスを与えてしまってるな」

　エロマイスターなる謎なぞの称号に突っ込む隙すきも無く、凪は言う。

「こんな狭いところに男女四人……これはラッキースケベフラグだぞ」

「ラッキースケベって、きょうび聞かねえな……」

　しかしながら、凪の言わんとしていることも解らないではない。確かにこの観覧車は狭い。何かの間違いで互いの身体からだが触れる様なことが起こる可能性も皆かい無むというわけではない。とはいえ、実際に何かが起こるかと言えば、そんなことはないのだが。

　そんな会話をしている内に僕たちの乗るゴンドラは地上へと戻ってくるのだった。




「ジェットコースターか……」

　ジェットコースターといえば遊園地でも指折りの人気アトラクション。特にこの遊園地のジェットコースターは木製であり、その分、軋きしみや揺れが激しくスリル満点という評判だ。当然、行列ができている。僕たち四人はその列に大人しく並ぶことにする。

「おまえらは絶叫マシンとか平気なタイプなのか」

　僕は何気なく問いかける。

　僕の言葉に応じたのは、そよぎだった。

「私は全然平気だね」

「そうなのか、意外だな」

　そよぎはこういうのが苦手なタイプかと思っていた。

「私、見かけはか弱い美少女だけど、意外と芯しんは強いタイプだからさ」

「そういうのって自分で言うことじゃないよね」

　そよぎは自分のことが大好きです。

　次に発言したのは凪だ。

「あたしも平気だな」

「そうなのか」

　まあ、凪はわりとそういうタイプな気がする。

「そういう一種のプレイだと思えば大丈夫だな」

「どんなプレイなんですかね」

　こいつは人生楽しそうだなと思う。

　僕はちらりと内田の方を見る。

　それで僕が言わんとしていることを察したのだろう。内田は言う。

「うちも平気よ。むしろ、あんたはどうなのよ」

　内田は逆に僕に尋たずねる。

「僕か？　正直に言うと、今まで一回も絶叫マシンという奴に乗った経験がないんだ……。だから、正直言うと、ちょっと不安だ……」

「ふーん……」

　内田は何か言いたげな顔で僕を見ていたが、結局何も言わなかった。

「つまり──」

　代わりに口を開いたのは、凪だ。

「今からスケッチはジェットコースター童どう貞ていを捨てるわけか」

「なんか嫌な言い回しだな……」

「あ、もちろん『童貞を捨てる』っていうのは比ひ喩ゆで、ジェットコースターに乗ったら性行為ができるって意味じゃないぞ」

「わかっとるわ」

　こいつはいちいちそういう方向に話を持っていきたがるから困る。

　そよぎは僕たちのやり取りを聞いて言う。

「じゃあ、もしかしたら幸助くんはジェットコースターが、すごく苦手かもしれないね」

「ふん、せいぜい哀れな悲鳴で、うちらを興きようじさせることね」

　内田は高圧的な敵キャラみたいな言い回しで僕を責める。

　そうこうしている内に僕たちの順番が回ってくる。

　僕は跳はね上あがりそうになる心臓を押さえる。

　そして、僕たちはジェットコースターに乗り込んだ。




「ジェットコースター……」

　僕たちはジェットコースターを降り、再び地上に足をつけていた。

「わりと平気だったな……」

　僕は初めて乗ったのだが、意外に平気で拍子抜けしてしまった。もちろん、まったく怖くなかったと言えば噓になるが、少なくとも不快感はない。むしろ、行列さえなければもう二、三回乗りたいくらいだ。

「あのさあ……」

　内田は僕を鋭く睨んで言った。

「あんた、その展開はちょっと面白くないわ……」

「まあ、確かにここはスケッチが真っ青になってもう二度と乗らないぞと言う展開になるのが普通だよな」

「何における普通なんだ」

　しかし、確かに四人も居て誰も絶叫マシンを怖がらないというのも、それはそれでしらけるという気持ちも解らないでもない。こういうのって、正直、苦手な人間が怖がるのを見て楽しむという側面もあるからな。

　僕たちの様子を見て、そよぎは言った。

「あ、じゃあ、私が今から怖がる振りしようか？」

「それに何の意味があるんだよ……」

　今更、誰かが無理矢理怖がってみたところで何かが起こるわけではない。

　僕たちはどこかすっきりしない気持ちで、次のアトラクションに向かうのだった。




「確認しておくが」

　次に僕たちが訪れたアトラクションはお化け屋敷だった。これも遊園地では定番だろう。看板に描かれたお化けの絵から、どこかチープな雰囲気が漂ただよっているが、これもご愛あい嬌きようだろう。

　僕は一同を見回して尋ねる。

「おまえら、お化けは──」

「「「怖くない」」」

「だよな」

　そよぎは意外とこういうのは怖がらないタイプの様だし、凪と内田は言わずもがなだ。

　もちろん、僕もこういうのは平気なタイプだ。よっぽど出来が良いお化け屋敷でもあれば話は別かもしれないが、少なくともこんな子供だましのお化け屋敷が怖いなんていうことはありえない。

「これ行く意味あるか……？」

　先程のジェットコースターでも思ったが、こういうのは仲間内にビビりの人間が居てこそ、という側面がある。普段は強気なあいつが実はお化けが苦手、とか、そういうキャラクター的意外性を楽しむための場所であって、誰も怖がりがいないこのメンバーでは今一つ盛り上がりに欠けるだろう。

「あ、じゃあ、みんな絶対に怖がることにしようよ」

　と、ここでそよぎが妙な提案をし始める。

「お化け屋敷で誰もビビらないというのも、お化けさんに失礼だし」

「なかなか斬ざん新しんな気遣いだな」

　そんなそよぎの提案に乗ってきたのは凪だ。

「お、面白そうじゃねえか。そういや、『ビビる』ってなんで『ビビる』って言うんだろうな。『ビビ』ってなんなんだ？」

「なら、あんたたちで勝手にやってよね。うちはそんな怖くもないのに怖がるなんて真ま似ねは出来ないわ」

　乗り気な凪とは対照的に、内田はそよぎの提案を一いつ蹴しゆうする。

「幸助くんは？」

「僕か？」

　僕も正直に言えば、怖くもないのに怖がるなんていうのは馬鹿らしいと思うし、まずそんなうまい演技ができる自信がない。つまり、意見としてはそよぎよりも内田に賛成なのだが……。

　僕はちらりと横目で内田を見る。そして、僕は言った。

「僕は別に構わないぞ」

「な！」

　内田は目を見開いて僕を振り返る。こいつは僕が反対派だと思っていたようだったからな。こいつの思い通りになるのは癪しやくだ。僕は単にそれだけの理由でそよぎのくだらない提案に乗る事にする。

「内田は別に無理にやらなくていいんじゃねえの？　ひとりでつーんと澄すましとけば？」

「くっ……！」

　僕がそんな風に煽あおると、内田はどこか悔くやしそうな表情をする。

　そして、しばらく逡しゆん巡じゆんした後に、内田は言った。

「解ったわよ！　うちもやればいいんでしょ、やれば！」

　何な故ぜかキレ気味に叫んで、内田もそよぎの提案に賛同した。

　こうして、僕たちはお化け屋敷に入ることになったのだった。




　トップバッターはそよぎだ。

「愛原そよぎ、いざ参る！」

　勇ましい口こう上じようと共にそよぎは勢いよくお化け屋敷に突入する。

　そして、曲がり角から現れた血ち塗まみれの落ち武者を見て叫ぶ。




「きゃあー怖いー」




「………………」

　まったく怖がっていなそうな棒読みの声。

「……なんて言ったらいいか解らないけど、ともかく怖いんだよ！」

　ボキャ貧ひんか。

　そよぎには、とりあえず、「怖い」という言葉を連発するのが限界のようだった。

「そよっち、そんなんじゃ駄目だな」

　そんなそよぎに駄目出しするのは凪。

「む……凪ちゃんは私よりもうまく怖がることができるというの？」

「任せろ。あたしが見本を見せてやるよ」

　すると凪は僕の背後に回る。

　いったい何をする気なのか。僕が首を傾かしげていると、凪は僕のワイシャツの袖そでを摑つかんで、そっと呟つぶやいた。




「ねえ……幸助くん……服の袖、握っててもいいかな……？」




　なんだこいつ、あざとい。

　凪に「幸助くん」などと呼ばれたことも合わせて、僕は内心動揺する。

「うおー！　すごいんだよ！　凪ちゃん！　『怖い』って言ってないのに、すごく怖がっている感が出てるんだよ！　尊敬なんだよ！」

　なぜかそよぎは凪をべた褒ぼめである。

　まあ、確かに僕も少しばかりどきりとしてしまったが……。

「じゃあ、次は幸助くんの番なんだよ」

　そして、そよぎは僕を指名する。

　演技で怖がれ、というのもなかなか益やく体たいもない話ではある。だが、こういうのは半端にやるのが一番痛々しい。だから、やるからには全力でやることにする。

　僕は覚悟を決めて、お化け屋敷を進んでいく。

　おどろおどろしいＢＧＭと共に、井戸の奥から白しろ装しよう束ぞくの幽ゆう霊れいがゆっくりと現れる。

　僕はそれを見て、呟く。




「──ゆ、許してくれ幸さち子こ……おまえを殺すつもりなんて無かったんだ……」




「幽霊に勝手に名前を！」

　どうだ、勝手にストーリーを作ってやった。

　幸子は幼おさな馴な染じみで幼い頃に結婚の約束をした相手。しかし、資産家の令れい嬢じようとの結婚の話が持ち上がり、邪魔になった彼女と井戸の側そばで別れ話をしたのだが、口論からもみ合いになり、勢い余って彼女を井戸に突き落としてしまう、という話だ。

　……まあ、現実には結婚の約束をした幼馴染なんていないんですけどね。

　そよぎは僕の話を聞いて言う。

「世界観はよく考えられているが、このストーリーを通して伝えたい作者の思いが感じられなかった。次回作に期待したい」

「新人賞の審査員のコメントかよ」

　作者の思いが感じられない、というコメントは食しよく傷しよう気ぎ味みである。

「さあ、最後は風音ちゃんだよ」

「はあ？　ほんとにやるわけ？」

「さあさあ、早くしないと出口についちゃうよ」

　内田はそよぎに肩を押されて、穴のあいた障しよう子じの前まで連れていかれる。これは読める。あの障子の向こうからたくさんの手が飛び出してくるパターンだ。

　正直、お化け屋敷があまり怖くないのは、次に何が起こるのかということが予測できてしまうからだ。僕はまともにお化け屋敷に入ったのはこれが初めてだが、それでもある程度予想がついてしまう。少なくとも僕よりかは遊園地に慣れているであろう内田は言うまでもない。あれで怖がれという方が無理というものだ。

　案の定、障子から飛び出した無数の腕を見ても内田はノーリアクション。まあ、この程度のお化け屋敷ではよっぽどのビビり以外は怖がらないよな。

　しかし、今の内田は既にそよぎに対して怖がる振りをすると約束してしまっている。だから、内田はここで怖がる演技をせざるを得ない。

　内田はきょろきょろと落ち着きなく目を彷徨さまよわせている。

「ほら、早く」

「～っ！」

　そよぎに促うながされてようやく内田は消え入りそうな声で呟く。




「きゃっ……怖かった……」




「………………」

「………………」

「………………」

「………………」

「あ……あれだよ……」

「………………」

「うん……うん」

　そよぎは何かフォローの言葉を探したようだったが、結局諦あきらめたようだった。

　先程も言ったが、こういうのは中途半端なのが一番恥ずかしい。内田の演技には明らかに照れがあった。そのために非常に痛々しい感じになっており──

　内田は顔を伏せたままぽつりと呟いた。

「──おまえら、表出ろよ」

　お化け屋敷なんかよりも何十倍も恐ろしい声に僕たちは本気で震え上がるのだった。




　昼食をとった後に僕らが訪れたのは、急流すべりだ。この遊園地の急流すべりは丸いタイヤの様な形のマシンに乗りこみ、水が激しく流れるコースの上を滑すべって移動するというものだった。

　正直、絶叫マシンというタイプのアトラクションではない。多少の揺れはあるが、急激に落ちるような場所はなく、その手のマシンが苦手な人間でも大丈夫なアトラクションだ。

　ジェットコースターにまったく動じないメンバーだ。当然、急流すべり程度でビビるような奴は居ない。

「まあ、この手のアトラクションは涼しさを求めて乗るものだからね」

　そよぎは訳知り顔でそんなことを言う。

「あ、先に言っておくが」

　と、唐突に声を上げたのは凪。

「このマシンで滅多に濡ぬれることはないから、濡れて下着が透すけるなんていうサービスシーンはやってこないぞ」

「安心してくれ、そんな期待は毛頭していない」

　わざわざご忠告ありがとうございます。

「は、どうだか」

　先程からどこか機き嫌げんが悪い内田が吐き捨てるように言う。

「どうせ、そよぎの下着が透ける妄想をしている癖に」

「してねえつってんだろ」

「そして、そのシーンを妄想することでサービスカットの挿絵を実現しようとしているだろ」

「確かにそんなラノベ多いけど！」

　妄想シーンを挟むことで、イラストにサービスカットを入れるという高等テクニックである。

　内田の言いがかりはいつものことなので、まともに取り合ってはいけない。僕は彼女の言葉を努めて無視する。

　そんな会話をしている内に僕たちの番が回ってくる。僕たちは急流すべりのマシンに乗りこんだ。




「残念ながら、濡れなかったな、スケッチ」

「そうだな……」

　水のしぶきが多少は飛んできたが、下着が透けるほどびしょぬれというほどではない。

（べ、別に期待してなんかいなかったんだからね！）

　僕が心の中でツンデレ思考をしていると、

「きもっ……」

　内田が普段の十倍増しの鋭い視線で僕を蔑さげすんでいました。




　このあとも、ゲームセンターや巨大迷路、メリーゴーランドなど、僕たちは様々なアトラクションを回った。ゲームセンターでは、そよぎが巨大ぬいぐるみを取ることに熱中したり、巨大迷路ではそよぎがはぐれてしまったり、色々なことがあった。

　時は足早に流れ、そして、夕暮れの赤が園内を包み込み始めた。




「今、観覧車にお乗りになりますと、夕暮れを一番綺き麗れいにご覧いただけますよ」

　集合時間直前、僕たちが観覧車の前を通ると従業員のひとりがそんな風に声をかけてくる。

「普段はこの時間帯はすごい行列なんですけど、今日はなぜか空すいているので、すぐにお乗りいただけます」

　僕たちは既に観覧車に乗っているので、また乗る必要はないのだけれど、そんな風に言われると乗らなくてはならない様な気持ちになってくる。幸い集合時間にはぎりぎり間に合いそうであるし、夕暮れに染まりゆく街を一望できるということにも、一種の魅力を感じる。

「どうする？」

　僕が三人に尋ねる。

　すると、そよぎは言った。

「乗りたい！」

　無邪気に言うそよぎに僕は思わず頰ほおを緩ゆるめる。彼女ならそう言うような気がしていたからだ。

　ならもう一度、四人で観覧車に乗ろうかと言いかけた僕を遮さえぎるようにそよぎは言う。

「あ、ごめん、ちょっと待って」

　そう言うとそよぎは凪と内田を引っ張って僕から離れていく。

　なんだ？

　僕は意味が解らず、首を傾げる。

　僕は遠目から三人の様子を黙って見ている他ない。そよぎが二人に対して、何かを頼んでいるようだ。凪はあっさり首を縦に振るが、内田は渋い顔をしている。そして、何故かちらりと僕の方を睨んだ。内田はかなり食い下がったようだったが、結局は首を縦に振ったようだった。そよぎは二人を置いて、僕の方へと小走りで戻ってくる。

「幸助くん」

「おう」

「最後は二人で乗ろう」

「………………ああ」

　僕は少しだけ動揺したのだけれど、そよぎの提案を素直に受け入れた。

　ちらりと内田の方を見ると、彼女の表情はどこか寂しげなものへと変わっていた。

「行こう」

　そよぎは僕の手を取って、観覧車へと乗り込んだ。




　夕暮れの赤は僕たちを幻想的な世界へと誘い込む。太陽は毎日沈むはずなのに、その光景は、どこか非日常的だ。世界を塗り替えるその力に、僕らは酔よっているのだろうか。

　僕たちは狭いゴンドラの中で向き合って座る。そよぎの制服の白いシャツも夕ゆう陽ひの赤に染め上げられている。僕は放課後の教室で初めてこうして向き合った日のことを思い出していた。

「私たちは夕暮れのときは、いつもこんな風に向かい合って座っている気がするね」

　そよぎのそんな言葉に、僕は思わず相好を崩す。

「僕も似た様なことを考えていたよ」

　そよぎと気持ちが通った様な気がして、僕の心はふわりと弾む。

「今日はありがとう、そよぎ。誘ってくれて嬉うれしかった」

　気がつけば、僕はこの校外学習を純粋に楽しんでいた。

　最初、ひとりで時間を潰す気だった人間とは到底思えないくらいに。

「そよぎが居なかったら、僕はつまらない一日を過ごすところだったよ」

「ううん、私も幸助くんと一緒に遊べて楽しかったから」

　そう言って、そよぎは柔らかに笑う。

　僕はそんな笑顔を見て思う。

　ああ、やっぱり、僕はこの娘このことが好きなんだ、と。

　でも、だからこそ、考えてしまうこともあるのだ。

「どうかしたの？　何か心配事？」

　不安が表に現れていたのだろうか。そよぎは僕に尋ねる。

「それとも『なやみごと』かな？」

　そよぎは優しく僕に笑いかける。

「いつも、私が聞いてもらってるからね。よければ聞くよ」

「はは、そうだな」

　僕の『なやみごと』はそよぎに関することなんだけどな。

　まさか、本人にすべてを打ち明ける訳にはいかない。しかし、『なやみごと』を聞こうというそよぎの厚こう意いは純粋に嬉しかった。

　だから、僕はこのとき、思わず口を滑らせた。

「僕が魔法少女であるそよぎに関かかわっていいのかな、って」

　ぽろりと口にしてしまった後に、しまった、と思う。本当はこんなことを言うつもりじゃなかったのに。

　僕は今、実は危ない綱つな渡わたりをしていると思う。愛原そよぎは魔法少女だ。本当はそんな存在に、僕なんかが関わってよいはずがないんだ。夕暮れに染まる教室で初めて彼女に声をかけたときだって、まさかこんな話になるだなんて、思ってもいなかった。だから、彼女が魔法少女であることを僕に打ち明けたときは本当に驚いた。そして、焦りもした。

　そのあとも結局、成り行きで彼女と関わってしまっているけれど、本当は僕はこんな風に彼女のすぐ側に居てもいい人間ではないのではなかろうか。

　そんな思いがずっと僕の根底にあったために、僕は思わず口を滑らせたのだった。

「いいよ」

　そよぎは僕の言葉に応こたえて言う。

「いいよっていうか、関わってほしいよ」

　そよぎの表情は真剣だ。

「私はね、幸助くんが私の『なやみごと』を聞いてくれて嬉しかった。あんな話を真ま面じ目めに聞いてくれたことが本当に嬉しかったんだよ」

　そこで、そよぎはふと何かを思い出したように頰を緩める。

「幸助くんって、お人ひと好よしだよね。私みたいな変な人の話を本気で聞いちゃってさ」

「……そんないい奴じゃないよ、僕は」

　そよぎは勘違いしている。僕が彼女の話を真剣に聴きけたのはある意味当たり前のことなのだし、僕はどちらかというとお人好しとは正反対の人種だ。自分さえ良ければそれでよく他人のことなんてどうでもいい。そんな嫌な奴なのだ。

「幸助くんは、いろいろ難しく考えすぎなんじゃないかな」

　そよぎは言う。

「幸助くんはたぶん、私なんかよりいっぱい色んなことを考えていて、いっぱい色んなことを知っているんだと思う。だから、そのぶん、私には想像もつかない様な『なやみごと』があったりするんだと思うよ。でもね──」

　そよぎは女神のような慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみを浮かべて言った。

「少なくとも私にとっては幸助くんはお人好しの優しい人だよ」

「………………」

「私にとっては特別な人……私に特別な魔法の時間をくれる魔法使いだよ」

　僕は、そんなそよぎの言葉に救われてしまっていた。

　きっと彼女は何も解っていない。僕という人間の表面だけをなぞって、それで何もかもを知ったような気になっている。何も知らない癖くせに僕という人間を肯こう定ていしようとしている。はっきり言ってそれは愚おろかな行為だ。すべてを知って、すべてについて考えた末の結論でなければ、人は安あん易いに何かを受け入れるべきではない。

　それでも、何も知らない彼女の言葉に僕は救われてしまっていた。

　ただ、彼女の側に居ていいんだと肯定されただけで、僕は泣きそうなくらい嬉しかったんだ。

「そっか……」

　このとき、僕は決意した。

　僕は何があっても彼女の側に居ようと、彼女を守ろうと。

　それが本当は許されぬ行為なのだとしても。

　僕はどんなにみっともなくてもこの場所にしがみつこうと思うのだ。

　観覧車はゆっくりと回り、僕たちを元居た場所へと送り返すのだった。




　観覧車を降り、集合場所へと向かう道すがら、内田は僕の隣を歩いていた。凪とそよぎは僕たちの前を歩いている。

　内田が僕だけに聞こえる様な小さな声で問いかけてくる。

「観覧車の中で何の話をしてたの……？」

　最初、僕は内田の普段と違う態度に気付かず、いつものような軽口を叩たたく。

「はん、なんだ？　内田様にすべて報告しないといけない義務でも──」

「渡辺わたなべ」

　内田の低く鋭い声色に僕はようやく気が付く。僕は少しばかり動揺して、内田の言葉に真剣に答える。

「……別におまえが心配するほどのことはないよ」

「これは警告よ」

　内田はそう前置きして語り始める。

「愛原そよぎに近付くのは止やめなさい」

「………………」

「理解してもらわなくてもいい。でも、これはあんたのために言ってると思って」

　そう語る内田の表情にはいつもの鋭さはない。だからこそ、これが彼女の本気の言葉であるということは理解できた。

「愛原そよぎには『秘密』がある」

「『秘密』……？　それは魔法少女──」

「それよりももっと根深い『秘密』」

　内田は僕の目を真まっ直すぐ見て言った。

「今いるあの子は本当のそよぎじゃない」

「本当のそよぎじゃない……？」

　僕は内田の意味深な言葉に首を傾げる。

　こいつはいったい何を言おうとしている？

　内田は僕の表情を見て、言った。

「いや、今のは少し喋しやべり過ぎた……でも、解って。うちが何も意地悪や嫌がらせであんたたちを裂こうとしているんじゃないってことを」

　そよぎにはまだ『秘密』がある。その『秘密』が原因で内田は僕たちを裂こうとしている……？

　内田の言葉ははっきり言って意味不明だ。しかし、ただの冗談と切り捨てることもできない。

　僕は内田の言葉に言い知れぬ不気味さを覚えるのだった。




　それはそれとして──

「──そよぎちゃんと二人きりで観覧車に乗った大だい罪ざい人にんを発見──」

「──どうするつもりなのねん？」

「──抹まつ殺さつ許きよ可かを……」

「──待て──決行は人ひと気けがなくなってから──」

「──○す……」

「──骨も残さねえぞ……」




「まあ、うちがどうこうするまでもなく、あんた死にそうだけどね」

「お願いします、助けてください……」

　観覧車に乗って発生したのはラブコメフラグではなく、死亡フラグでした。













「まるでデートみたい……」

　僕たちはネコカフェに来ていた。いわゆる、ネコと触れ合うことができるという触れ込みの喫茶店だ。店内にはたくさんの種類のネコがいる。来ている客は、女性同士も多いが、男女のカップルも多い。ここは紛まぎれもなくデートスポットと言えるだろう。

　だが──

「男同士ではデートとは言わないよ、雪ゆき哉やくん……」

「そんな！　男同士がなんだというんですか！　ぼくは幸こう助すけさんをこんなにお慕したい申もうし上あげているのに！」

「声がでけえよ！」

　女性同士の客の何名かが、僕たちの方をちらちら見ていました。

（そもそも、どうして僕は雪哉くんと二人でこんなところに来ているのだろう……）

　僕はことの起こりを思い返す。




「姉の誕生日プレゼントを一緒に買いに行きませんか？」

「突然現れるな。あと、顔が近い！」

『神出鬼没サイレントロスト』とかいうふざけた名を冠する美少年、愛あい原はら雪哉。僕が片思いしている相手、愛原そよぎの実の弟である。

　彼はいつも突然現れる。そのタネの一つは、おそらくは、ある種の暗殺者が持つ人の気を読む技術だ。呼吸、まばたき、脈動。人間の身体からだには「波」がある。どんなに気をはりつめていようとも、コンマ０秒以下の意識の空白は発生する。その「波」を読みきることで人の意識の隙すき間まに入り込む技術。人とすれ違った一瞬で暗殺を行うときに使われる技術だ。彼はその応用で気づかれることなく、僕の目の前に出現するのだ。

　僕は彼を突き飛ばして、無理矢理、距離をとる。

「ああん。幸助さん、あんなにも激しく求めあった関係じゃないですか」

「僕は何も求めちゃいないぞ」

「ふふ。ムキになるお姿も素敵です」

「気色悪いことを言うな」

　彼と僕は紛まぎれもなく男同士であり、なんの怪しい関係にもない。……いや、本当にない。絶対にない。天てん地ち神しん明めいに誓ちかって、ない。

「ぼくだったら、どんな要求にも応じられますよ。そよぎ姉さんには到底お願いできないようなことでも……」

「何を言って──」

「ぼくの顔。そよぎ姉さんに似てるでしょ。もちろん、本物には到底及およびませんけど。ウィッグをつけたら小学生のときの姉とそっくりになれます」

「小学生の……そよぎ……？」

　僕は決してロリコンではない。ロリコンではないが、小学生のそよぎというのがどんな姿であるのかは純粋に気になる。

（なぜかそよぎは小さい頃の写真を持ってないんだよな）

　以前、家に行ったときアルバムの話になったのだが、そよぎは幼いときの写真は持っていないと言っていた。

（小さいころのアルバムなんてありそうなものだが）

　不思議には思っていた。だから、僕は幼い頃のそよぎの姿を見たことがないのだ。

　雪哉くんの話も満まん更ざら与よ太たではない。確かに男女の別こそあるが、雪哉くんはそよぎに似ている。髪型を変えるだけでも、かなりそよぎっぽく見える様にはなるはずだ。

「小学生のそよぎ姉さんに手を出したくないですか」

「………………」

　一瞬、ほんの一瞬、心が揺らぎかける。だが、相手は男だ。僕は自分に言い聞かせる。

「ちなみにぼくは毎晩女装オ【自主規制】してます」

「はい、完全にアウトー」

　流石さすがに言っていいことと、悪いことがあります。

「ともかく、僕にはそっちの気はない。だいたい、君はそよぎのことが好きなんじゃなかったのか」

「勿もち論ろんです。ぼくにとってそよぎ姉さんは他の何にも代えられないかけがえのない人です」

「だったら、僕にすりよるのはおかしいだろ。僕はそよぎを狙ってる男の一人で、いわば君の敵だろうが」

　僕は彼を純粋に恋のライバルと考えているというのに。

「確かにぼくは紛れもなく姉を愛していますし、ぶっちゃけ性行為を望んでいます」

「ぶっちゃけ過ぎだ」

　あれほど慇いん懃ぎんだった雪哉くんはどこにいってしまったのか。

「しかし、それはそれ。これはこれです。ぶっちゃけ、ぼくは両刀ですから、幸助さんのことも愛しているのです」

　雪哉くんのいっそ清すが々すがしいまでに純粋な目を見て、僕は嘆たん息そくする。

「……わかったよ」

「やらせてくれるんですか？」

「そういう意味じゃない！」

　こいつはいい加減にした方がいい。

「べつに君が男を好きだろうが、それは君の自由だ。僕の関知するところではない。だが、同様に僕にも君を拒否する自由がある。だから、君と付き合ったり、ましてやそれ以上のことをする気など更さら々さらない」

「……わかりました」

　雪哉くんはあからさまに気落ちした姿を見せる。それはどこか捨てられた子犬を連想させた。よく考えれば、彼はまだ十歳の小学生であり、そんな子供に対して僕は少し大人気がなかったかもしれない。

「先っぽだけとかでもだめですか」

「はい、調子に乗るな」

　いくら年下でも甘やかせないこともあります。




「まあ本気の話はここまでにしておいて」

「それをいうなら冗談はここまで、だよな」

「姉の誕生日プレゼントを買いにいくという話に戻りましょう」

　僕も気を取り直して雪哉くんの言葉に応じる。

「そよぎの誕生日は確か来週だったか」

「はい。毎年、うちに友達を呼んでパーティーをします。幸助さんも誘われていますよね」

「まあな」

　そよぎが嬉き々きとして小学生が書いたような招待状をくれたからよく覚えている。

「その誕生日プレゼントを買いにいこうというお誘いです。幸助さんは姉へのプレゼントをご用意になりましたか？」

「いや、まだだが……」

「ぼくほど姉の趣しゆ味み嗜し好こうに詳しい人間は他にいないと自じ負ふしています。なにしろぼくは産まれて十年間、毎日姉を見ていますからね」

　確かに、彼なら産まれた瞬間からそよぎを追ってそうである。

「ですから、幸助さんにも的確なアドバイスができるかと」

「本心は？」

「姉のプレゼント選びにかこつけて、幸助さんとチョメチョメしたい」

「スリーアウト！　チェンジ！」

　ていうか「チョメチョメ」っておっさんかよ。

　僕は足早にその場を後にしようとする。雪哉くんは僕の腕にすがりついて叫ぶ。

「冗談です！　ただ純粋にぼくは幸助さんと仲良くなりたい！　いや、見極めたい！」

「見極める？」

「そうです」

　彼はいつになく真剣な瞳ひとみで僕を見る。そうして、まともに向かい合うとやはり彼はそよぎと血が繋つながっているのだと思わされる。

「幸助さんが、はたして本当に姉を任せるにふさわしい人かどうか見極めたいのです。無礼な口をきいていることは重々承知しています。しかし、それでもぼくはそよぎ姉さんの弟として、姉のことを好きだという人間をきちんと知りたいんです」

「………………」

　確かに、まだまだ絵空事だが、将来僕がそよぎと共に生きていくのであれば、実の弟である彼とも長い付き合いになるだろう。そんな彼と良好な関係を築いておくほうがプラスなのは間違いない。

　それに──

「そこまで言うならいいさ。僕もそよぎのことは別にしても君とは一度きちんと話してみたかったんだ」

「やはり、幸助さんもホ──」

「口を閉じろ。君の部屋に大量の文学作品があったろ」

「はい。あれは国語教師の父からもらったものです」

　そういえば、そよぎの父親は塔とう坂さか学がく園えんの校長という話だった。それはつまり、雪哉くんも教師の息子ということになるわけか。

「僕も文学には結構興味があるからな。そういう意味で君とは一回きちんと話したかったんだ」

「つまり、ぼくたちは相思相愛だと」

「うーん、拡かく大だい解かい釈しやくが過ぎるな」

　こういうところはそよぎの弟という感じがする。

「一緒にプレゼント買いに行ってもいいってことだ」

　僕がそう言うと雪哉くんは一瞬、きょとんとした顔を見せたあとに、子供らしい天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で言った。

「ありがとうございます！」




「で、なんでネコカフェなんだ……」

「行き先は任せてください」という雪哉くんに言われるがままについてきた結果がこれだった。

　ここは「カフェ」とはいうもののいわゆる雑居ビルの一室である。カフェというよりも知人の部屋に遊びに来ているような感覚だ。客はフローリングの床に直接座る。中央にはダイニングテーブルが置かれており、テレビではニュースが流れている。部屋の壁にはネコが登るための手すりが、ところ狭しと設置されており、様々な種類のネコがきままに時を過ごしていた。

　カウンターの奥には筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男が立っていた。ネームプレートを見るに彼が店主のようだ。ネコカフェの店主というよりもボディビルダーの方がよっぽど似合っているだろう。

　そして、ネコの種類も多種多様だ。三毛ネコやロシアンブルーあたりは僕でもわかるが、ネコにしてはかなり毛の長い奴や、逆に毛がほとんどないすらりとした奴なんかはなんという種類のネコかもわからない。

「少なくともここではプレゼントは買えないだろ」

　雪哉くんは僕の問いかけを「そうですね」と肯定し、逆に僕に問いかけてくる。

「失礼ですが、幸助さんは女性経験はおありでいらっしゃいますか」

「………………」

「女性へのプレゼントを選んだことは？」

「……ないな」

　こういうことを自分よりも年下の小学生に言われるのはさすがに忸じく怩じたるものがある。

　雪哉くんは、僕の心情を知ってか知らずか、淡々と冷静に話を続ける。

「手て前まえ味み噌そかもしれませんが、ぼくは何度も経験があります。こう見えても交友関係は広いですから、同級生の女子から果ては熟女までプレゼントを選んだことがあります」

「交友関係広すぎだろ」

　確かに彼は紛れもない美少年。彼がプレイボーイであることは想像に難かたくない。

「そんなぼくならば確かに無ぶ難なんなプレゼントを買える店なんていくらでも知っていますし、アドバイスもできるでしょう。大抵の女性を喜ばせる方法も知っています」

「ふむ」

「しかし、そよぎ姉さんだけは違います。彼女の感性は普通ではありません」

「まあ、確かに……」

　変人であることは間違いない。

「十年間そばにいて、姉の好みを熟じゆく知ちしているぼくでも姉へのプレゼントというのはなかなか難しいのです。ましてや、幸助さんにとっては、今回が初めての誕生日プレゼントになります。何事も初めてというのは印象に残ります。だから、より慎重にプレゼントを選ばねばなりません」

「……なるほど」

「ですから、姉の好みをただ情報としてだけ伝えても物事の表面をなぞることにしかなりません。真に姉の好みを理解していただくためには、姉が好きなものを実際に経験していただくのが一番なのです」

「ふむ……」

　彼の言うことにも一理あるような気もする。

「だから、ネコカフェに連れてきたのか」

「はい。姉の好みの一つはネコです。あっ、ネコといっても生物としてのネコであって、ゲイ用語の受けという意味のネコではありません」

「わかっとるわ」

「ちなみにぼくはネコでもタチでも、対応できます」

「一生知りたくなかった情報だわ」

　雪哉くんは一匹のネコをそっと抱かかえ上あげる。

「たとえば、このネコ。なんという種類か、幸助さんはご存じですか？」

　比較的毛の長い白毛のネコだ。他のネコと見比べてみても一回り大きい。なんとなく見たことあるような種類ではある。

「見たことはあるが……種類まではわからない」

「この子はメインクーンです。北米原産の身体が大きいことが特徴のネコです。狩りの仕方がアライグマ、ラクーンに似ていることからつけられた名前です」

「へえ。知らなかった」

「ちなみに信じがたいことかと思いますが、ぼくのこうした知識は姉から教えてもらったものです」

「俄にわかに信しん憑ぴよう性せいが」

　僕はスマートフォンを取りだし、「メインクーン」を検索し、適当なサイトを見て回る。果たしてそこには、先程彼が言ったようなことが確かに書かれていた。

「驚かれるのも無理ないでしょう。しかし、姉はネコに関する知識は人並み以上なのです」

　そよぎに容よう姿し以外に人並み以上のものがあったとは……。

「おそらくは小さい子供が好きなアニメのキャラクターを全部言える、みたいなものだと思います」

「ああ、一五一匹言えるとかみたいな感じか」

　そのイメージならまだ理解できる。

「それでも、すごいな」

「ええ。もちろん、なんでも知ってるというと言い過ぎですが、人並み以上であることは間違いないかと」

　ここにきて僕はようやく雪哉くんが言わんとしていることを察する。

「なるほどな。つまり、そんなネコ好きなそよぎにはネコに関するプレゼントをするのが良さそうだが、なまじ詳しいために中途半端な知識でプレゼントするのは微妙だと言いたいんだな」

「そうです。そこがプレゼントの難しさです。たとえば、あるバンドが好きな女性に、そのバンドのグッズをあげようとしたら、もう持ってた、なんてことはよくあることです。だから、半端な知識でのぞむのではなく、きちんと相手が好きなもののことを知って、プレゼントを選ぶべきなのです」

　彼の言うことには一理ある。プレゼントのことを別にしても、好きな相手の趣味を知ることは、様々な面でプラスになるだろう。

「では、具体的にはどうすればいい？」

「このカフェの特徴は、これです」

　雪哉くんは店の奥の本棚に置かれていた分厚いスクラップブックを取り出す。

「ここの店主が作った『ネコ図鑑』です。ヘタな既製品などよりもずっと詳しくネコの生態が書かれています。これを実際にネコを見ながら暗記していただきます」

「これを全部か……？」

　電話帳のような分厚さである。

「幸助さんならできるはずです」

「確かに、暗記は得意ではあるが……」

　特徴、生態、歴史、飼育上の注意。一種のネコに関してでも余りにも情報が多い。

「さあ、特訓です！」




「ペルシャとシャムをかけあわせた種類のネコは？」

「……ヒマラヤン！」

「『牡猫ムルの人生観』の作者は？」

「……エルンスト・テオドール・アマデウス・ホフマン」

「北欧神話でネコのひく車にのっていたとされる女神の名前は？」

「フレイヤだ」

「……幸助さん」

　雪哉くんは静かに『ネコ図鑑』を閉じる。

「合格です！　これで幸助さんも立派なネコマスターです！」

　ネコカフェの店主であろう筋肉質のいかついおっさんが、何な故ぜか目を潤うるませて拍手していた。

「さすが幸助さんです！　たった二時間でこの本を暗記してしまうとは！」

「……さすがに骨が折れたぞ」

　もうくたくたである。

「すごいです！　尊敬の念でぼくの頭は下がるばかりです！　股こ間かんの頭は盛り上がっていますが」

「動物病院で去きよ勢せいしてもらうか？」

　彼は万年発情期です。

「よし、これでそよぎのプレゼントを買う資格は得た、というわけだな」

　僕は蓋ふた付つきのマグカップに注つがれたアイスマスカットティーを一口飲んで言った。

「いいえ、まだです」

「なぜだ」

「幸助さん、あなたは今確かに『ネコマスター』になりました。しかし、まだ『そよぎマスター』にはなっていないのです」

「なん……だと……」

「姉の好きなものは、なにもネコだけには限りませんので」

　確かにそうだ。ネコマスターになることにとらわれすぎて、そよぎのことをすっかり忘れていた。

「ですから、次の場所に向かいましょう」

　なぜか滂ぼう沱だの涙で僕らを見つめる店長に見送られながら、僕達はネコカフェを後にしたのだった。




「なんなんだ、ここ？」

「おかえりなさいませ、ご主人さま」

　次に連れてこられた場所はメイドカフェだった。

　先程のネコカフェに比べるとだいぶ「カフェ」という趣おもむきがある。小こ綺ぎ麗れいな木製の机に、天井に回るシーリングファン。部屋の隅には大きな観葉植物や新聞が置かれている。内装だけを見れば、落ち着いた古き良き喫茶店だとしか思えないだろう。メイド服を着た店員が居なければだが。

　メイドが運んできたコーヒーを前にして、雪哉くんは僕に説明を始める。

「この店はもともと古くからある喫茶店でした。しかし、駅前にスタバが出来てから客足が途絶え、あわや閉店の危機をむかえたのです」

　確かにこの店は立地条件が悪い。駅に近いスタバの方が集客には有利だろう。それにこういう落ち着いた喫茶店は好事家には好まれるだろうが、ただ時間を潰つぶすためにコーヒーを飲みたいと考えている人間には敬けい遠えんされるかもしれない。

「それを救ったのが、そよぎ姉さんでした」

「そよぎが？」

「そよぎ姉さんが、『いっそメイドカフェにしちゃえば？』と」

「やけくそじゃねえか」

「そうです。しかし、そのやけくそが意外にも当たりました。メイドカフェは秋あき葉は原ばらや日に本ほん橋ばしまで行かなければ、なかなかないですからね。こんな田舎にあるメイドカフェは貴重なのです」

「ふむ……」

「そして、この内装とのギャップが受けて、遠方からも客が訪れるようになりました。それにここのコーヒーの味は本物です」

　それは頷うなずける話だった。僕はコーヒーはあまり得意ではないのだが、苦味が少なく、芳ほう醇じゆんな香りを漂ただよわせるこのコーヒーは素直においしいと思えた。

「ですから、また客足は戻り、普通の喫茶店であったときよりも繁はん盛じようしているくらいなのです」

「そんなマンガみたいな話が本当にあるんだな……」

　僕は続けて尋ねる。

「なぜここの店長はそよぎの提案を受け入れたんだ？」

「この店の店長と父は古くからの友人でして、ぼくたちも幼い頃からよくしていただいてましたから」

「なるほどな。それは解わかった」

　友人の娘の言うことに、藁わらにもすがる思いで従ったのだろう。

　だが──

「なぜ男の店長までメイド服を着ているんだ？」

　店長は「ダンディ」という言葉が似合うナイスミドル。その店長がメイド服を着ている姿は滑こつ稽けいを通り越してもはや恐怖すら感じさせる。

「あれも、やけくその結果です。そよぎ姉さんに『おじさんもメイド服着たらいいよ』と言われて着てみた結果、意外にもウケてしまい、後には引けなくなったのです」

「悲しすぎるだろう」

　しかし、メイド服に身を包む店長の顔はどこか生き生きとしていた。もともとそういう趣味でもあったのだろうか……。

「……そよぎは余計な真ま似ねをした」

　気が付くと僕たちが座る席の側そばに一人のメイドが立っていた。しかし、他の店員と比べると著いちじるしく背が低い。よく見ると顔も幼い。おそらくは小学生といったところだろうか。












　肩までかかる程度の髪を後ろで結い上げ、頭にはメイドの象徴ともいえるフリルカチューシャを付けている。きつく眉まゆを吊つり上げ、僕たち二人を睨にらんでいる。おそらくはもともと吊り目ではあるのだろうが、それを差し引いても明らかな敵意が感じられる。メイド喫茶で想像されるような客を迎える笑顔とは対極に位置する表情だろう。

「……お父さんがおかしくなったのは、あいつのせいだ」

「こんにちは、静しずか。今日は店の手伝いかい？」

　雪哉くんはさわやかな笑顔で声をかける。

　静と呼びかけられた女の子は雪哉くんの問い掛けを無視して、小さな声で呟つぶやく。

「……ゆきや、次はその男なの？」

「静。挨あい拶さつはきちんとすべきだと思うよ。親しき仲にも礼儀ありというだろう？」

　雪哉くんは僕の方を見て、言う。

「幸助さん、紹介させてください。彼女は琴こと山やま静。ぼくの幼おさな馴な染じみで、クラスメイトです。ここの喫茶店の娘なんです。ほら、静。こちらは渡辺わたなべ幸助さん。ぼくたちの高等部の先輩だよ。挨拶しなさい」

「……ゆきや、おまえ、実の姉にうつつを抜かすだけでも許しがたいのに、また同性にまで手を出すとか……頭がおかしい」

　静という少女はぼそぼそと呪じゆ詛そを吐くようなしゃべり方で雪哉くんを罵ののしる。

「……静。ぼくを罵るのはかまわないが、それよりも今は先輩である幸助さんに挨拶なさい」

　まるで親が子供に言い聞かせる様な口く調ちようで雪哉くんは少女を諭さとす。

　少女はそんな雪哉くんの言葉をあしらう様に呟く。

「……どうせその男もゆきやをたぶらかしてるんでしょ？　そんな奴に挨拶する義理はない……」

　初対面から随分嫌われたものである。

　とはいえ、相手は小学生。何か誤解をしているようなので、その誤解を解いてやろうと僕はにこやかに声をかけようとする。しかし、雪哉くんはそれを遮さえぎって言った。

「静。君は少し『しつけ』がなっていない様だ……少し、裏に行こうか」

「……なによ」

「いいから」

　雪哉くんは「すいません、すぐ戻ります」とだけ言って、静という少女を連れて店の外へ出てしまう。

　僕は口を挟はさむタイミングを失ってしまい、ひとり呆ぼう然ぜんと席に座ってコーヒーを飲んでいるしかなかった。




　数分後のことだった。

「……先程は、……ひっく……なまいきな口をきいて……ひっく……まことに申し訳ありませんでした……」

　先程の静という少女が、涙目でしゃくりあげながら僕に頭を下げてきた。

　僕は思わぬ事態に目を丸くする。

「いやいや、そんな泣くほどのことじゃないから！」

　僕は思わず声を上げる。まるで僕がいたいけな少女を泣かせているみたいで流石に外がい聞ぶんが悪い。

「静」

　雪哉くんは、小学生らしからぬどこか凄すごみのある声で少女の耳元で囁ささやいた。

「幸助さんが困っていらっしゃるだろう？　泣けばなんでも許されると思うのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。泣きやみなさい」

「ひい！　ごめんなさい……申し訳ありませんでした……ゆきやさま……」

「あはは、そんなかしこまらなくてもいいよ。君とぼくは同い年の幼馴染なんだからさ。でも、幸助さんは僕らの目上であり、なおかつ今はこの店のお客様でもある。長ちよう幼ようの序じよを持ちだすまでもなく、君が失礼な態度をとっていい理由はないよね。謝る相手はぼくじゃないだろう？」

　雪哉くんの滔とう々とうとした言葉に少女は息を呑のんでから言った。

「……はい、申し訳ありません……うぐ……こうすけさんにも失礼な態度をとってすいませんでした……今後ともよろしくお願いします……」

「幸助さん、幼馴染の非礼をぼくからもお詫わびします。このたびは誠に失礼をいたしました」

　そういって雪哉くんは折り目正しく頭を下げる。

「いや、二人とも、もうそういうのはいい」

「では、お許しをいただけるのでしょうか？」

「許すも何も僕は初めから気になんかしちゃいない」

　悲しいが無茶苦茶な扱いを受けるのは、女三人組の対応で慣れてしまっている。

「ありがとうございます」

　雪哉くんはさわやかな笑顔に戻って言った。

「……ありがとうございました」

　静という少女も目を真っ赤に腫はらしたまま、ぼそぼそと呟いた。

　雪哉くんはもとのような少し砕けた態度に戻って言った。

「いやあ、幸助さんが許して下さらなかったら、ぼくの身体で償つぐなうしかないと思っていたのですが」

「おまえも大概、失礼だからな」

　彼の礼義の基準はいったいどうなっているのか。




「静が店の手伝いをしてくれているなら、話は早いよ。静、例の物を貸してもらうよ」

「……おまえ、また、あれをやるのか」

「なんだい？　なにか気に食わないのかい？」

「……い、いや……準備をする」

　静は恐怖にひきつった顔で店の奥へと引っ込んでいった。

　そんな様子を見ながら、僕は雪哉くんに向かって言う。

「おまえなあ、何したんだよ。あの子に」

「すこし可か愛わいがってあげただけですよ」

　話の流れから察するに、あの子は店の奥に居るメイド服を着たダンディな店長の娘ということになるだろう。娘が泣かされているのを見ていても、父親は何も言ってこないのだろうか。

「では、幸助さん、本題に入りましょう。ぼくたちがこの店にやってきた理由を説明させていただきます」

　雪哉くんの言葉に僕は思わず居住まいを正す。別に今更固くなる必要などどこにもないのだが、雪哉くんが静に見せた凄みに僕も少し当てられていたのかもしれない。

「姉の好きな物を熟知するのが、今日の目的。姉の好きなものの一つがずばりメイドです」

「メイド？」

「ええ。姉はずばりメイドそのものが好きなのです」

　そういえば、以前、そよぎにどんな服を着て欲しいか尋たずねられたことがあった。そのときの中の選択肢の一つがメイド服だった。

「メイド服みたいな可愛い衣装が好きってことか？」

　それなら理解できない話ではない。実際にメイド服の可愛らしさに惹ひかれて、メイド喫茶でバイトを始めたという女の子もいる、なんて話も聞く。

「ええ、もちろん、それもあるでしょうが、もっと大きな理由があります。幸助さんはメイドをいったいどういう存在と認識されていますか？」

　雪哉くんの問いかけの意味が解らず、僕は戸と惑まどいながらも答える。

「……もともとは貴族の身の周りの世話をする女性をメイドと呼んだのではなかったか？」

「その通りです。つまり、メイドとは仕えるための存在。それがポイントなのです」

「話が見えないな」

　察しはいい方だと思うのだが、雪哉くんの言わんとしていることが見えてこない。

「回りくどい言い方はよしましょう。そよぎ姉さんは人に仕えることに憧あこがれてるんです」

「仕えること？」

「ええ。ご存じのようにそよぎ姉さんはあの愛らしさですから、幼い頃から蝶ちようよ花よと育てられてきました。それは今も変わりません」

　確かにそよぎを嫌う人間など皆かい無むだ。異性は言うまでも無く、クラスメイトの女子からもまるでマスコットの様に可愛がられている姿をよく見る。

「姉自身もそれを当然のように受け入れていますが、同時に少し物足りなくも感じているのです。何故かおわかりですか？」

「……わからん」

　僕は素直に白旗をあげる。

「それは姉が実はマゾヒストだからですよ」

「……は？」

　今、口にコーヒーを含んでいたら確実に噴ふき出だしていたであろう自信がある。むしろ、今からでもコーヒーを噴き出すリアクションでも取った方がいいかもしれない。

「幸助さんはお気づきになられませんでしたか？　姉が人から虐しいたげられることに悦よろこびを見み出いだしている事に」

「いや、まったくそんなことは考えたこともなかったが」

「よく考えてみてください。姉がもっとも親しくしている人間はいったい誰なのか？」

　僕はそよぎの交友関係を思い返す。

　悪あつ口こう雑ぞう言ごんを撒まき散らす内田に、こちらの話を聞こうとしない凪。

「姉を姫のように崇あがめる人間よりも、ぞんざいに扱う人間と一緒に居ることを好む事からも明らかです」

　確かにそう言われるとなぜ彼女たちの仲がいいのかの説明もつく。

「おそらくは反動なのでしょう。先程も言いましたが姉は幼い頃から皆に可愛がられてきましたから。姉にとって、厳しかったり、自分を特別扱いしない存在は貴重なんです」

「まあ、わからないでもない話だが、それとメイドとはどう結びつく？」

「姉はさらにこう考えているのです。『メイドは主人に虐げられる存在だ』と」

「なんだ、その歪ゆがんだ知識」

「主に、凪さんから見せられたＡＶと風かざ音ねさんから見せられた同人誌の影響です」

「なんちゅうもん見せてくれてんだ」

　内田曰いわく、「うちは健全なやつしか見せてない！」そうです。

「まとめると、姉はメイドになって主人に虐げられることに密ひそかな憧れを抱いているのです」

「性せい癖へき歪んでるな」

　子供の造り方も理解できていなかったくらいなのに、アブノーマルな素そ養ようにだけは溢あふれているようだ。

「このことを踏ふまえた上で幸助さんにやってもらうことは──」

「……ゆきや、準備ができた」

　静が店の奥から戻ってきて、ぼそりと呟く。

「ああ、ありがとう。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず。実際にやってみることに致しましょう。幸助さん、この場でしばしお待ちを」

　そう言うと、雪哉くんは店の奥へと入っていってしまった。

　僕は静という少女と二人取り残される。黙っているのも気まずいし、何より先程、泣かせてしまったようなものなので、僕は優しく声をかけることにする。

「静ちゃんだっけ？　雪哉くんに何されたんだ？」

　すると少女は顔をひきつらせながら答える。

「……なんでもない……あ、なんでもないです」

「そんなビビらなくていいから。あと別に無理に敬語で話さなくてもいいよ」

　中学生なら言葉遣いにも気を付けるべきかもしれないが、彼女はまだ小学生だ。そこまでかしこまる必要はないだろう。

「……ほんとう？」

「ああ、自分の話しやすいように話したらいいよ」

「……わかった」

　静ちゃんの表情は少しだけ柔らかくなる。

「それで静ちゃんは──」

「ちゃん付けはやめてほしい」

「え？」

「ドラ○もんみたいだから」

「まあ確かに」

　いつも風呂に入ってそうな感じである。

「じゃあ、静は雪哉くんとはいつもあんな感じなのか？」

　幼馴染でクラスメイトなら関かかわる機会も多いだろうに、いつもあんな風に泣かされているのなら少し注意した方がいいのかもしれない。

「……いや、普段はやさしい。むしろ、わたしを守ってくれる。でも、わたしがダメなことをしたら、すごく怒る……怒るとゆきやはこわい」

「そうなのか……」

　そんな風に雪哉くんのことを語る静の表情は穏おだやかだ。彼らには彼らなりの関係があるのだろう。少なくとも今二人を知ったばかりの僕には口を挟む余地はなさそうに感じられた。

「……それより、わたしも聞きたい」

　静はぼそぼそとこもった声で話す。

「なんだ？」

「……こうすけはゆきやを狙ねらっているのか？」

「狙うって……」

「……こうすけはゆきやが好きなのか？」

　何を言ってるんだ。そう言いかけて気づく。静の瞳は真剣だ。だから、僕も真ま面じ目めに答えることにする。

「別に彼のことが好きなんてことはないよ」

「……ほんとうか？」

「ああ」

「……よかった」

　静は安あん堵どの表情を見せる。

　なるほど、やはり雪哉くんは腐くさっても美少年。彼を狙っている人間は多いというわけか。

　静は少し態度を軟なん化かさせて僕に尋ねる。

「……じゃあ、こうすけはゆきやが嫌いなのか？」

　人を「好き」か「嫌い」かの二元論で捉とらえる小学生の純粋さに僕は少しばかり頰ほおを緩ゆるめる。

「いや、そんなことはないよ。むしろ、ただの友人としての意味なら彼のことは好きだよ」

　そう言った刹せつ那な、雪哉くんが戻ってくる。

「見てください、幸助さん！　このメイド服、ぼくに似合うでしょうか？」

「ごめん、やっぱちょっとだけ嫌いかもしれん」

　静も死んだ目で雪哉を見ていました。




「つまり、ぼくをそよぎ姉さんだと思って虐げてほしいのです」

「どんなプレイだよ」

　雪哉くんは店の奥でメイド服に着替えていたようだ。この店のメイド服はシックな装いのスタンダードなタイプ。黒を基調とし、白のエプロンドレスをまとう由ゆい緒しよ正しきメイド服といった感じの代物だ。雪哉くんは、さすがは美少年というべきか。紛れもなく男であるはずなのに、メイド服がどこかしっくりきてしまっている。

「まあまあ、こうすれば幸助さんの気分ものるんじゃないですか？」

　雪哉くんは持っていた紙袋からロングのウィッグを取りだし、慣れた手つきで装着する。

「じゃーん、どう？　そよぎだよー」

「う……」

「どうですか？　もちろん、沈ちん魚ぎよ落らく雁がんたる姉には到底及びませんが、それなりに似ているでしょう？」

「……まあな」

　実の姉弟きようだいなので当然ではあるが、顔つきはもともとよく似ているのだ。髪型を同じにしてしまえば、確かにそよぎに見えなくもない。明らかに違うのは年齢くらいのもので、目の前にいるのがそよぎの「妹」だと言われれば、何の疑いも抱かないだろう。それくらい彼の女装は完かん璧ぺきだった。

「さあ、幸助さん。ぼくを自由に使ってもらっていいんですよ」

「使う、っておまえな……」

「ぼくはＳもＭも両方いけるんです」

「おまえ、守備範囲広すぎるわ」

　一人で外野全体をカバーできそうです。

「だいたい、いきなり虐げろ、なんて言われても無理だよ」

「そうおっしゃられるかと思い、台本も用意させていただきました」

「うーん、この細やかな気遣い」

「さあ、特訓スタートです！」

　僕は雪哉くんに促されるままに台本に書かれた台詞せりふを読む。




「きゃっ、お茶を溢こぼしてしまいました」

「……まったく、おまえは何をやっているんだ」

「申し訳ありません、ご主人さま……」

「これは身体で償ってもらうしかないな」

「か、からだでですか……？」

「ああ……だから──」




「さあ、服を脱ぐんだ……って言えるか、バカ！」

「すいません、メイドプレイなのにメイド服脱がせちゃダメですよね。失礼しました」

「そういう話じゃない！　静も見てるんだぞ」

「……はわわ」

　静はまた涙目になっていました。




「だいたいこういうのは、『身体で償う』というエロ展開を想起させるワードを使っておいて、実際はただ掃除させる、っていうオチなんじゃないのか」

「さすがにその展開はベタすぎてウケないかと思って、裏をかいてしまいました……」

「誰の裏をかこうとしているんだ」

　僕は更に根本的なところにつっこむ。

「だいたいこんなことを僕がそよぎに言えるわけないだろうが」

「それは解っています。むしろ、姉を愛するものとして、幸助さんが姉にこのようなプレイを要求するのならば、全力で阻止します」

「じゃあ、なんで今こんな特訓をやらせようとしてるんだ」

「それは単純にぼくが幸助さんに虐げられたいからです。これは本心です！」

「そんな真まっ直すぐな目で宣言する内容じゃねえ」

　僕と雪哉くんが激しく口論する側で、静は黙って立っていた。

「………………」

「ほら、静もドン引きしてるだろうが」

「え、そうなのかい？」

　雪哉くんは静に問いかける。

　その問いかけに対して、静は質問を返す。

「……ゆ、ゆきやはいじめられたいのか？」

　静は、先程までよりも更に小さく消え入りそうな声で尋ねた。

「うん？　まあ、幸助さんには是非いじめてもらいたいね」

「……じゃ、じゃあ」

　静は顔を真っ赤にして言った。

「……わたしがい、いじめてやる……だ、だから……こうすけより、わたしを──」

（これは……？）

　彼女のことを何も知らない僕から見ても、これは彼女なりの一世一代の告白であろうことは察しがついた。

（雪哉くんはどう応こたえる？）

　僕は雪哉くんに目をやる。

「静……」

　雪哉くんは真剣な目で静を見つめて言った。

「ぼくは幸助さんにいじめて欲しいんだよ。静じゃ全然意味ないよ」

（ばっさりだ！）

　二人の関係に口出しはすまいと思っていたが、これはさすがに酷ひどい。一言言ってやろうとすると──

「……ゆきやの」

「ん？」




「ゆきやのあほぉぉぉー!!」




（声でかすぎだろ!!）

　今までのささやくような声からは信じられないような耳をつんざく大だい咆ほう哮こう。耳がおかしくなりそうだ。そして、そのまま静は走り去ってしまった。

　度肝を抜かれる僕に対して、雪哉くんは平然とした様子で言う。

「驚きましたか？　彼女はああ見えて軽音楽部でボーカルをやっているんです。ぼくと同じ塔坂学園小等部四天王の一人で『迦陵頻伽デイーヴア』の二つ名持ちです。彼女の声にはプロのスカウトも目を付けているほどなんですよ」

「いろいろ言いたいことはあるけどな」

　四天王とかいうふざけたシステムを考えているのはいったい誰なのかとか、四天王だったら何かいいことがあるのかとか、つっこみを入れだすときりがない。だが、今はそれよりも言わねばならないことがある。

「おまえな、さすがに今のは静がかわいそうだろ」

　僕の言葉に雪哉くんはきょとんとした表情で応じる。

「今の？　ああ、静にいじめてもらっても意味ない、って奴ですか？　だって事実ですし」

「いや、それにしてももう少し言い方とかさ……」

　いや、僕もなんて言うべきだったのかは到底わからないが。

「幸助さん。あなたは一つだけ勘違いをしていますね」

「勘違い？」

「ぼくは別に静が嫌いなわけではないですよ。ただ静にいじめてもらってもうれしくないのです。なぜなら──」

　雪哉くんはあくまで真顔で言い切った。

「彼女はドＭですからね。ドＭにいじめられてもぼくは興奮しません」

「おまえの周りにはＭしかいないのか？」

「彼女はドＭですから、むしろぼくにすげなくされて内心喜んでいるんですよ。ぼくにはわかります」

「僕には理解できないが、君らには君らなりの関係があるということは解った。しかしな」

　僕は声を抑えて、雪哉くんの耳元でささやく。

「店長は静の父親なんだろ？　親は何も言ってこないのか」

　自分の娘があれだけ泣き叫んで出ていったら、どういう相手にせよ、何か言いたくなるものではないのだろうか。

「ああ、大丈夫です。静の御ご尊そん父ぷは自身の娘が極度のマゾヒストであることに、ご理解がありますから」

「そんな父親嫌だわ」

　娘の性癖に理解がある父親というのも、どこか複雑である。

「まあ、でも──」

　雪哉くんは時折見せる小学生らしからぬ凄みを感じさせる顔で言った。

「ぼく以外に静を泣かせる人間がいたら、どんな手段を使ってでも潰してやりますけどね」

　やはり、彼らには彼らなりの一ひと筋すじ縄なわではいかない関係があるのだろうな。僕はそんなことを考えた。




「そろそろ一日が終わりますね」

　僕たちは喫茶店をあとにし、二人、河原道を歩いていた。夕日が赤々と世界を染める。確かに小学生ならば、もう帰らねばならない時間だろう。

「今日は本当に楽しかったです」

　雪哉くんはどこか神妙な様子だ。楽しかった一日を振り返り、どこか感傷的な気分になっているのかもしれない。

「いかにも、今から雰ふん囲い気き良い話をしてオチをつけようとしているのはわかるんだが、ひとつ言わせてもらっていいか」

「なんでしょう？」

「なんでまだメイド服を着てるんだ？」

　彼は着替えずに静の家の喫茶店を出たのだった。ウィッグもつけたままで、見た目もそよぎ（ロリバージョン）のままだ。

「この格好なら幸助さんの気分次第では野外調教プレイに持ち込んでいただけるかと思いまして」

「すまないな、そんな気分は絶対に訪れないよ」

　彼は本当にぶれない男である。

「どうせクリーニングして返しますからせっかくだからもう少し着させていただこうと思っただけですよ」

「ならいいんだが」

　僕たち二人の一日はまもなく終わる。その前に僕は彼にひとつ尋ねておかねばならない。

「君は僕を姉にふさわしいか見極める、と言っていたが、僕は君のお眼鏡にはかなったのかな？」

　僕は純粋にそよぎと僕の関係を彼に寛かん恕じよする気はあるのかを問うた。

　すると、彼はさわやかな笑顔で言いはなった。

「全然ダメですね」

「………………」

「まず、姉を任せるなら少なくとも男として女性を守れる人でないと。二人で歩くときには車道側を歩く、とか」

「………………」

「それに会計のときにおごるのは当然としても、それを気にさせないように、もっとさりげなく支払いを済ませておくほうがスマートですよね」

「………………」

「なにより、相手の気持ちを誰よりも察知してあげないと……」

「雪哉……」

「……はは、初めて呼び捨てにしてくれましたね。その方が嬉うれしいですよ」

　雪哉は小さく伸びをしてから話し続ける。

「……解ってますよ。ぼくなんかが見極めるなどと不ふ遜そんなことを言っても、結局は姉の、そよぎ姉さんの気持ち以上に大事なものはないんだって」

　雪哉はまるで何か大切なものをなくした子供のような顔で呟いた。

「そよぎ姉さんが幸助さんのことを好きだっていうことも」

「………………」

「産まれてからずっと姉を見てきた弟が言うんです。間違いないですよ」

　饒じよう舌ぜつになる雪哉とは対照的に僕はうまく言葉を紡げない。

「あーあ、幸助さんは世界一の幸せものだなぁ。世界一の大富豪でも、世界一の権力者でも、幸助さんより幸せな人は居ませんよ……そよぎ姉さんに愛される以上の幸せがこの世界に存在するはずがないですからね」

　そよぎと同じ髪型のウィッグに隠れて、雪哉の表情は見えない。

「ぼくはどうして弟だったんだろうな……」

「雪哉」

　僕は思う。今の彼に僕が何を言っても彼を傷つけるだけだ。どんなに優しい言葉もただ彼を抉えぐる刃やいばにしかならない。だから、僕は本当に言わなくてはならない一言だけを言うことにした。

「僕は雪哉がそよぎの弟でよかったよ。そよぎと一緒に居れば、おまえとも一緒に居られるんだからな」

　僕の今までの人生の中でこんな風に休日に二人で遊んだ相手は本当に少ない。ここ数年に限れば皆無と言ってもいい。だから、彼とこんな風に休日を過ごしたことは本当に新鮮な経験だったのだ。

　本当に僕は幸せものだ。こんな楽しい友達までできたのだから。

　雪哉くんは、ウィッグで顔を隠したまま呟いた。

「はは、かなわないなぁ。『そよぎは僕に任せろ』なんて言ったら、勢いで殴ってやろうと思ったのに」

「こえーよ」

「はは。ほら、青春ドラマだったら、こんな夕ゆう陽ひに染まった河原で、一人の女をめぐって殴り合いをするものでしょう？」

「今それやったら、僕がメイド服を着た女子小学生を襲っている図にしかならないからな」

「大丈夫ですよ。幸助さん相手なら、ぼく勝てますから」

「くそっ、否定できねえ」

　僕は荒事は苦手です。

　雪哉は夕日を背にして僕に向き合う。そして、僕の目を真っ直ぐ見つめる。

「幸助さん、姉のことを頼みます、とは言いません。必ず奪いますから」

「させねえよ」

「せいぜい、争いましょうね。恋のライバルとして」

　そして、雪哉は一人で去っていった。




（僕はそよぎが好きだ）

　たとえどんな障害が僕の前に立ちはだかろうと、僕はそよぎが好きだった。

　どんな人間の気持ちを踏みにじっても、彼女の側に居たかった。

（だから、恋のライバルくらいのことで立ち止まっているわけにはいかない）

　本当の敵はきっとすぐそこまで迫っているのだから。




「シリアス思考はおいといて」

　僕は雪哉が去っていった方を見ながら言った。

「結局、プレゼント買ってないんだけど……」

　プレゼントは後日、改めて二人で雑貨屋に買いにいったのだった。





　　　　　×　×　×






「お誕生日おめでとう！」

「……わあ」

「おめでとう！　私！　ハッピーバースディトゥーミー！」












　そして迎えた誕生日会当日。僕たちはそよぎの家に集まりパーティーをしていた。そよぎの部屋には小学生のような下手くそな字で「そよぎちゃん　おめでとう」と書いた垂れ幕が掲かかげてあり、その周囲には折り紙で作った不格好なわっかが張り巡らされている。

（やってることが完全に小学生だ……）

　そよぎは今日はフリルのついたワンピースに青いリボンのカチューシャをつけている。どこか不思議の国のアリスを彷ほう彿ふつとさせる格好だ。そよぎは紛れもなく美少女であるので、もちろん似合っているのだが、頭にのせたトンガリ帽子も合わさって、小学生のような印象が拭ぬぐえない。

　そよぎはひとり、大声を張り上げる。

「盛り上がってるかー！」

「……おー」

「そよぎちゃんの誕生日を祝いたいかー！」

「……いえーい」

「私の話を聞いているかー！」

「……聞いてないー」

「聞いてー！　もっとテンション上げてー！」

「と言われても……他のやつらがあんな調子ではな」

「今、追い込みなんだから、来てあげただけでもありがたく思いなさい」

　Ｔシャツにショートパンツというラフな格好の内田はマンガの原稿を描いていた。

　同人誌の即売会が近く、今は入稿期限ぎりぎりらしい。

　内田は原稿に目を落としながら吐き捨てるように言う。

「だいたいあんたの誕生日は毎年入稿直前の一番追い込みの時期に被かぶってるのよ。ちょっと産まれるタイミングを考えてほしいものだわ」

「私、同人誌のイベントの日程を踏まえて産まれてこなくちゃいけなかったの!?」

　流石に無茶振りである。

　内田が描いている絵は意外にうまい。タッチは少年マンガ風だ。もちろん、プロの絵には遠く及ぶべくもないが、同人誌レベルなら十分といったところだろうか。

「どういう内容なんだよ？」

「インクを致ち死し量りよう飲みほしてから聞きなさい」

「ふむ。結構、絵うまいじゃん」

「そう？　ありがとう」

「ああ、もう罵ば倒とうされることに慣れ過ぎて完全にスルーなんだね……」

　そよぎが呆あきれたようにぽつりと呟く。

　内田の罵倒にまともに付き合ってたらこっちが持ちません。

「ていうかさ」

　僕は作業をする内田を後ろから見つめながら言う。

「これ、ＢＬじゃないの？」

「はい、浅はかな発言いただきましたー」

「なに、そのノリ？」

　内田の言葉にそよぎがつっこむ。内田は作業の手を止めて僕を睨む。

「女が書く同人誌＝ＢＬという考えが安直なのよ。女のオタは全員腐女子だと思ってるでしょ」

　内田の発言を受けて僕は考えを改める。

「まあ、確かにそれは安易な考えだった。すまんな。おまえは別にＢＬ好きというわけではなかったんだな」

「まあ、ＢＬ好きだけどね」

「好きなんじゃねえか」

　じゃあ、なんで反論したのだろうか。

「ＢＬの話よりバースディの話をしようよ」

「うーん、『ＢＬ』と『バースディ』……『Ｂ』しかかかってないな。あんまりうまくないなぁ」

「別にうまいこと言おうとしてませんから！」

　そよぎが苛いら立だった声をあげる。

「だいたい、凪ちゃんはいったい何をしているの？」

　そよぎは今度は白のカットソーに青のオーバーオールを合わせた凪の方に話を振る。

「あたしか？　あたしは今度、学校でやるお笑いライブのネタを考えている」

「ああ、凪ちゃん、お笑い研究部だもんね」

「そんな部活あるのか」

　大学ならありそうだが、高校では珍しい気がする。

「ああ。練習の日も踏まえて考えると、そろそろネタを完成しておかないと間に合わないんだ」

「どんなネタなんだ？」

　僕は話に乗っかることにする。

「おお、ちょうどいい。途中まで考えてみたから感想を聞かせてくれ」

　凪は立ちあがって、部屋の奥へ移動する。

「ショートコント、マッサージ機……」

「………………」

「………………」

「今、ここまで考えたんだ」

「それまだ何も考えてないのと同じだから！　よく途中まで考えた、なんて言えたね！」

「今日のそよっちは、すげえぐいぐい来るな」

　確かに普段のそよぎはボケ倒すばかりだから、少し新鮮ではある。

「逆に言うとそれくらいネタができてないからヤバイということなんだ」

「まあ、確かにそれはそうかもしれないけど……」

「あたしはまだ一度もステージでネタを披ひ露ろうできたことないからな……」

　今度は僕が尋ねる。

「披露できたことがない、ってどういうことだよ」

　成功にしろ、失敗にしろ、別に披露すること自体はできそうだが。

　凪は言う。

「あたしは自分の考えたネタで笑っちゃって、途中からあたしが笑い続けるだけになっちゃって最後までうまくできたことがないんだ」

「ある意味、幸せな奴だな」

　自分の考えたネタでそこまで笑えるというのはある意味羨うらやましい。

　凪と会話する僕を尻目に、そよぎは叫ぶ。

「もー、なんでみんなそんなに私の生誕を祝うことにやる気がないの？　そよぎちゃんの生誕祭だよ？　国を挙げての休日にしてもおかしくないレベルの一大行事なんだよ？」

「そういうこと言っちゃうからじゃないか？」

　次に発言したのは、風音だ。

「まあ、そよぎが調子に乗っててムカつくのは確かだけど」

「私、ムカつかれてるの!?」

「それ以外にも理由はあるわ。この料理よ。これはいったい何なの？」

　テーブルの上の皿には謎なぞの黒い物体があった。見た目は一言で言うと完全に『炭』だった。

　そよぎは声を震わせてつぶやく。

「か、からあげだよ」

「いや、これは炭よ」

「……炭焼風からあげ」

「『風』と言えば何でも許されるとでも？」

　そんなカルボナーラみたいな言い方をしてもダメなものはダメである。

「私の渾こん身しんの料理だったんだけど……」

「あんた料理できないのに、なんで揚あげ物なんかに手を出したのよ」

「いや、誕生日会にはからあげが必要だと思って……」

　そよぎの言葉に応じて、凪は笑う。

「あはは、むしろ爆発で家を燃やさなかったことを誉ほめるべきかもしれないなあ」

「マンガじゃねえんだから、さすがに爆発はしねえだろ」

「うっ……」

「………………」

「えっと……」

「……したのか、爆発」

「火事にはなってないから！」

　僕は、そよぎには、二度と料理をさせないようにしようと決意した。

　内田は言う。

「なんで今年は全体的にこんなグダグダなわけ？　毎年パーティーしてたけどさ、いつもはこんなことなかったじゃない」

「……申し訳ありません。ごほっ。それは僕の責任なのです……」

「雪哉？」

　扉の向こうから現れたのは、そよぎの弟である愛原雪哉だった。だが、普段と比べて、明らかに顔色が悪い。

「……姉の誕生日パーティーの準備をするのは僕の役目だったのですが……げほっ、げほっ、実は夏風邪をひいてしまいまして……」

「雪哉、寝てなきゃダメじゃない。熱があるんでしょう」

　そよぎは心配そうな顔で雪哉に言う。

「ごめん、姉さん……よりにもよって一年で一番大事な日に……げほっ。これは死んでお詫わびをするしかない……」

「私の誕生日を命日にする気なの？」

「今日のそよぎのツッコミにはキレがあるなぁ、僕も見習わないと」

「そんなこと見習ってもらわなくて結構！」

　そよぎは遂ついに業ごうを煮やしたように叫んだ。

「もう！　なんなの？　どうして、みんな真剣に祝ってくれないの！」

　そよぎは顔を伏せて、ぽつりと呟く。

「みんなは私のこと、嫌いなの……？」

　そよぎの言葉に、部屋の中がしんと静まり返る。

　違う、違うんだ、そよぎ。

　僕たちは間違いなくそよぎのことが好きだった。それはこの場に居る全員が胸を張って言えることだった。しかし、僕たちはそよぎがすぐ側にいてくれる日常をどこか当たり前のことだと思い過ぎていたのかもしれない。だから、そよぎの誕生日というこんな大事な日に、彼女をどこか蔑ないがしろにしてしまったのだ。

「ごめん、そよぎ。少しばかり、おふざけが過ぎた」

「幸助くん……」

「うちも謝る。イベントなんかよりあんたの誕生日の方が大事よ」

「風音ちゃん……」

「ああ。ネタができてないことがなんだ。そんなものよりも今はパーティーだ」

「凪ちゃん……」

「僕も熱があるからって寝てる場合じゃない……自らの命を捨てる覚悟を今、決めたよ、姉さん……」

「いや、だから雪哉は寝てなさい」

　僕は全員に号令をかける。

「よし！　全力でそよぎの誕生日を祝うぞ！」

「「「おおおおおおおおおおおおっ!!（げほっ！　げほっ！　げほっ！　げほっ！）」」」

　こうして、僕たちは全身全霊をかけて、そよぎの誕生日を祝うことにした。

「ちょっと、待って。なにか嫌な予感が──」

　祝うことにしたのだ！




「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！　これが正しい誕生日パーティーの飾り付けだああああああああああああああああっ！」

　凪が大声を上げながら、座っておとなしく折り紙を切っている。

「いや、凪ちゃん。普通にやってくれたら──」

「いけええええええええええええええええええええええ！　凪ぃぃぃぃいぃぃい！」

「なんなの、そのノリ!?」

　凪は一瞬で（所要時間四十五分）飾り付けを完成させる。誕生日会定番の折り紙で作られた輪はもちろん、折り紙を切りぬいて作った「ＳＯＹＯＧＩ　ＨＡＰＰＹ　ＢＩＲＴＨＤＡＹ!!」という文字もおしゃれだ。壁に掛けられていた汚い垂れ幕もきちんと作り直す。

「まさか、あの一瞬で飾り付けを完成させただと……」

「いや、確かに早いけど一瞬はおおげさ──」

「まさか、おまえはあの伝説の!!」

「そうさ……あたいは凪。『パーティー飾り付けの凪』さ……」

「いや、そのまんまか！　そういうこと言うなら言うで、もうちょっと捻ひねった名前にしてよ！」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「だから、なんなの！　そのノリ！」




「次はあたいの番さね……」

　今度は内田が現れて言う。

「さっきからなんでみんな一人称が『あたい』になってるの!?」

「これがパーティーを彩る料理だぁぁぁぁぁぁっ！」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　内田は一瞬で（所要時間六十分）料理を完成させる。卵、ハム、レタスなどを挟んだサンドイッチ。トマトにモッツァレッラチーズを挟み、オリーブオイルで味付けしたカプレーゼ。そして、そよぎが失敗していたからあげも食欲をそそるいい色に揚がっている。

　そして、何よりすごいのは中央にしつらえられたケーキだ。

　クリームをベースにし、いちごを乗せたシンプルなスタイルのケーキだが、だからこそ、そのすごさがわかる。このケーキはただものではない。

「内田、おまえまさかこのケーキ──」

「ああ……」

　内田は満足げな表情で言った。

「これは最初から買ってあった」

「だよな」

「うん」

　まあでも、他の料理は作ってくれたようだし、よしとしよう。実際においしそうだし。




「さあ、後はビンゴの、げほっ、げほっ、準備を、げぼおおおおおおおおおおっ！」

「雪哉ああああああああああああああっ!!」

「だから、雪哉、あんたは寝てなさい！」

　雪哉は強制退場です。




　僕たちは凪が作った飾り付けに囲まれながら、内田が作った料理を食べた。

　そのとき、内田がぽつりと呟いた。

「うちが料理してさ」

「おう」

「凪が飾り付けしてる間」

「うん」

「渡辺、あんた。何してたの？」

「………………」

「何してたの？」

「うおおおおおおお──」

「そのノリのタイムはもう終わってる」

「そうだな」

　勢いで誤ご魔ま化かしきれなかった。仕方なく僕は言い訳をする。

「まず凪の飾り付けを手伝おうとしたら──」




『いや、だから、それの切り方違うって』

『あ、スケッチ！　折り紙ばらまくなよ！』

『スケッチ、字汚いな！』




「まさかスケッチがここまで不器用だとは思わなかった」

　僕だって自分にここまで飾り付けの才能がないとは思ってもなかったよ。

「だから、内田の料理を手伝おうとしたら──」




『おまえ、包丁の持ち方おかしい！』

『なんでサンドイッチを挟む程度のことができない？』

『そこに立ってたら邪魔なんだよ！』




「あんたも料理できないんじゃん……」

　やきそばとか、チャーハンとか男の一人暮らしの料理はできるんだよ。

「だから、雪哉を手伝おうとしたら──」




『げほっ、げほっ、げぼおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

『雪哉ああああああああああっ！』




「雪哉を大人しくさせるので精いっぱいだった……」

「いや、それはわりとファインプレーだった気もするけど……」

　内田は続けて言い放った。

「総合的にみると、あんた使えない」

「ぐっ……」

　流石に返す言葉はなかった。

「今日は、はからずもスケッチの無能っぷりを露ろ呈ていしてしまう結果になったな」

「くっ……」

「いつもは、さも『できる人間』を気取っているのにね」

「ぐぅ……」

「みんな、かわいそうだよ！　幸助くんも彼なりに頑張ったんだから！」

「うわあああああっ！」

　男として片思いの相手にかばわれることほど、情けないことはない。僕の心は鋭く抉られる。

『このまま、終わっていいんですか？』

　心の中にいるもう一人の自分がささやきかける。

『渡辺幸助という人間はこのまま終わるような人間なんですか？』

　僕は答える。

　このままじゃ終われない。

　──必ず名めい誉よ挽ばん回かいしてみせる。

　僕はゆっくりと立ち上がりながら言う。

「パーティーを盛り上げるには、まだ欠かせないものが残っている……」

「盛り上げるのに、欠かせないもの？」

　僕は全員の顔を見回して言う。

「一発芸だ……」

「そんなのあんたがつまらないギャグをとばして、場が完全にシラケる、以外のオチが、見えないじゃない」

「先にオチを言うんじゃないよ」

　そのときだった。

　なぜか凪はいつになく真剣な顔で言った。

「スケッチ……」

「なんだよ……」

「あたしの前で一発芸なんて言うってことは、覚悟はできてるんだろうな……」

　凪は僕を睨んで言う。

「あたしは自分の笑いには甘いが、人の笑いには厳しいぞ」

「ふつう逆だろ」

　彼女のモットーは人に厳しく、自分に甘く、です。

「さあ、見せてみろ！　渡辺幸助！　おまえの真価、今ここで問う！」

「パーティーの一発芸で僕の真価が問われてしまう……だと……」

　自分で言い出したこととはいえ、これほどまでに、話を大きくされるとは思わなかった。凪のみならず、内田もそよぎも、もはや真剣な眼まな差ざしで僕を見つめている。到底、普通の一発芸をするような空気ではない。つまらない芸をすれば、その瞬間に狩られる。それくらいの緊張感が場に満ちていた。

（くっ、どうする……）

　はっきりいって「指がとれたー（べたなマジック）」（これでググるとグロ画像が出てくるので検索ワードは「指がとれた　マジック」にしましょう）くらいのノリで誤魔化そうとしていたのに、この空気では到底無理だ。

　おい、なんかさっきしれっと出てきたもう一人の僕！　おまえが煽あおったんだろ、なんかアイデアだせ！

『………………』

　返事しろや！

「さあ、一発芸をやってもらおう」

　凪は威圧的な調子で僕を促うながす。

　ええい、ままよ！

　僕は覚悟を決める。

　これが僕の一発芸だ！




「そよぎのものまね！」

「「「………………！」」」

「美少女魔法少女、そよぎ参上☆」




「………………」

「………………」

「………………」

「………………さん……じょう……」




「私、そんな台詞言ったことないですからぁ！」

　本日のツッコミ役は、そよぎでお送りしました。





　　　　　×　×　×






　温かな時間は夢のように過ぎていく。

　僕はこんな日常を確かに愛していた。凪が笑い、内田が怒り、そよぎが微笑ほほえむ日常を。

　こんなに大切な時間を手に入れたのは、生まれて初めてのことだった。

　過ぎゆく時間を振り返る痛みを知ったのも、初めてのことだったんだ。

　この日常を守るためなら何でもできる。

　僕はそう思っていた。

　だけど──




　この穏やかな日常の終わりは、すぐ目の前に迫っていたんだ。













「ねえ、付き合ってほしいんだけど」

　そよぎは類たぐいまれなる美少女である。そんな美少女が僕にこんなことを言ってくる。ならば、答えは一つだ。

「どこに行きたいんだ？」

「あれ？」

「『付き合って』って、どこかに一緒に行ってほしいって意味だろ？」

「いや、そうなんだけど……」

　そよぎは身を翻ひるがえし、教室の反対側に居た凪なぎに声をかける。

「凪ちゃん！　幸こう助すけくん、『付き合ってほしい』という言葉を、告白と勘かん違ちがいして焦あせる、というラブコメテンプレ行動を起こさなかったよ！」

「なにぃ！　生意気な奴だな！」

「おまえらのそういう態度に慣れきってるんだよ、こっちは」

　僕はこいつらのこういう所が嫌いです。




「それで、どこについてきてほしいんだよ」

　僕はさりげない調子で言う。

　ここでぶっちゃけよう。さっきはクラスメイトの手前、余裕のある態度を見せたが、内心ではそよぎからの誘いを僕は滅め茶ちや苦く茶ちやに喜んでいる。欣きん喜き雀じやく躍やく、歓かん天てん喜き地ち、手の舞い足の踏むところを知らず、とはまさにこのことだ。

　僕はそよぎに片思い中だ。そんな相手からの誘いは、どんなことであっても嬉うれしい。屋おく烏う之の愛あいとはよく言ったものだ。

　僕はそわそわと落ち着かない気持ちを隠したまま、そよぎの返答を待つ。

　そして、そよぎは言った。

「サイクリングだよ」

「サイクリング？」

　彼女の予想外の言葉に、僕は少しばかり戸と惑まどう。

「私も一つ歳としをとったことだし、ちょっとばかり、おしゃれな趣味に手を出してみようかと思ってね」

「ほう」

　予想外の話ではあったが、案外に悪くない。確かに、自転車には通学のための手段として毎日乗っているのだけれど、改めて自転車に乗ることを目的にするというのは新鮮味があるかもしれない。

「僕はただのママチャリしかもっていないのだが、構わないか？」

　僕が今使っている自転車は同じアパートの住人のお下がりだ。そのため、マシンスペックはもとより、ガタが来ているという意味でも決して上等なものとはいえない。

「『ノープログラム』だよ」

「たぶん、それ『ノープロブレム』」

「私もそんないい自転車じゃないからさ」

「それならいいんだが」

　こうして、僕たちは二人でサイクリングに繰り出すことになったのだ。




　日曜日、僕はそよぎに指定された公園に足を踏み入れる。

　ぎらぎらと攻め立てるような日差しがきつい。熱中症にならないように気をつけねばならないだろう。

「よく来たね、幸助くん」

「おまえ、その格かつ好こう……」

　そよぎの格好はいわゆるサイクルジャージだった。自転車競技を行う人が着る身体からだにぴったりと密着するタイプの服だ。彼女が着ているのは、ピンクを基調とした女性用のもの。普通の服より空気抵抗が減るのでかなり走りやすくなると聞いたことがある。頭には穴あきの自転車用ヘルメットまで被かぶっている。かなり本格的な格好だ。

「どう、似合う？」

　正直に言おう。行動派というイメージでもないそよぎはどちらかと言えば、女の子らしいワンピースやチュニックのような服の方が似合うのは確かだろう。だが、今、僕はサイクルジャージを着た彼女の身体の一点に目を奪われていた。

（胸が強調されている！）

　そよぎは平均的な十六歳以上のバストを持っている。身体に密着するタイプのサイクルジャージはその形を浮き上がらせているのだ。

（サイクルジャージは結構締め付けがきつそうだから、そこまで胸のラインは浮かないはずなのに）

　それでもなお、胸の形がはっきりとわかるということは、彼女のバストサイズは相当なものなのだろう。

「ああー、すっげえ似合う」

「そう？」

「もう、むっちり……じゃなくて、ばっちりだ」

「そうでしょう」

　そよぎは何な故ぜか得意げだ。

　正直健全な男子高校生としてずっと胸の方を見ていたかったが、流石さすがにそういうわけにはいかない。そして、僕はそよぎが持つ自転車の方に目をやる。

「これ、ロードバイクじゃねえか」

　軽量化されたフレーム。細いタイヤ。縦に握るドロップハンドル。まさに「走行」の為ために作られた洗練されたフォルムの自転車だ。そんじょそこらの自転車とは性能が段違いだと聞いている。

「これって滅茶苦茶高いんじゃないのか？」

　僕もすこし憧あこがれをもった時期があったのだが、どんなに安いマシンでも十万円近くなると聞いて、泣く泣く断念したことがあったのだ。

「お父さんからの誕生日プレゼントにもらったからなあ。よく知らない」

「いや、絶対高いやつだぜ、これ」

　誕生日とはいえ高校生の娘にぽんとロードバイクを買ってやるそよぎ父の経済力が恐ろしい。

「こんなママチャリで来た僕がなんか恥ずかしくなってくるな」

　こんな立派なマシンと並走できるほど、僕の自転車は良いものではない。

「幸助くん、大事なのはマシンじゃない。それを楽しむ心だよ」

「楽しむ心……」

　そうだ。僕は即そく物ぶつ的な目線に囚とらわれて、大事なことを見失っていたのかもしれない。別にプロになろうというわけではないんだ。自分の身の丈たけにあったもので楽しめばいいんだ。

「そうだな。背伸びせず等身大の自分でいけばいいんだな」

「そうだよ」

「よし、じゃあ、さっそく出発だ」

　僕はそよぎに声をかける。

「ああ、ちょっと待ってほしい」

　気持ちが高まっていた僕をそよぎが呼び止める。

「なんだ？　なにか準備がいるのか」

「うん。実は」

　そよぎは僕の目を上うわ目め遣づかいで見ながら言った。

「私、自転車乗れないから教えてほしい」

「ネコに小こ判ばんって言葉を辞書で引いてこい」

　そよぎは何事にも形から入るタイプです。




「自転車にも乗れない奴が、なぜロードバイクなんて買った？」

　僕はそよぎを問い詰める。

「いや、自転車レースのマンガ読んでたら欲しくなったんだけど、自分が自転車に乗れないことをすっかり忘れててさ」

「忘れる様なことじゃないだろ、それ」

　そんなちょっと忘れ物した、みたいなノリで言われても困る。

「自転車の乗り方、教えてください、幸助さま」

「ええ……」

　僕の心はもう風を切ることに奪われているのだが。

「大事なのは、何事も楽しむ心だよ」

「その言葉はもう僕の胸に響かないから」

　今となってはどこかむなしくすら聞こえる。

「お願い！　教えてください！」

「仕方ないな……」

　こうして、僕はそよぎに自転車の乗り方を教えることとなった。




（ロードバイクで自転車の乗り方を教えるってすごい贅ぜい沢たくだよな……）

　価値の解わからない子供にブランド物の服を着せているようなものである。

　僕のボロ自転車を使って練習させようかとも思ったが、小柄なそよぎには僕の自転車はすこし大き過ぎた。サドルを下げればいいと思うのだが、僕の自転車はサドルの上げ下げをするレバーが破は損そんしているため、上下調節ができない。仕方がないので、ロードバイクで練習することにしたのだが──

「後ろから押さえといてね」

「いや、待ってくれ」

　僕はそこで気がつく。

「僕はどこを持ったらいいんだ」

　ロードバイクの特徴は無駄を削そぎ落としたシンプルなデザインだ。速く走るためには軽量化が必要だからだ。当然、籠かごなんかはついていないし、後ろに荷台もついていない。普通、子供に自転車の乗り方を教えるときは、誰かが後ろの荷台あたりを押さえて、補助輪無しの感覚に慣れさせるところから始めるのだろうが、これではその方法が使えない。

「サドルを持ったらいいんじゃないの？」

「いや、でもそれ……」

　確かに消去法でいけば、握れるところはそこくらいだろう。だが、サドルの上には当然そよぎのお尻がのっているわけで……。

「幸助くんならできるよ！」

　おそらく、そよぎは僕が考えていることが解っていない。

（いや、本人が言っているんだからいいか……）

「じゃあ、いくぞ」

「ばっちこーい！」

　僕はそよぎのお尻がのったサドルに手を伸ばす。一応、彼女には触れないように掌てのひらを上に向けるような形で、下から摑つかむように握る。

（こいつ、いいケツしてんな……）

　先程も言ったようにサイクルジャージというのは、身体の線に沿って作られている。それはとうぜんヒップも同様だ。そよぎのお尻の良い形がはっきりと解る。これは安産型だ。

「幸助くん！　さあ、準備はいいかい！」

「ケツ……じゃなくてケツイは固まったぞ！」

　いつまでもケツを見ている場合じゃない。僕は前を向く。

「よし、漕こぎ始めてみろ」

「うん！」

　そよぎはそろそろとペダルを漕ぎ始める。

「怖いかもしれないけど、ある程度の勢いで漕がないと逆にコントロールが難しいぞ」

「う、うん」

　そよぎは少しずつスピードを上げていく。僕は歩ほ幅はばを大きくしてそれについていく。意外に安定感がある。これは思ったよりも早く乗りこなせるかもしれない。

「おっと。おわわ」

　そよぎは戸惑いの声を上げているが無視して言う。

「おい、そろそろ手を放すぞ」

　するとそよぎは叫ぶ。

「ええ！　まだ無理！」

「いや、大丈夫。結構安定してるから」

「いや、少なくともあと一年は押さえといてよ！」

「僕の腕がもげるわ」

　おまえは一年も自転車の練習をする気か？

「ほら、いくぞ」

　そう言って僕は手を放す。

「無理無理無理無理！」

　途端にそよぎはパニックになる。ハンドルを握る手がぶれる。まずい、あれでは倒れる。

「そよぎ！」

　僕はすぐに彼女に駆け寄る。間に合うか？

　次の瞬間、彼女は自転車を横倒しにしていた。

「きゃっ！」

　僕は間かん一いつ髪ぱつ、地面に倒れ込みそうになったそよぎを受け止める。

　そよぎは僕に抱きつく様な形になる。彼女の全体重が僕にのしかかってくる。

　シャーと小気味良い音を立てて回るロードバイクの後輪の音だけが公園に響く。

「ありがと……」

　彼女は自分の両足で立ってからもしばらくの間、僕から離れようとしなかった。

　そういえば、今僕たちは二人きりなんだな、なんてことを、僕は今更意識した。




「案外簡単だったね」

　それから三十分もしない内にそよぎは自転車の乗り方をマスターした。

「高校生にもなって乗れない方が少数派だからな」

　僕たちは照りつける真夏の太陽を避けて、木陰のベンチに並んで座る。持じ参さんしたスポーツドリンクを口に運びながら、僕たちは穏おだやかな時間を過ごす。今日は本当は遠出するつもりだったが、そよぎは一応自転車に乗れるようになったとはいえ、初心者。あまり遠くまで行きすぎないのが賢けん明めいだろう。

　そんなことを考えていると、そよぎは自分の手に持ったペットボトルを見つめながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「ありがとね……」

「別に大したことはしてないよ」

「ううん。今自転車を教えてくれたことだけじゃない。幸助くんはいつも私を助けてくれる……」

　僕は横目でそよぎの顔を窺うかがう。そよぎは不思議な表情をしていた。何か遠い昔の出来事を懐なつかしむような、そんな顔をしていた。

　そんな彼女の顔を見て、僕は彼女と初めて会った日のことを思い出していた。





　　　　　×　×　×






　入学式のとき、僕はきょろきょろと落ち着きなく周囲を見回していた。僕は塔とう坂さか学がく園えんに特待生として、高校から入学した。親の居ない僕は、特待生に選ばれれば完全学費免除で奨しよう学がく金きんまで支給されるというこの学園しか、通うべき場所として選ぶことができなかったのだ。

　だが、うちの学園はほとんどがエスカレーター式だ。高校から入学するのはいわゆる編入組で一クラスを構成するほどの人数もいない。だから、高校入学組はまるで転校生のような気分で内部進学組のクラスに混ざらねばならなかった。

　僕は人付き合いが得意なタイプではない。昔から大人の顔色をうかがって生きてきたから事務的な会話は得意だったが、その分、同世代の人間とどのように接したらいいのかが、よくわからなかったのだ。別に友達がいなかったわけではない。だが、親友と呼べるような本当に親しい友は一人もいなかった。

　だから、僕は新たな生活を踏み出すことへの緊張から落ち着きなく周囲を見回していた。ここにいる彼ら、彼女らは、はたして僕を受け入れてくれるのだろうか、と。

　校長や来らい賓ひんの通とおり一いつ遍ぺんの挨拶が終わり、式は閉会する。僕たちは割り振られた自分のクラスに向かうことになる。

　クラスに入ると既にグループがいくつもできていた。いや、もともとグループだったというべきだろうか。彼らは小学生のときから同じ校舎で学んでいるのだ。当然といえば当然だった。

　担任が現れ、自己紹介や学園生活の諸注意を行う。そして、生徒たちに自己紹介の時間がめぐってきた。

　僕は緊張した。これがこれからの学園生活を左右するターニングポイントであることは明らかだったからだ。僕はゆっくりと生なま唾つばを飲み込む。

「じゃあ、出席番号の一番と最後、じゃんけんしろ。勝った方からスタートだ」

　担任はこんなことを言いだした。

　僕は虚きよをつかれた。苗みよう字じが「渡辺わたなべ」である僕は、出席番号の最後だ。冷静であれば充分に予想できた展開だった。しかし、緊張に呑のまれていた僕はじゃんけんの結果によっては、自分がこの自己紹介の先せん鋒ぽうに立たねばならなくなることを、まったく予見できていなかったのだ。

　今、僕が一番に自己紹介することになれば、絶対にうまくいかないことは目に見えている。緊張のせいかうまく頭が回っていないし、他の奴らの自己紹介を聞いてからじゃないと、どんなことを言えばいいのか対策が立てられない。つまり、このじゃんけんで勝ってしまうことは僕の学園生活の順調な滑すべり出だしを著いちじるしく阻そ害がいすることになる。なんとしても負けなくてはならない。

「じゃあ、立て」

　担任は何も考えていないのであろう。僕の思いとは裏腹に軽く言い放つ。

　僕は仕方なく席を立つ。出席番号が最後の僕は、教室の右後方に居る。出席番号一番の生徒のちょうど対角線上だ。

　すべての生徒を挟はさんだ向かい側の一人の女子生徒が立ち上がった。

　それが出席番号一番、愛あい原はらそよぎだった。

　綺き麗れいな子だな、僕はそんなことを考えた。決して余裕なんてなかったはずなのに、そよぎの顔を見て、綺麗だと思ったことははっきりと覚えている。これが僕とそよぎの初めての巡り会いだった。

　しかし、僕はすぐに気持ちを切り替える。相手が誰かは今、関係ない。ともかく、負けないといけないんだ。

「ようし、じゃんけんだ。最初はグーでいくぞ」

　担任にそう声をかけられ、僕は思わず握る拳こぶしに力を入れる。もしかしたら、明らかに緊張した様子が顔に滲にじんでいたかもしれない。だが担任は素知らぬ顔だ。きっと気付いていないのだ。

　一瞬のことだ。僕はじゃんけんをする相手であるそよぎと目が合った。このとき、そよぎはどんなことを考えていたのだろう。ただ、彼女の澄んだ瞳ひとみは僕を真まっ直すぐに見据えていた。

　もうどうにもならない。万事休すだ。後は運を天に任せるしかない。

　仕方なく何も考えずグーを繰り出そうとした瞬間だった。

「先生！　私の方から自己紹介したい！」

　そよぎは思いもよらぬことを言いだした。

　担任もきょとんとした顔でそよぎを見る。

「ん？　なんでだ？」

「えー、だって」

　そよぎはクラスメイトの方を振り返って言った。

「私のことを知らない人は『あの美少女、誰だろう』って、きっとそわそわしてると思うからね！」

　そよぎの言葉に対するリアクションは様々だった。「さっすがそよぎちゃん！」と楽しそうに声をかける女子もいれば、「てめえ、そしたら流れで二番、うちじゃねえか！」と怒号をあげるもの（これは今思えば内うち田だだった）、「いいってばよ……」と恍こう惚こつの表情でそよぎを見つめるもの（なんだこいつ、キモい）、「あはははは」と馬鹿でかい声で笑うもの（これは当然、凪なぎだ）。

　だが、教室全体の雰囲気が柔らかくなっていた。内田の怒号ですらあれはきっと本心じゃない。きっと本当に仲が良いから言える言葉なんだとすぐに解る。

　そよぎの言葉一つで、まるで教室にさわやかな風がそよぐ様に空気が変わっていったのだ。

　遂ついには皆は「そよぎ」コールを始め、担任もそれを認めざるを得なくなったようだ。

「わかった、わかった。じゃあ愛原から始めろ」

　そして、そよぎは誰もを魅了する太陽のような笑顔で言った。

「愛原そよぎです。魔法少女……あ、違います！　魔法少女ではないです！」

　明るい笑いに包まれた教室の中で、僕はひとり、そよぎに目を奪われていた。





　　　　　×　×　×






「いや、助けられたのは僕の方だよ」

「え？」

　あの自己紹介の日以来、僕はそよぎを目で追う様になっていた。僕はやっぱり人付き合いが得意でなかったから、なかなか話しかけることはできなかったが、僕はずっとそよぎのことを見ていた。

　そして、好きになった。

「そういえば、ちゃんと口にしたこと無かったな。ありがとう、そよぎ」

　僕は隣に座るそよぎの目を真っ直ぐに見据える。

　そして、僕は思わず言った。

「好きだよ、そよぎ」

　まただ。僕は本当に大事なときに限って考えなしなんだ。よりにもよって自転車の練習をして、汗まみれの泥まみれのときに言わなくてもよさそうなもんだと自分でも思う。

　どうせそよぎはきょとんとした顔で受け流すに決まっている。

　ところが、そよぎは意外な反応をした。

　そよぎの顔が赤くなったのだ。頰ほおは紅こう潮ちようし、眉まゆは困ったように八の字に曲げられていた。

「な、なに言ってんだか急に。そんなの当たり前じゃん」

　そんなそよぎの様子を見て、僕は苦笑する。

「だよな。全世界の人間はそよぎのこと好きだもんな」

「そうだよ！」

　どこか怒ったような口く調ちようで言うのは、照れ隠しなのだろうか。

　そんなそよぎがたまらなく愛いとおしい。僕は更に言ってやる。

「だな。すべての人間はそよぎを愛してるもんな」

「愛して……」

「全人類はそよぎがいないと生きていけないもんな」

「いや、そこまでは……」

「そよぎはこの世界の神よりも貴とうとい存在だな」

「さすがにそこまでは言わないよ！」

　そよぎは大声を張り上げる。

　そして、僕たちは黙って見つめ合った。その瞬間に僕たちの間に色々なものが流れていった。初めて会った入学式の日。夕暮れに染まる教室で始めたなやみ相談。そよぎの家での勉強会。二人で乗った小さな観かん覧らん車しや。みんなで集まった誕生日パーティー。そんなきらきらした思い出が僕たちの間で輝きを放った。

　そして、僕たちは幸せに笑った。




　そのときだった。

　僕たちの足元に一個の赤いゴムボールが転がってきた。

「おねえちゃん、取ってー」

　転がってきた先を見る。姉妹だろうか？　おそろいのワンピースに身を包んだ二人の女の子が立っていた。姉と思われる方は小学校中学年。妹の方は小学校低学年といったところだろうか。

　そよぎは足元に転がったボールを手に取りながら言った。

「任せなさい！」

　そう言って、そよぎはボールを投げる。しかし、ボールは明後日あさつての方角に飛んでいく。

「下手くそ」

　僕は後ろから声をかける。

「ふんぬー。もう一回だ！」

　そよぎは自らボールを追いかけていった。




　いつの間にかそよぎは二人の子供と一緒にボール遊びを始めてしまった。それも遊んであげているというより本気で小学生と勝負しているようなのだ。

「うわあっ！　もう一回だ！」

「大人げなさすぎだろ……」

　どうやら、ドッジボールみたいなルールでお互いにボールをぶつけようとしている様だが、幼い姉妹はうまくそよぎのボールをかわしている。というより、そよぎにコントロールが無さ過ぎるというべきか。

「まったく……」

　せっかく二人きりで、しかも少しばかりいい雰ふん囲い気きだと思ったら、これだ。

　しかし、子供と遊ぶそよぎを見ながら思う。

　あんな風に無邪気にはしゃいでいるそよぎの方が、よっぽどそよぎらしいかもしれない。

　僕はあんなそよぎを好きになったのだ。

　だから、ずっと、笑っていてほしいと思っていたんだ。

　僕はそよぎにボールの投げ方を教えてやろうと三人に近付いていった。

　──そのときだった。

　そよぎが投げたボールはまたも明後日の方角に飛び、公園の外へ転がり出てしまう。

「みさきがとるー」

　幼い姉妹の妹はそのボールを追いかけて公園の外へ飛び出してしまう。




　そこには一台の車が迫っていた。




　僕はごくりと息を呑み、瞬間的に走り出す。

　──間に合え！

　幼い女の子はまだ車に気がついていない。

　そこからの記憶はスローモーション。

　まるで世界を動かす神様の時計が狂ってしまったかのように、視界のすべてがゆっくりと動いた。

　僕は全力で走り、手を伸ばす。




　僕は──女の子の手を摑んだ。




　ボールはてんてんと道路に転がり出ていく。

　車はそのボールを見て、止まった。

　もともとここは住宅街だ。しかも公園の前という事もあって、車の方もそうスピードは出していなかったのだ。運転手の男は僕の方をちらりと見る。彼は何も悪くない。むしろ、安全運転を心掛けていたのだから褒ほめられるべきだろう。

　僕が軽く会え釈しやくをすると、向こうも微笑ほほえんで会釈をし、車を走らせて去っていった。

　僕はそこでやっと自分の心臓がばくばくと脈を打っていることに気が付く。実際には、この子が飛び出していたとしても、あのドライバーならブレーキをかけられたかもしれない。だが、まかり間違えば交通事故が発生しかねない状況だったのだ。僕が緊張するのも無理からぬことだろう。

　僕は摑んだ手を放しながら女の子に言う。

「道路に出る時はもう少し気をつけような」

「……うん」

　女の子は放心状態のようだったが、小さな返事をした。

　僕は一息ついて振り返る。

　姉妹の姉の方が心配そうに妹に駆け寄っていた。

「大丈夫？」

　姉に優しく声をかけられ、緊張の糸が解けたのだろうか。妹はぽろぽろと涙を流し始めた。

「ああ、泣くな泣くな」

　僕はそんなことを言いながら、姉妹の世話をしていたとき、不意に気がつく。

　そういえば、そよぎはどうしたのだ。こんなとき、そよぎなら真っ先に飛んできて、この女の子を慰なぐさめそうなものだが。

　僕は公園を見渡す。

　そこには信じられない光景があった。




　そよぎは、公園の真ん中で気を失って倒れていた。




　そして、僕たちの平和な日々の終わりが始まった。





　　　　　×　×　×






「そよぎ！」

　そよぎは完全に意識を失っている。事故が起こりかけた現場を目撃したのはショックかもしれないが、ただ車にひかれそうになった子供を見ただけで、健康な高校生が気絶するなどということがありえるだろうか……？

　姉妹が心配そうにこちらを覗のぞき込こんでくる。妹の方も落ち着きを取り戻したようだ。ひとまず胸を撫なで下おろす。

「そのおねえちゃん、大丈夫？」

「ああ。ちょっと疲れちゃったみたいだ。また今度一緒に遊んであげてくれるか？」

「……わかった」

「二人で帰れる？　お姉ちゃんはこんどは妹の手を離しちゃだめだよ」

「……うん。お兄ちゃん、ありがとう」

　そして、幼い姉妹は公園から去っていった。

　問題はそよぎだ。

　そよぎは僕の腕の中で未いまだに目を覚まさない。完全に意識を失っている状態だ。

「どうなってるんだよ……そうだ。救急車を──」

「それには及およばないわよ」

「内田……？　どうしてここに？」

　いつの間にか僕のすぐ側そばに内田風かざ音ねが立っていた。

　いくらなんでもこのタイミング。偶然とは考えにくい。彼女が冷静であることもそれを裏付けていた。

「あとはうちと凪に任せなさい。凪の力ならそよぎを元に戻せるから……」

「凪の力？」

　凪の魔法少女としての能力のことだろうか。

「渡辺。あんた、今日は帰りなさい」

「こんな状態のそよぎを置いて帰れというのか？」

「だから、あとはうちが見とくわよ」

「いや、僕も残る」

「あんたにしちゃ察しが悪いわね。これは魔法少女としての問題なの。あんたが首をつっこむことじゃない」

　内田は普段からは想像できないような深い闇やみをたたえた目で言う。

「あんたは確かにそよぎの大切な人なのかもしれない。でも、あんたはそよぎの本当の『秘密』を、『なやみごと』を知らない。所しよ詮せん、あんたもそよぎの外見に惚ほれてる凡ぼん百ぴやくの男の一人に過ぎないのよ」

「………………」

　内田は僕の顔を見て、一瞬どきりとしたような表情を浮かべる。それを見て、自分がどんな形相をしていたかという事を自覚する。

　それでも、内田は神妙な顔で話し続ける。

「いや、ごめん。今のは言い過ぎた。確かにあんたはそよぎのことを想おもっているし、そよぎもまた同じようにあんたのことを想っている……」

　内田は一瞬、僕を睨にらんだ後に顔を伏せる。そして、僕から目をそらしたままぽつりと呟く。

「でも、それは結局、おままごとなのよ。別にあんたが悪いわけじゃない。ありきたりな言い方をすれば、あんたとそよぎの生きてる世界が違っただけのことなのよ……」

　内田は僕が抱き抱えるそよぎにそっと手を伸ばす。

　まるで子供を慈いつくしむ母親のようにそよぎに寄り添おうとする。

「だから、この子はうちが守らないと……ずっと、そうやって生きてきて……」

　内田は泣き出しそうな声でそんなことを言うのだ。

　そんな彼女の様子に僕は遊園地の帰り際に彼女と交わした会話を思いだす。

　愛原そよぎには『秘密』がある。

　きっとその『秘密』のために、彼女は僕をそよぎから遠ざけんとしている。

　内田は何かを振り払おうとするように首を振ってから言った。

「今日のことは忘れて帰りなさい。そうすれば、また明日からあんたとそよぎの毎日が始まるから」

　それはきっと甘かん美びな毎日だ。そよぎが僕になやみごとの相談をして、僕がそれを解決してやる。ときには凪や内田もいるかもしれない。雪ゆき哉やと話すときもあるかもしれない。僕はあくまでごく普通の高校生として、ごく普通の高校生であるそよぎと楽しい毎日を過ごす。それに勝る幸せがあるだろうか。

　そうか。

　僕は何も知らない事にしてこの場を去れば、きっと今まで通りの関係でいられるんだ。

　僕は自らの腕の中に居るそよぎを抱く手を少し緩ゆるめる。

　リスクを犯してまで、ここで僕が首を突っ込む必要なんて──

　瞬間、そよぎが時折見せるどこか辛つらそうな顔を思い出した。

「……いや、違うだろ」

「え？」

　僕は意を決して言葉を紡つむぐ。

「きっと何も見なかったことにして帰れば、僕は幸せになれる。昨日までのそよぎとの楽しい毎日を続けることができる」

「だったらそれでいいじゃない。それ以上何を望むと言うの？」

「でも、それではきっと、そよぎは本当の意味で幸せになれない」

　そよぎにはまだ『秘密』がある。そして、『なやみごと』を抱えている。

　僕たちの関係は『なやみごと』から始まった。

　だから、僕は彼女をその『なやみごと』から解放しなくちゃいけない。




　たとえ、その先にあるのがこの夢のような世界の終わりなのだとしても──。




「僕はそよぎをすべての『なやみごと』から解放する。僕がすべて解決する」

　僕はマンガの主人公でもなければ、ライトノベルの主人公でもない。できることは本当に限られている。

　それでも、何を犠牲にしても、僕は彼女を救いたい。

「僕にすべてを話してくれ、内田」

　僕の言葉を聞いて、内田の顔に影が差す。

「……無理よ。いくらあんたでもこの問題は解決できない」

「確かに僕一人なら無理だろうな」




『本当にいいんですね』

　ああ。

『私が名乗り出れば、もう後戻りはできませんよ』

　もう覚悟は決めたよ。

『……わかりました。あなたの気持ちは確かに理解しました』

　頼む、力を貸してくれ。




　──もうひとりの僕。




「だから、私が協力しましょう」

　僕の口から、僕の言葉ではない言葉が飛び出す。

「『魔法合がつ衆しゆう国こくバルバニア』マジカルバトル計画監査官ワルド=カルドキアの名において命じます。内田風音よ。愛原そよぎの『秘密』を話してください」












　ワルドの言葉に内田は目を見開いている。

「何を言って……？　渡辺……？」

「頼む、内田」

「渡辺……あんたいったい何者なの……？」

　内田は僕の人格の表層にワルドが現れたことを理解できていないようだ。

「あんたはただの一般人じゃなかったの……？」

「僕は一度だって自分が一般人だと言ったことはないよ」

　僕は初めから魔法少女の存在や背後にある合衆国の存在を知っていた。ただそれを表に出さなかっただけだ。

「僕はライトノベルの主人公じゃないからな。『ごく普通の男子高校生』にはなれないんだよ」

　僕の『秘密』をバラしてしまった以上、もう後戻りはできない。

　さあ、すべてを終わらせよう。





　　　　　×　×　×






「話についていけないのはあたしだけか？」

「いや、残念ながらうちもよ」

　僕たちは自転車を放置し、タクシーに乗って僕の自宅であるボロアパートに移動した。内田に呼ばれた凪も到着している。内田が持ってきた服に着替えさせられたそよぎは、未だに目を覚まさず、僕のベッドで横になっている。

「まずは私の話をしなければ、前には進まないでしょう」

　僕の口を介して、僕にとりついているワルドが喋しやべりだす。

「まず私から説明させていただきます。私はバルバニア合衆国の監査官です。あなたたちのマジカルバトル計画の外部監督者と理解してもらえればと思います。今まで名乗り出なかった非礼をお許しください」

「監査官って何よ。まったくの初耳なんだけど」

　内田はいくらか落ち着きを取り戻した様子で尋たずねる。

　ワルドは言う。

「監査官はあなたたちの戦闘が適正に行われているかを密ひそかに監視しているものです。あなたたちが知らないのも当然のことです。監督者にすら私の存在は秘密ですから」

「戦闘が適正にっていうのは具体的にはどういうことなんだ」

　凪は初めから比較的冷静ではあったが、やはり何も知らなかったことは間違いないようだった。

「はい。ご存じのようにマジカルバトル計画とは最強の魔法少女を選び、我が国バルバニア合衆国を救う『勇者』になっていただくという計画です」

　ワルドの言葉に内田が応じる。

「確かにそれは聞いてる。そして、その『勇者』の仕事と引き換えに、願いを一つ叶かなえる、と」

「はい、その通りです。しかし、我々とてこの世界に迷惑をかけるのは本意ではありません。あくまでこのマジカルバトルは人道に則のつとったものでなければならないと我々は考えています。ですから、マジカルバトルは重傷者や死亡者が出ぬように各魔法少女の監督者の魔力で造られた『仮か想そう領りよう域いき』で行われているはずです」

　ワルドの言葉に今度は凪が応こたえる。

「ああ。だから、あたしらにとって戦闘もゲームみたいなものだった。少なくとも『仮想領域』から出れば、怪け我がなんかは全部リセットされたからな」

「ええ。『仮想領域』は文字通り仮想の世界ですからゲームと変わりません。魔法少女はあくまで思念のみが戦っているのであり、お互いの実体には触れてすらいないのですから怪我などをするはずもありません。『相手の魔ま法ほう石せきを砕けば勝ち』というルールにしているのもそのため。仮想の世界とはいえ、殺し殺されというものが絡からんでくると、いらぬトラウマを植え付ける可能性もあります。その可能性を少しでも減らすための措そ置ちです」

　マジカルバトルのルールはあくまでも相手のコスチュームの『魔法石』を砕くこと。勝てない、と思った相手からは撤てつ退たいすることも許可されている。戦略的撤退を見極める判断力があるかどうかも最強の魔法少女たりえるかの判断基準となるからだ。

　ワルドは淡々と話し続ける。

「とはいえ、これは安全装置である『仮想領域』での戦闘がきちんと行われているのが前提です。ところが、かつて監督者の中に『仮想領域』の展開なしに戦闘を行わせていた一派がありました」

「どういうことなの？」

　内田の問いかけに、ワルドは言葉を紡ぐ。

「『仮想領域』なしの戦闘。それは真の殺し合いに他なりません」

　凪が慌てた様子で言う。

「魔法少女同士が命を奪い合ってたっていうのかよ？」

　凪の言葉に、ワルドは冷静に応じる。

「その一派は、命も賭とせぬ戦いで選ばれた『勇者』など信用に足らぬと考えていたようです」

　凪と内田は、かつて本当の殺し合いが行われていたことを聞いて、表情を歪ゆがめている。

「しかし、この非人道的な行いは国に対する明確な背はい任にん行こう為いです。彼らは厳しい処分を受けました。そして、そのあとからマジカルバトルが適切に執とり行おこなわれているかを見張る、いわば、監督者の監督者たる監査官というシステムが生まれたのです」

　内田と凪は一様に困惑した表情を浮かべている。突然知った事実をうまく嚙かみ砕くだけないのだろう。

「まあ、なんとなくは理解したけど……」

「ワルドとか言ったよな？　おまえはスケッチとはいったいどういう関係になるんだ？」

「それは僕から説明しよう」

　僕は身体の主導権を再びワルドから取り返す。

「まず紛れもなく『渡辺幸助』という人間はこちらの世界の普通の人間だ。僕自身は魔法を使えないし、特別な力は何も持っていない。ただ、ワルド=カルドキアのこの世界における魂こん的てき共きよう鳴めい者しやであっただけだ」

「魂的共鳴者？」

　内田は僕の言葉を繰り返す。

「まず、おまえたちも知っての通りマジカルバトルによりたった一人の『勇者』を選ぶ理由だが、こちらの世界から異世界であるバルバニアに渡るには莫ばく大だいな魔力と複雑な儀式魔法陣が必要だからだ。この世界に存在する資源と魔力をフル活用しても向こう側の世界に一人の人間を送るのは、おそらくは一度が限界だ」

　僕の言葉に凪は頷うなずく。

「それは知ってる。だから、『勇者』には一人しかなれないんだろ」

　僕は話を続ける。

「こちらの世界の人間の平均魔力はバルバニア人を大きく上回る。しかし、科学に支配されたこちらの世界では魔法に通じる人間は数えるほどしかいない。僕たちの世界の人間は言うなれば、莫大な資産を持っているが、その使用方法もわからない子供みたいなものなんだ。だから、この世界でバルバニアを救うことができる一人の『勇者』を探していたというわけだ。こちらの世界の人間がきちんと魔法を身につければバルバニアの人間の何百倍もの力を持った魔法少女になれるからな」

　平均魔力に関してはバルバニアを上回りながら、これほど魔法が未発達な世界は珍しいらしい。

「しかし、疑問に思ったことはなかったか？　一人の『勇者』しか選べないほど、こちらの世界と向こうの世界を繋つなぎ、人間を渡らせるのは困難なんだ。だが、なぜ監督者は二つの世界を渡ることができるのか？」

　二つの世界間の移動が自在なのであれば、そもそも『勇者』を一人だけ選ぶ必要がない。有能そうな魔法少女なら片っ端から異世界に送り込めばいいだけだからだ。

　僕は言う。

「その理由は、監督者や僕のような監査官は、ある特殊な方法で異世界移動を可能にしているからだ」

「それが『魂たましい渡わたり』による『魂的共鳴』なのです」

　僕の言葉を継いで、ワルドが話し始める。

「端的に申し上げれば、異世界にいる自分と魂が限りなく一致する人間に魂のみを憑ひよう依いさせるのです。私の肉体は現在、本国で眠りについています。魂のみを幸助の肉体に間借りさせていただいているのです。肉体という物質を異世界移動させることには途方もない労力が必要です。しかし、魂だけを移動させる魔法、『魂渡り』自体はそこまで難しいものではありません」

「さすがにいきなり異世界人に乗り移られたときは肝を冷やしたよ」

　今度は僕が話を継ぐ。

「だが、はっきりいって違和感があったのは最初だけだ。先ほどは乗り移られる、と表現したが、あれはあまり正確な表現ではない。今の僕には『渡辺幸助』というアイデンティティーと重ね合わせるように『ワルド=カルドキア』のアイデンティティーが感じられている。つまり、ワルドの存在は僕にとって、別の人生を送ってきたもう一人の自分というイメージなんだ」

　この『渡辺幸助』としての人格にも、実感を伴ともなったバルバニア合衆国で過ごした日々の記憶が存在している。

「それが『魂的共鳴者』の特徴です。つまり、異世界にいる全く同じ魂を持つもの。だから、肉体に関しても互ご換かん性せいがあるのです。たとえていうならば、ネット上に存在するアカウントのようなものです。同一のＩＤを持つアカウントであれば、パソコンからログインしようと、スマートフォンからログインしようと中身は同じになりますよね。それと同じで肉体はパソコンのようなハードであり、魂とはアカウントのようなソフトと言えるのです。私と幸助の存在は形けい而じ上じようの魂は全く同一ですが、形而下における肉体が異なっていただけの存在なのです」

「あんたと渡辺が同一人物だってこと？　そのわりには雰囲気というか、話し方？　ともかく、受ける印象が違うのだけれど」

　また僕が話を継ぐ。

「それは育ってきた環境の違いだ。ごく普通の男子高校生としての自分と既に何十年も生きている魔法使いとしての自分に全くずれがないという方が不自然だろ？」

『渡辺幸助』と『ワルド=カルドキア』は完全なる同一人物というわけではない。僕がワルドの考えを完全に理解できるかと言えばそうでないからだ。しかし、根幹の人格が同一のものであることは感覚で解るのだ。この辺りの感覚を当事者以外に理解してもらうのはなかなか困難なことだろう。

　まだどこか釈しやく然ぜんとしない顔の内田とは対照的に、凪はこの状況を受け入れることにしたようだ。

「まあ、なんとなくは理解したぜ。だが、スケッチはあたしたちの監督者についても把は握あくしているのか？」

　凪が問いかける。

「ああ。おまえたち三人の監督者。すなわち、おまえたちを魔法少女にしたバルバニアの魔法使いの正体。僕はそれも知っている」

　僕には監査官として、必要最低限の情報が与えられている。

　その中にはこの世界における監督者の正体についても含まれていた。

「本国に登録された情報によればおまえたち三人が魔法少女になったのは十年前。つまりおまえたちが五歳の時。その頃に初めておまえたちに接触した人物……。それがおまえたちを魔法少女にした監督者の正体」

　僕はひとつの確信を元に声をかける。

「なあ、そこに居るんだろ？」

　凪と内田は僕が声をかけた方に振りかえる。アパートの玄関の扉のすぐ向こう側。そこに監督者は居る。

　そして、古びた扉はゆっくりと開かれた。

「雪哉……」

「やっぱり、幸助さんには敵かなわないですね」

　そこに居たのは、そよぎの弟の雪哉だった。





　　　　　×　×　×






「ゆきっち……おまえ、いいのかよ？」

　凪は真剣な表情で雪哉を睨む。

「幸助さんのおっしゃってることが本当なのであれば、今更言い訳もできません」

　雪哉は居住まいを正して言う。

「確かに、ぼくが愛原そよぎ、高たか岡おか凪、内田風音を魔法少女にした監督者です。バルバニアでの名はリューギニア・リューフリクスと申します」

「あっさり認めるんだな」

「ぼくがみっともなく足あ掻がくのが嫌いなのはご存じでしょう？」

「そうだったな」

　彼はあくまで愛原雪哉なのだ。僕はそんな思いを強くする。

　僕はリューギニア・リューフリクス、いや雪哉を見据えて問う。

「なぜ、凪たちに『魂的共鳴』の情報を伝えなかった？」

　雪哉が合衆国に選ばれた正式な監督者である以上、当然、『魂的共鳴』を利用してこちらの世界に顕けん現げんしていることになる。だが、凪たちはその情報を知らなかった。それが演技でないならば、雪哉が何らかの理由で隠していたことになる。

「いや、それには深い理由はありませんよ。どうやら、幸助さんはぼくに何らかの心算があって、意図的に情報を隠いん匿とくしていたとお考えのようですが、それに関してはすこし邪じや推すいのしすぎというものです。単純にぼくは幸助さんのような『魂的共鳴』の実感が限りなく薄かったためにそれを積極的に吹ふい聴ちようする気になれなかっただけです」

「どういう意味だ？」

「『魂的共鳴』とは通常、幸助さんのようにある程度のパーソナリティを確立した人格に対して行われます。つまり、ある程度の年齢の人間に憑ひよう依いすることになります。しかし、愛原雪哉としてのぼくは、リューギニアとしてのぼくが乗り移った頃はまだ、自我の確立が曖あい昧まいな乳児の段階だったのです」

　雪哉の言葉を受けて、内田は言う。

「たしかに、雪哉は一歳にもならないときから、たどたどしくはあったけれど喋っていたわ。それが異世界の人間が乗り移っていたからっていうなら筋は通る」

　内田が雪哉の言葉を肯こう定ていする証言をする。

「ええ。ですから、僕自身の、つまり、『愛原雪哉』としての人格形成のまえに『リューギニア・リューフリクス』としての自分が乗り移ったが為に、僕にとっては『リューギニア・リューフリクス』としての自分と『愛原雪哉』としての自分に一切の差異を感じられなくなりました。ですから、頭では『魂的共鳴』というシステムに則ってこの世界に顕現していることは解っていたのですが、それに自分自身でもあまり得とく心しんが行っていなかった為に、わざわざ吹聴することをしなかったというだけのことなのです」

　 僕は雪哉の言葉に応じて言う。

「つまり、僕とワルドのように自分の中に別の人格があるような感覚すら持っていないということか」

「はい。そういう意味では、今まで幸助さんと接していたときの自分と、魔法少女の監督者としての自分との間に、一切の差異はないと言ってもいいでしょう」

　雪哉の様なケースは初めて聞いた。そのため、彼の話の真しん偽ぎを確かめることは難しい。ここは彼の言葉を素直に信用しておく他ないだろう。なにせ、本題はこの後のことなのだから。

「なるほどな。それについては納得した。では、そろそろ本題に切りこませてもらうぞ」

　大事なのはここからだ。

　僕は居住まいを正し、改めて雪哉に正面から向き合う。

「そよぎの過去に何があった？」

　ここまではすらすらと話をしてくれた雪哉も口を開かない。他の二人も同様だ。だから、僕はもう一度問いかける。

「雪哉、そよぎの『秘密』を教えてくれ」

「……それは監査官としての言葉ですか？」

　今の雪哉には普段、僕を見る時の子犬の様な目の光はない。時折見せる鋭い眼光を発する怜れい悧りな瞳が、僕の目を捉とらえていた。

　僕はその視線を真っ直ぐに受け止めながら宣言する。

「いや、そよぎを好きな一人の男として問う。僕にそよぎを救わせてくれ」

　雪哉は僕の言葉に、ほんの少しだけ目を細めて応じる。

「……さすが幸助さん。決める時は決めるマンガの主人公の様ですね」

「そんないいもんじゃねえよ」

　今はあえて大口を叩たたいているが本当は何もできないかもしれない。もしも、そよぎを救うためには自分が命をかけなければならないとしたら、きっとためらうだろう。異世界の魔法使いが身体にとりついていようとも、僕が単なる一人の男子高校生に過ぎない事は間違いない。

　僕には好きな女の子一人救うのだって困難だ。

「ただ、やる前から諦あきらめるのが嫌なだけだ。僕はベストを尽くしたい」

　すべての情報を得て、それを精査し、ほころびを見つける。

　そういう作業は得意だ。

　どうしても諦めなければならないのだとしても、すべての可能性を考え、足掻き尽くした後でなければ、到底納得は出来ない。

　僕はそれだけそよぎのことを大切に思っている。

「……ぼくは幸助さんのそういうところが好きですよ」

　僕の言葉をどのように受け止めたのだろう。雪哉はそう言って力のない笑みを見せる。だが、次の瞬間、雪哉の表情に真剣さと凄すごみが現れた。

「わかりました。お話ししましょう。ぼくが知る愛原そよぎの『秘密』を」

　内田が心配そうにぽつりと呟く。

「雪哉……」

「風音さん、凪さん。ごめんなさい。あなたたちが気に病む必要はありません。すべてぼくが計画したことです」

　内田も凪も何も言えずに立ち尽くしている。

「幸助さん、すべてを語ります」

　こうして雪哉の告白は始まった。





　　　　　×　×　×






　ぼくがこの世界に顕現したときの最初の記憶は、そよぎ姉さんでした。

「あ、おきた？」

　幼いそよぎ姉さんの大きな瞳がぼくを覗き込んでいました。

　単純と思われるかもしれませんが、ぼくはこのときからこの人には幸せになってほしいと思うようになりました。

　これがぼくの初恋でした。

「おねえちゃん、ゆきやがおきたよ」

「あら、ありがとう。そよぎ」

　ご存じのようにこちらの世界のぼくは愛原そよぎの弟です。しかし、実はぼくにはもう一人姉が居たのです。

「あとは、お姉ちゃんに任せなさい」

「ええー、そよぎもゆきやのめんどうみたい」

「ふふ、じゃあ、ふたりで見ましょうか」

「うん！」

　姉の名前は愛原つばさ。当時、そよぎ姉さんの十歳上の十六歳でした。ちょうど今のそよぎ姉さんと同じ年になります。姉妹だけあってつばさ姉さんは、今のそよぎ姉さんに似ていますが、同い年でもかなり大人びて見えました。落ち着いた所しよ作さや言動がそう感じさせたのかもしれません。

「そよぎも、おねえちゃんみたいなおねえちゃんになるんだ」

「ふふ。そう？」

「うん、そよぎ、おねえちゃん大好きだから！」

　そよぎ姉さんは、いつもつばさ姉さんにべったりでどんな時でも一緒にいようとして、学校に通うつばさ姉さんを困らせることもありました。それくらいそよぎ姉さんはつばさ姉さんのことを慕したっていたのです。




　悲劇はぼくが一歳の誕生日を迎える前に起こりました。

「つぎは、おねえちゃんの番だよ」

　ある日の日曜日です。ぼくはベビーカーに乗せられ、つばさ姉さんとそよぎ姉さんと共に近所の公園を訪れていました。幼おさな馴な染じみだった凪さんや風音さんも一緒です。三人がボールを投げて遊んでいるのを、つばさ姉さんはぼくの世話をしながら見守っていました。

「うーん、私は雪哉の面倒みないといけないしねぇ」

　このとき、ぼくは既にリューギニア・リューフリクスとしての自我を確立していましたから、同年代のごく普通の赤ん坊に比べれば知能は著しく発達していました。しかし、いかんせん肉体は赤ん坊です。歯の生えそろわない口で喋るのは困難でしたし、運動だってうまくはできません。ですから、ぼくは自分の肉体がある程度成熟するまではごく普通の赤ん坊として生活するつもりでいました。ご存じのようにバルバニア人の寿命はこちらの世界の人間の十倍以上ありますから、時間の感覚もこちらの人間とは違います。ですから、少なくとも五年程度は様子を見てから、僕は監督者の仕事を始めようと考えていました。

　しかし、僕は客観的に見ればごく普通の赤ん坊でした。ですから、一歳にも満たない赤ん坊であったぼくから目を離すことをつばさ姉さんはためらったのです。それは当然と言えるでしょう。

「あ、じゃあ、そよぎが、ゆきやの面倒みるよ」

「そよぎが？」

「うん。そよぎだっておねえちゃんなんだから大丈夫だよ」

「おーい、つばさねえちゃんも遊ぼう」

「つば姉もボール投げてよ」

　凪さんと風音さんもつばさ姉さんを呼びます。それで心が動いたのでしょう。つばさ姉さんは軽い気持ちで言いました。

「じゃあ、お願いしちゃおうかな」

「うん、任せて！　そよぎも、おねえちゃんなんだから！」

　つばさ姉さんは、凪さんと風音さんとボール遊びを始めました。その間、僕のベビーカーの側には、そよぎ姉さんが立っていました。

「ゆきや」

　呼びかけられたぼくはそよぎ姉さんを見つめ返します。そよぎ姉さんは天使のようにやさしく微笑んでいました。

「おねえちゃんがゆきやをちゃんと守るからね」

　それは図らずもぼくが姉に対して抱いていた思いと同じでした。

「つばさおねえちゃんみたいなおねえちゃんになるんだ」

　きっとそよぎ姉さんはつばさ姉さんに憧れていたんだと思います。弟という存在を通して自分も姉と同じような人間になりたいと考えていたのではないでしょうか。

　そのときでした。

　三人が遊んでいたボールが何かのはずみで大きく飛んでいき、公園の外まで転がっていってしまいました。そよぎ姉さんはそれに気が付きました。そして、張り切って言いました。

「そよぎが取ってくる！」

　そして、そよぎ姉さんは周囲の確認もせぬまま、公園の外の道路に飛び出してしまいました。

　そのとき、不幸にも車がまさにその道を走っていたのです。

「そよぎ！」

　つばさ姉さんはそれに気付いて、走り出しました。そして、そよぎ姉さんを抱き抱える様にしてつばさ姉さんは道に飛び出しました。




　そして──つばさ姉さんは車にはねられて死亡しました。




　不幸中の幸いはつばさ姉さんが庇かばったことで、そよぎ姉さんが無傷であったことでした。

　しかし、そよぎ姉さんはつばさ姉さんが亡くなってからずっと塞ふさぎこむようになりました。無理もないでしょう。きっと、自分が姉を死なせてしまったと思っていたのでしょうから。

　ぼくはそんな姉を見ていられなかった。姉にはもっと無邪気に笑っていて欲しかった。

　しかし、ただの赤ん坊に過ぎないぼくにはただ彼女の側に寄りそう他にできることはありませんでした。




　決定的な出来事はあまりに突然起こりました。

　ある日、突然、そよぎ姉さんはどうやら自ら車の前に飛び出したようなのです。幸い、運転手が間一髪でブレーキをかけ、姉は無傷で済みましたが、目撃者によればそれは不注意の結果ではなく、意図して車の前に飛び出していたということでした。

　両親はそよぎ姉さんを問い詰めました。すると姉さんはこう言いました。

「……そよぎもおねえちゃんのところにいきたい」

　ぼくは衝撃を受けました。ハンマーで頭を殴られたような気分でした。たった五歳の子供が姉を失ったことを、こうまで思いつめていたのです。

　ぼくは大馬鹿ものでした。姉を守りたい。確かにそう思っていたはずなのに、自分の肉体が未成熟なことを理由にして、ただ見守ることだけしかできないなどと安あん易いな逃避を行っていたことにようやく気がついたのです。

　本当にできることは何もないのでしょうか？

　いや、僕には魔法使いとしての力がありました。たとえ、肉体が未成熟でも監督者として必要な最低限の魔法の使用は可能でした。

　このときにぼくはたとえ何を犠牲にしてでも姉を守ろうと決意しました。

　どんな方法を使ってでも姉の笑顔を取り戻すことを、ぼくは誓ったのです。




「なぎさん……かざねさん……」

「ゆきっち？」

「雪哉、あんた、しゃべれるの？」

　そよぎ姉さんを励ますために遊びに来ていた二人に、そよぎ姉さんがいないタイミングをはかって、ぼくは意を決して声をかけました。

「ぼくとけいやくしてまほうしょうじょになってください」

　ぼくは二人にマジカルバトルの詳細を語りました。そして、ぼくはこう言いました。

「ふたりのちからをつかえば、あねをすくえます……」

　ぼくは更に言いました。

「あねをすくいたくないですか？」

　ぼくは卑ひ怯きようです。二人が、一緒に遊んでいた自分たちにも事故の原因の一端があると思っていたことに付け込んだのです。しかし、たとえ誰の気持ちを踏みにじっても、ぼくは姉を救うと決意していました。

　こうして、ぼくは二人と契約しました。

　これがぼくの罪です。




　都合がいい事に、二人の力は姉を救うのに適したものでした。監督者は契約前でも、魔法少女になったとき、どのような力が得られるかをある程度なら把握できます。そういう意味でも二人を魔法少女にするのが最も効率がよかったのです。

　しかし、問題が一つありました。

　それは魔法の副作用です。とくに凪さんの魔法はまさに姉を救うのにうってつけのものでしたが、そのぶん、何の耐性もない一般人に使うには強力すぎるものでした。一度や二度の使用ならまったく問題はないでしょうが、ぼくの計画ではその強力な魔法を姉に恒こう常じよう的てきにかけ続けなくてはなりません。これでは姉の肉体と精神がもたないと思われました。

　ですから、ぼくは苦肉の策を考え出しました。

　姉が普通の人間だから魔法に耐えられないのです。

　姉も魔法少女にしてしまえば、凪さんの魔法の副作用にも耐えうると考えたのです。

　もちろん、本末転倒だと思いました。姉を救うために姉を戦いに巻きこむというのですから。しかし、ご存じのようにマジカルバトルはあくまで安全に設計された模擬戦闘であり、そういう意味ではゲームと変わりません。ぼくがきちんと『仮想領域』魔法を展開していれば、姉が傷つくことはないのです。

　ぼくは凪さんと風音さんと共きよう謀ぼうし、姉を魔法少女にすることに決めました。




　ある日の晩、ぼくは子供部屋の扉越しに姉に声をかけました。

「ねがいをかなえたくはないですか？」

「だれ？」

「ぼくはまほうつかいです。ぼくとけいやくしてまほうしょうじょになれば、ねがいをかなえられるかもしれません」

　ぼくは凪さんと風音さんには正体を明かしましたが、姉には正体を隠すことにしました。こうすることにした理由は、なかなか人にはご理解いただけないかもしれません。ぼくはあくまでも姉の前では、ただの一人の弟で居たかったのです。それはぼくが弟としての立場を歓迎していたからではありません。むしろ、ぼくは姉を愛していましたから、そういう意味では実の弟という立場は喜ぶべきものではなかったのです。

　それでも、ぼくは一人の弟として姉の側にいたいと考えていました。

『つばさおねえちゃんみたいなおねえちゃんになるんだ』

　そんな風に語る姉の言葉を守りたいと思ったからです。このあと、ぼくは姉の思いを踏みにじります。そのせめてもの贖しよく罪ざいのつもりでした。姉にはただの弟と過ごす一人の「おねえちゃん」として生きる日常を残してあげたかったのです。

「……ねがい？」

「はい」

「どんなねがいもかなうの？」

「……たいがいのことはかなうでしょう」

　扉越しですからぼくには姉の表情は見えません。

「じゃあ、まほうでおねえちゃんを生き返らせることもできるの？」

　ぼくは衝撃を受けました。そんな発想はぼくには無かったからです。

　ご存じのように願いを叶える、という話には一つの但ただし書がきがつきます。「ただし、叶えられる願いには限度がある」。どんな願いでも無制限に叶えられる訳ではないのです。それは当然のことです。もしも、バルバニアにどんな願いでも叶えられる技術が存在しているのなら、そもそも『勇者』などに頼らなくても、その力で国を救えばいいのですから。つまり、願い事を叶えるといっても、『勇者』としての働きに釣り合うだけの願いしか叶えることはできないのです。

　昔はあたかもどんな願いでも叶えられるかのような謳うたい文句で監督者は魔法少女を勧誘していたと聞いています。しかし、今の監督者には厳しい説明責任が求められています。どんな願いでも叶えられるかのような誤認を意図的にさせることは、人じん倫りんにもとる行為と考えられています。ですから、本来ぼくは、こう言うべきでした。

「死んだ人間を生き返らせるという願いは、叶えることはできません」

　魔法の技術が発達しているバルバニアでも、未だ生と死の境は越えられません。

　死は絶対のものです。

　死者は決してよみがえることはないのです。

　ですが、ぼくは噓うそをついてしまいました。

「どりょくすれば、かなうかもしれません」

　ぼくはそう言ったとき「しまった」と思いました。しかし、今更それを取り消すこともできません。

　それは優しい噓のつもりでした。姉に生きる希望を与えたい。そんな思いがつかせた噓だったのです。そのときは自分にそう言い訳しました。しかし、今にして思えば、それはただこれから姉の気持ちを踏みにじる罪悪感を少しでも弱めるための卑怯な噓に過ぎませんでした。

　そんなぼくの姑こ息そくな噓に姉は正面から向き合いました。

「なら、なる」

　即答でした。姉の声にはいつものどこか抜けた様な頼りない響きはありませんでした。強い言葉で姉は言い切りました。

「魔法少女になる」

　こうして、ぼくは姉と契約しました。




　そして、僕は魔法少女になった姉と二人を引き合わせました。このとき、ぼくは二人に頼んで仮面をつけて顔を隠してもらいました。それはぼくもまた同様です。つまり、ぼくたちは初め、姉に正体を隠すことにしたのです。この選択は先程語った思いに端たんを発はつしています。あくまでただの弟や幼馴染と過ごす日常を姉に残してあげたかったのです。

　愛原家の自宅で四人は対面しました。

「しんいりのそよぎさんにはぎしきをうけてもらいます」

「ぎしき？」

「はい、すぐにおわります」

　そんな噓をついて、ぼくは凪さんと風音さんに魔法をかけてもらったのです。





　　　　　×　×　×






「凪と内田の魔法？」

「ここからはあたしが話そう」

　今度は凪が語り始める。





　　　　　×　×　×






　ゆきっちの話には驚いたが、不思議と戸惑いはなかった。それはあたしが子供だったからかもしれない。だがたとえ、どんな方法であってもそよっちを救えるんだったら、あたしは何をしてもいいと思っていた。やはり、つばさねえちゃんを死なせてしまった原因が自分にもあると考えていたからだと思う。

　そういう意味では贖罪のチャンスをくれたゆきっちには感謝している。もし、ゆきっちが居なかったら、あたしはそよっちに何もしてあげられなかっただろうから。

　……いや、こんな考え自体が間違っているのは解っている。結局、あたしは自分が罪を償つぐなうために何かをした、という事実が欲しかっただけなんだから。

　それでも、何もしない訳にはいかなかった。だから、あたしはゆきっちと契約した。もちろん、子供の頃にこんなことまで考えていたわけじゃないけどな。

　だけど、それでもあたしの魔法がそよっちに与える影響はあまりに大きいものだった。これは本当にそよっちを救うことになるのか？　あたしは迷った。しかし、それ以外に方法が見つからなかったのも、また事実だった。

　あたしは覚悟を決めることにした。

　あたしの魔法。

　それは記憶操作だった。

　人間の脳に直接介入し、特定の記憶を消したり、植えつけたりする力だ。

　つまり、ゆきっちの計画とは、あたしの魔法でそよっちからつばさねえちゃんの記憶を消すことだった。

　それはそよっちから何よりも大切な思い出を奪うということだった。罪悪感が無かったと言えば噓になる。

　だが、その思い出がそよっちを殺そうとしているのであれば、思い出がそよっちを殺す前に、あたしはその思い出を殺さなくちゃならない。そう、自分に言い聞かせた。




　だが、そんな道徳的な話を別にしてもあたしの魔法の副作用は強すぎた。

　もしも、あたしの魔法を普通の人間にかけ続ければ、いつかその人間は廃はい人じんになってしまう。これでは何の為に魔法少女になったのか解らない。だから、ゆきっちはそよっちを魔法少女にした。あたしの魔法に耐えうる耐性を与えるために。

　しかし、それでも副作用は完全に拭ぬぐえなかった。

　そよっちの学習能力が極端に低いのは、たぶん、あたしのせいだ。

　つまり、あたしの魔法で常に記憶を消されているために、他の新しい記憶も定着しにくいんだと思う。そよっちがどこか間が抜けているのも、あたしの魔法の影響かもしれない。この魔法をかけてからそよっちの前であたしたちが仮面を取っても、魔法少女としてのあたしと高岡凪が同一人物だと気がつかないほど、認識能力が低下していたからな。

　そんな重い障害を負わせてでも記憶を消さなくちゃいけない。当時はそう信じていたんだ。





　　　　　×　×　×






「そうか。じゃあ、さっき事故が起きそうになった現場を見て」

「きっと、魔法が解けて、突然、トラウマがよみがえったんだろう」

　僕が車にひかれそうだった幼い子供を助けたときに、消されていた記憶が断片的に戻ったのだろう。その衝撃に耐えられなくなり、そよぎは昏こん倒とうした。

　凪はいつもの笑みを潜ひそめて、悲しげな顔で言う。

「なあ、スケッチ。あたしのやっていたことは間違いだったのか……」

「………………」

「あたしはそよっちを救いたかった。でも、それがそよっちに苦しみを与えていたんだとしたら……」

　凪はどこか力無く首を振っていた。

「うちの魔法についても話す」

　今度は内田が語り始める。





　　　　　×　×　×






　うちの思いも凪と同じだった。つば姉を死なせてしまった原因は自分にもある。だから、そよぎを救う方法がある。そう聞いた時、うちは迷わず魔法少女になることを決めた。自分が魔法少女なんてキャラじゃないことは重々承知だったけれど、つまらない恥を感じている場合じゃないことは解っていた。

　うちだって凪と一緒だった。親友のために自分に出来ることがあると聞かされて、一番に思ったことは、「これで罪つみ滅ほろぼしが出来る」っていうことだった。つば姉を殺したのはうちらだ。あの人はもう居ない。だったら、その妹のそよぎを助けることくらいしか、出来ることはない。

　──罪悪感を薄める方法はない。

　だから、うちが自分自身の手でそよぎを守らなくちゃいけなかった。

　たとえ、どんな方法を使っても。




　うちの使える魔法は監視だった。うちは監視することを決めた特定の対象の状態を常に把握できる。だから、うちの役目とは、そよぎを常に監視することだった。まさに今起こっている出来事からも解るように凪の魔法も完かん璧ぺきではない。何かの拍子で解けることもある。そんなときに、すぐにそよぎのもとに駆け付けることが出来るようにすること。それがうちの役目だった。

　そよぎは何をするにしてもうちに見張られている。つまり、それはプライバシーの一切ない生活。彼女を覗のぞき見みしていることは悪いとは思っていたが、それ以外の手段はうちにも思い付かなかった。





　　　　　×　×　×






「うちがあんたに対してきつく当たったのもそのせいよ……」

　内田は泣き出しそうな目で僕を見ていた。

「あの子の……そよぎのことを一番よく知っているのはうち……だって、ずっとずっと見張っていたんだから……」

　内田は震える声で呟く。

「うちはずっとあの子を見ていた。そうしないといけなかったから……もし、うちが監視をサボってあの子が死んでしまうようなことがあったらって思ったら……」

　内田は眼鏡を外して袖そでで顔を拭う。

　そして、僕を睨むように見て言った。

「だから、解ってたわよ。そよぎは……あんたのことが好きだって……」

「内田……」

　それだけ言うと内田は黙りこんでしまう。

　だから、僕は凪に向かって問いかける。

「そよぎ本人からつばささんの記憶を消しても周囲の人間は、つばささんのことを覚えているんだよな」

　気を持ち直したのであろう凪が答える。

「ああ、そうだ。さっきも言ったように普通の人間にあたしの魔法は強すぎる。一日の出来事を忘れさせる程度なら支障はないが、あたしの魔法の力量で、人一人の痕こん跡せきを完全に忘れさせるなんてことをすれば、確実に廃人コースだ。だから、周囲の人間には、そよっちにつばさねえちゃんの話をしないように頼んだ。何も事情を知らない人からすれば、姉を死なせたと思い塞ぎこんでいた子供が、突然、姉のことを忘れたようにうつっただろうな。最終的にはトラウマに対する防衛機制が働いて、死んだ姉のことを忘れたんだということで折り合いをつけたみたいだ」

「父や母は、姉がつばさ姉さんのことを思い出さぬ様に写真などは絶対に見つからないところに隠したようです」

　そういえば、そよぎは幼い頃の写真を持っていなかった。それはきっとほとんどの写真につばささんが写りこんでいたので、一緒に隠されてしまったからだったのだ。

「こうして十年間、ぼくたちは姉に対して『秘密』を抱いて生きてきたのです」

　雪哉は僕の目を真っ直ぐに見て言った。

「幸助さん、姉を救ってください。お願いします」

　そうして、雪哉は僕に深々と頭を下げた。





　　　　　×　×　×






　僕はすべての真実を聞いて考える。

　はたして、僕にそよぎを救うことができるだろうか。

　あらゆる可能性を精査し、あらゆる希望に縋すがろうとする。どんな方法でも構わない。僕にとりうる行動の中でそよぎを真の意味で闇から救いだす方法が何か一つでもあるだろうか。僕は深い深い思考の海へと潜っていく。




　どれくらいの時間、考えこんでいたのだろうか。

　三人は僕をじっと見つめている。

　僕は彼らの顔を見回して、最後に未だに目を覚まさないそよぎに目をやる。

　そして、僕は一つの結論を導き出す。

「僕には──そよぎを救えそうにない」

　三人に失望の色が浮かぶ。

　それはそうだろう、あれだけ大口を叩いて、彼らの古傷をえぐって、出した結論が僕には彼女を救えない、なのだから。

　雪哉は取り繕うように言う。

「流石さすがの幸助さんでも無理ですか……」

「ああ」

　やっぱり、僕は物語の主人公などではないのだと思う。内田はよく僕をまるでラノベの主人公の様だ、などと言ってからかうが、実際にはそんないいものではないのだ。

　世界を救う力どころか、好きな女の子一人、闇の淵ふちからすくいあげることすら出来ない。

　でも、僕にただ一つだけ誇れることがあるとするなら、僕は自分が矮わい小しようで卑ひ俗ぞくな人間であると理解しているということだ。

　だから、たとえどんなに無様でも、かっこ悪くても、それが結果に結び付くならその手段を選択できる。くだらないプライドなど、とうに置いて来た。

　だから、僕はどんなものにだって、縋ってやる。

　そして、僕は続けて言う。

「だが、僕には無理だと言っただけだ。世界中でたったひとりだけ、そよぎを救うことができる存在がいる」

　雪哉は驚いて僕を見る。

「誰なんですか？」

「そいつに今から会いにいこう」

　さあ、これで本当に最後だ。




　それから、一時間が過ぎて、ようやくそよぎは目を覚ました。

「目が覚めたか？」

　そよぎの意識はまだ朦もう朧ろうとしているようだ。まるで遠くのものを見る様な表情で僕を見つめる。

「幸助くん……」

　彼女の姿は正視に耐えない。普段の潑はつ剌らつとした雰囲気は消え、深い影が差している。

　そして、そのままぽつりと呟く。

「私、思い出した……私がやったこと。死なせてしまったおねえちゃんのことを……」

　やはり、凪の魔法が切れている。事故が起きそうになった現場の目撃をきっかけにして、封じられた記憶がよみがえったのだろう。

「私が殺したんだよ……」

「違う！　姉さんのせいじゃ──」

　感情的に叫ぶ雪哉を僕は手で制する。

　たとえ、彼女がどんな姿であろうとも、僕は彼女と対話しなくてはならない。

　そして、僕はそよぎと正面から向き合って言う。

「そよぎ、おまえは今、何を考えている？」

　そよぎは僕に問われ、顔をあげる。やはり、顔に生気はない。彼女の瞳は時折見せた憂うれいを秘めたそれと同じになっていた。いや、今はその色はよりいっそう濃い。彼女が瞳に湛たたえていたのは間違いなく『絶望』だった。

「私が！」

　瞬間、そよぎが叫ぶ。世界を震わせる様な咆ほう哮こう。それは、間違いなく、彼女の魂の叫びだった。

「私が殺しちゃったんだよ！　大好きだったおねえちゃんを！　私が！」

　そよぎが自らの髪を乱雑につかむ。彼女の美しい髪が、振り乱される。その手に凄すさまじい力がかかっていることがわかる。

「私が……」

　僕はその手をそっと握り締めてやる。一瞬、手の力が弱くなり、次の瞬間、彼女は僕の手を強く握り返す。彼女の細い手からは想像できないほどの握力で握りつぶさんとする様に僕の手に縋る。

「幸助くん幸助くん幸助くん！」

　狂気にとりつかれた声で、そよぎは叫ぶ。

「ねえ、助けてよ！　私、どうしたらいいの！　私はお姉ちゃんを殺したんだよ！」

　顔をあげたそよぎの瞳からは、涙が溢あふれだしていた。

「私は死ななくちゃいけない！　生きてちゃだめなんだ！　私が殺したんだから！」

「落ち着け、そよぎ」

　そよぎは肩で息をしながらもなおも喚わめくことを止やめない。

「ねえ、幸助くん、助けて！　私を殺して！　幸助くんはいつも私を助けてくれる。だから、今だって私をきっと殺してくれるでしょ！」

　支し離り滅めつ裂れつに喚き散らすそよぎ。

「そよぎ！」

　僕はそっとそよぎの頭を僕の胸に押し当てる様にして抱いた。

　今の僕は、傍はたから見たらすごく不格好に見える自信がある。泣いている女の子を抱きとめるなんてかっこつけた真ま似ねをするのは人生で初めてのことだから。

　最初は抵抗する様にもがいたそよぎだったが、しばらくすると動かなくなった。

　そして、震える声で呟く。

「私を助けて……」

「そよぎ……」

　僕の大好きな女の子が今、闇の中にいる。だから、僕は彼女を助けだしてやらなくちゃいけない。たとえ、どんな手段を使ってでも。




　そして、僕はそよぎを救う言葉を告げる。

「そよぎ、僕にはそよぎを救うことはできない」

　僕の言葉を聞き、そよぎの身体はびくんと震える。

「僕はいつも偉そうで、さも何でもできるように振舞ってきたけど、本当は何の力もないただの餓が鬼きなんだ」

　僕は物語の主人公じゃない。世界を救うなんてもってのほかだし、大好きな女の子一人を救ってやることだって困難だ。

「でも、世界中で一人だけ、今のそよぎを助けてあげられる人間がいる」

　そよぎは僕の胸に顔を埋うずめたまま問う。

「……それは誰？」

　だから、僕は告げてやる。

　そよぎを救うことができるたった一人の救世主の名前を。

「それは、そよぎ。おまえ自身だ」

　そよぎはそっと顔をあげる。そして、涙を浮かべたまま、どこか呆ほうけた顔で、僕を見る。

「そよぎが僕に縋りたいなら縋っていいし、やつあたりで僕を傷つけたいなら傷つけてくれても構わない。でもな。僕が何を言ってもそよぎは救われない。これは単なる『なやみごと』なんて軽いものじゃないんだ」

　僕はそよぎを見つめながら続ける。

「そよぎを救えるのは、過去の自分の過あやまちを許してやれるのは、そよぎ自身だけなんだよ」

　僕の言葉が理解できないのか、彼女の表情はただ困惑の色を強くする。

「でも、おねえちゃんは、きっと私を許してくれない……」

　僕はそんな彼女の瞳から目をそらさない。今の彼女の辛さを、悲しみを、怒りを、すべてを忘れないために。

「僕はきみのおねえちゃんを知らない。彼女がどんなことを考えていたかも解らない。だから、おねえちゃんはきっと許してくれる、なんて適当なことも言えない」

　僕は、僕の思いのすべてをぶつけるように話し続ける。

「だから、おねえちゃんは関係ない。大事なのは、自分がどう思うのかだ。今の自分を許してやれるのかだ」

「私は……」

　そよぎは虚うつろな瞳でうつむく。きっと今、彼女の中には様々な感情が去来している。彼女はその一つ一つと戦っている。

　そして、そよぎはぽつりと呟いた。

「やっぱり、自分が許せない……」

　そよぎが出した結論を受けて、僕は問う。

「じゃあ、どうする？　おねえちゃんの後を追って死ぬか？」

「幸助さん……！」

　業ごうを煮にやした様に雪哉が叫ぶ。

「やはり無理です！　姉さんは過去を受け止められない。姉さんはすべて忘れていなくちゃいけないんだ！」

「雪哉！」

　僕は背後に居る雪哉を一喝する。

「おまえの姉は、おまえが大好きな人は、そこまで弱くないぞ」

　僕は再びそよぎに向きなおる。

　そよぎはまた消え入りそうな声で呟く。

「私なんかが生きてちゃだめだって思う。私は私自身に罰を与えなくちゃって思う。でも……」

　そよぎの瞳から大粒の涙がぽろりぽろりと流れ出す。

「でも、死んじゃったら……もう幸助くんと……みんなと一緒にいられないなんて嫌なんだよ……」

「僕の両親は──」

　僕はそよぎに向かって言う。

「僕の両親は、僕が幼いときに死んだ。一家心中だった」

　そよぎは驚いた顔で僕を見る。僕は続ける。

「借金を苦に家に火をつけたんだ。衝動的なものだったようだ。何の計画性もない心中。その結果、子供部屋にいた僕だけが偶然生き残った」

　目覚めたときには、僕の部屋は火に包まれていた。何もかもを喰くらい尽つくさんとする化物のような火が、僕に襲いかかった。僕は驚き、飛び起きた。そこからは必死だった。窓を開け、外へ飛び降りた。そのあとの事はよく覚えていない。あとの記憶にあるのは、かつて僕が暮らした小さな家が黒い炭すみへと変わった姿。

「僕には親しん戚せきもいなかったから、そのあとは施設を転々とした。その間、なぜ自分だけが生き残ったのか。そう思わない日はなかったよ。死んでしまおうと思ったことも一度や二度じゃない」

　人生がうまくいかなくなったとき、誰だって死にたいと思う事はあるだろう。しかし、僕はあの火事の日以来、自分は本来死んでいるはずだったんだと思う様になっていた。今生きている自分は何かの間違いで、本当は両親と一緒にあの世に行くべきだったんだと思っていた。

　別に自殺志願者だったわけじゃない。

　ただ、自分の命があることに違和感を持ったまま生きてきた。

「僕はいつ死んだって構わない。そんな思いで生きてきた」

　そして、僕はそよぎの手を優しく握って言った。

「でも、今は違う。僕は今、生きていきたい。そよぎと一緒に」

　僕は僕の思いのすべてを吐と露ろする。

「僕はそよぎに出会って、そよぎと話して、そよぎの側にいて、初めて本当に生きたいって思えるようになった。死んでしまったら、もうそよぎに会えないんだとしたら、僕は絶対に死にたくない」

　僕は告げる。

「だから、そよぎ。自分を許して、生きてくれ。そして、ずっと一緒に居よう」

　そよぎは僕の言葉をどう受け取ったのだろうか。ただ茫ぼう然ぜんと僕を見つめ返すことしかしない。だが、少しずつ。本当に少しずつだが、彼女の瞳に色が戻っていく。とりついていた狂気が洗われていく。すべての闇を洗い流そうとするように、大粒の涙が再び溢れだす。

「幸助くん……」

「おう」

「私も生きたい……」

「おう」

「幸助くんとみんなと一緒に生きていきたい……」

「おう」

「いいのかな？　私が生きててもいいのかな？」

「いいよ。許すよ。僕が許す。たとえ、世界中のだれがそよぎを責めたって僕が許してやるから」

　世界中を敵に回しても好きな子の味方をするなんて臭い台詞せりふを、自分が言うときがくるなんて想像した事もなかった。でも、不思議なことだけど、今この瞬間はそんな台詞を吐くのがきっと正しいんだと思えた。あとで思い返せば恥ずかしさで身もだえするだろうし、赤の他人に聞かれたらこっぱずかしくてたまらないだろう。それでも、もしもいつか今日と同じように、僕の大好きな誰かが泣いているのなら、それでその人を救えるのなら、誰に笑い飛ばされたって構わない。全力で臭い台詞を吐いてやる。臭い台詞を言う人間は、きっと皆、こんなことを考えている。

「幸助くん……」

「そよぎ……」

「うわあああああああああっ！」

　そして、そよぎの許しを求めるかのような最後の慟どう哭こくは、きっと天にいる誰かまで届いた。





　　　　　×　×　×






　そよぎの様子が落ち着いたのを見て凪は言う。

「そよっち……ごめん」

　凪が泣きそうな顔でそよぎを見ている。ある意味で一番辛かったのは凪だろう。自分の魔法がそよぎの記憶を奪い、学習能力を低下させていたと考えていたのだから。間違いなく罪悪感は強い。

「あたしなんだ。あたしがそよっちから、つばさねえちゃんの記憶を奪ってたんだ……そうしないと、そよっちがつばさねえちゃんを追いかけてどっかに行っちゃうと思ってたから……ごめん……」

　凪は今まで見せたことがないような沈ちん痛つうな面持ちをしている。

　そよぎは言う。

「今ならわかるよ……いつも私と一緒に戦ってくれてた私の仲間は、凪ちゃんたちだったんだね……」

「ああ……」

　凪の記憶操作魔法が解けたためだろうか。そよぎは凪たちが自分と同じく魔法少女であったということを理解できたようだった。

「凪ちゃんは私のためにやってくれてたんでしょ？　だったら、謝る必要なんてないよ」

「そよっち……」

　今度は内田が前に出る。

「うちにも謝らせて……こんなの自己満足だって解ってるけど、それでも言わずにはいられない。ごめん……うちはずっと魔法でそよぎを見張ってた。そうじゃないとそよぎが何をするか解らないと思っていたから……」

　内田の言葉に、そよぎは力の抜けた笑みで応じる。

「私が頼りないから見守ってくれてたんでしょ？　だったらむしろ私がお礼を言わなくちゃいけないよ」

「そよぎ……」

　内田もまたそよぎの優しい言葉に何も言えなくなる。

「そよぎ姉さん、ごめん……」

　雪哉が神妙な顔で言葉を紡ぐ。

「すべての計画を立てたのはぼくなんだ。凪さんや風音さんを魔法少女にして、姉さんまで魔法少女にした監督者の正体はぼくなんだ」

「今ならわかるよ……今まで気付いてなかった自分が馬鹿みたい。私、おねえちゃん失格だね」

　そよぎの言葉に、雪哉は泣きそうな顔で叫ぶ。

「そんなことない！　むしろ、駄目だったのはぼくの方だ……ぼくは弟なのに姉さんを救えなかった」

　そよぎは慈じ愛あいに満ちた顔で言う。

「雪哉はいつも私を助けてくれてるよ。部屋の掃除もしてくれるし、料理も作ってくれるし」

「姉さん……」

「だから、雪哉も何も気に病むことなんてないんだよ」

　そよぎは笑顔で言う。

「ありがとう。みんな。私はもう大丈夫だから」

　そして、そよぎは僕を見つめる。

　そよぎの大きな瞳が僕の目を覗き込む。

　透き通る瞳が綺麗だ。

　長い睫毛まつげが美しい。

　小さな鼻が愛おしい。

　柔らかな唇が可か愛わいらしい。




　──僕はそよぎのすべてが好きだった。




　僕はたしかに愛原そよぎという存在そのものを愛していた。

「幸助くん、ありがとう。私に生きたいと思わせてくれて」

　僕は何もできなかった。ただ、彼女が自分の過去に向き合えるようになっただけだ。この物語の主人公は僕なんかじゃない。紛まぎれもなく愛原そよぎこそがこの世界の主人公なのだ。僕はそんなことを考える。

　だが、これは現実だ。

　お涙なみだ頂ちよう戴だいのいい雰囲気を醸かもし出したって、ドラマみたいにカメラがフェードアウトすることなんてない。僕たちの時間は途切れることなく、続いていく。

　さあ、またここから僕たちの日常を紡いでいこう。

　そう思った瞬間だった──




「いやあ、泣ける話だったわねぇ」

　ぞくり、と。背筋を一瞬で駆け抜ける悪お寒かん。部屋に居た全員が瞬時に身を固くした。その声の持ち主は僕のボロアパートの玄関に立っていた。

　それは僕も知る人物だった。

「静しずか……？」

「しずか？　ああ、この子はそんな名前だったわねえ」












　そこに立っていたのは、紛れもなく雪哉のクラスメイトである琴こと山やま静だった。だが、その中身は別人だった。

　雪哉が一歩前に出る。

「誰だ。静の中に居るのは」

　雪哉の様子に僕はぞくりと身をすくめる。

　雪哉は憤いきどおっていた。その表情を見れば解る。直接睨まれたわけでもない僕でもひるんでしまいそうなほどの怒ど気きを放っていたのだ。

　だが、静の姿をした何者かは飄ひよう々ひようとそれを受け流した。

「ああ、そういえばこの子。あなたのこちらの世界での幼馴染だったかしら。いいわねえ。幼馴染って。なんか青春の臭においがするわぁ」

　その言葉を受けて、逆に雪哉がひるむ。

「こちらの世界……その喋り方……おまえ、まさか……」

「久しぶりねえ、リューギニアちゃん。それとも、こちらの名前で雪哉ちゃんと呼んだ方がいいかしらん」

　静の顔がイタズラを成功させた子供の様になる。

　僕もようやく静の中に居る人物の正体に思い当たる。

「まさか……大統領なのか……」

　すると、静の顔はどこか不気味さを醸し出す満面の笑みへと変化する。

「大正解！　みんなのアイドル、魔法合衆国バルバニアの第二十六代大統領のリリシア・ドランバティよん。魔法少女のみんな、お初ー」

　軽すぎるノリで話しているが、女は底の知れない不気味さを漂ただよわせている。たとえるなら、それは道化。人を笑わせ、楽しませる存在でありながら、本当の顔はひとかけらも見せようとしない。深くおぞましい何かを秘めた存在。

　──この女を敵に回すのはまずい。

「大統領」

　雪哉がそよぎをかばう様に前に出ながら問う。

「なぜ、静の身体でこちらの世界に？」

「んー？　私くらいの魔法使いになると自分の魂の形をある程度変えられるから『魂的共鳴者』じゃなくても、少しくらいなら顕現できるのよん」

「そういうことを聞いているのではありません。なぜ静の身体を使ってまで、突然このような辺へん鄙ぴな世界に顕現なさったのかと問うているのです」

　大統領はどこかわざとらしく目をぱちくりさせながら言う。

「ええー、ちょっと観光したくなっちゃって」

「………………」

　あまりにもふざけた人を喰くったような回答に雪哉も言葉を失う。

「いやいや、そんなわけないでしょ、ってつっこまないと。もう、雪哉ちゃん、こっちの世界でワルドちゃん、じゃなかった、幸助ちゃんと一緒にいるときはあんなに楽しそうなのに、私の前ではいつも固いわよねえ、リラックス、リラックス」

「……！」

　雪哉は目を見開いて驚きよう愕がくの色をあらわにする。

　やはり、この女にはすべて見られているのか？

「その通りよ、幸助ちゃん」

「……！」

「これが私の能力……ああ、言葉で説明するのは面倒ねえ。そちらのそよぎちゃんなんて、さっきまで寝てたから幸助ちゃんの中にいるワルドちゃんのことも知らないのよねえ。だから、一括で教えてあげる。ではいきまーす。『一斉送信』！」

　大統領がそう宣言した瞬間、僕はすべてを『理解させられる』。

　大統領の力は『情報操作』。この世に存在するあらゆる情報を閲覧できるし、その情報を任意の誰かに『理解させる』こともできる。彼女がこの世界で知らないことは何もないと言えるだろう。その気になれば、すべての人間の心の中だって覗き見ることができる。彼女にとって人の心の中など、小説の地の文を読むようなものだ。

「ああ、私の力が『小説の地の文を読むみたいに人の心が読める』、ていう説明、なんかいいわぁ。今度から使わせてもらっていい？」

　ふん。どうぞご自由に。

「幸助くんがバルバニアの人間……？」

　そよぎが呟く。

「そよぎちゃんに、説明する手間を省いてあげたわよん」

「余計なことを……」

　あの様子だと、そよぎも僕と同様にすべての必要情報を『理解させられた』ようだ。僕の中に居るワルドのことも既に『知っている』だろう。

　そして、同時に僕も大統領が現れた理由を『理解させられた』。

「僕を連れ戻しにきたのか……」

　僕の監査官としての任務は、マジカルバトルを極秘で監督すること。魔法少女たちに直接身分を明かすことは、緊急時を除いて禁じられている。僕はその禁を破ってしまった。だから、僕は監査官の地位を剝はく奪だつされる。そして、ワルドとしての人格は本国へ強制的に帰還させられ、渡辺幸助としての僕は魔法少女に関する記憶の一切を奪われる。

「幸助くんの記憶を奪うってどういうこと！」

　そよぎが必死な声で叫ぶ。

「うーん？　『送信』した通りよん。彼は正体隠いん匿とくの決まりを破った。魔法少女はあくまであなた達の世界の人間だから、過度な正体隠匿のルールはないのだけど、監督者や監査官はこちらの世界の人間だからね。ルールを破れば強制帰還命令が下るわん。ああ、安心して、渡辺幸助という人間はここに残るから。ただ、魔法少女に関する記憶を消されて、今までと同じ様に付き合える保証はないけど」

「ちっ！」

　僕は舌打ちをする。

　僕たちの関係は「魔法少女としてのなやみごと相談」から始まっている。もしも記憶を消されれば、そよぎをただのクラスメイトとしてしか認識できなくなるだろう。そうなれば、きっと僕らはもう今までと同じ関係ではいられない。

　あの日以来、僕はずっとこんな日が来ることを恐れていた。




『僕が魔法少女であるそよぎに関かかわっていいのかな、って』




　夕暮れに染まる観覧車の中でのことだ。僕は思わず懸念の言葉をそよぎに漏もらしてしまっていた。

　僕なんかが魔法少女であるそよぎに関わっていいのだろうか、と。

　本来、魔法少女を陰から見張る立場である監査官である僕が。

　あの日の僕の言葉をそよぎは「一般人である僕」が魔法少女に関わっていいのか、という意味で捉えたようだったが、内実はまったく逆だったのだ。

　だから、僕は自分の正体が露見し、記憶を消去されるような事態が来ることをずっと懸念していたのだ。

　この女に対しては、どうせ心の中で考えても、口に出しても同じだ。僕は言う。

「すまん、みんな。見通しが甘かった。正体隠匿の決まりは解っていたが、最終的にこの五人で口裏を合わせればなんとかなるだろうと高たかをくくってしまった。ワルドを表に出すと決めたときに、誰かが僕を捕まえにくる展開も考えていたが、それでも口先で言いくるめられると思っていた。だが、この女にはそういう駆け引きは通用しない。すべて読まれるからな。まさか、大統領の『眼め』がこの世界に向いていたなんて思ってもいなかったよ」

　通常、バルバニアは放任主義で、ここまで監査官一人一人を見張っているなどということはあり得ない。なぜなら、バルバニアが『魂渡り』を使って干渉している異世界は優に万はくだらない数があるからだ。そのひとつひとつにおける行動をリアルタイムで見張るなどという真似が通常、出来るはずがない。

　たまたま、並はずれた感知能力を持ち、異世界すら見通す力を持った国のトップがこの世界に『眼』を向けていたなどという偶然がない限りは。

　大統領はけらけらと笑いながら言う。

「いやあ、幸助くん視点であなたたちの物語を見るのは、なかなか面白かったわよん」

「どっから見てたんだよ」

「そうねん。そよぎちゃんがなやみ相談を始めたあたりからかしらん。知らなかったかしらん。私は『そよぎちゃんファンクラブ』のメンバーなのよん」

　最初のなやみ相談の翌日から僕は視線のようなものを感じていた。あれはファンクラブのメンバーなるものの視線かと思っていたが、今にして思えば、この女の『眼』だったのかもしれない。

　僕たちの関係は最初から見張られていたというわけかよ、ちくしょう。

　この女にははったりもブラフも通用しない。ずっと口先だけで生きてきた僕にとっては相性最悪の相手だ。

　ならば、僕にとれる手段はあと一つだけだ。

「何をしてくれるのかしらん」

「これが僕の最後の切り札だ……」

　そう言って、僕は勢いよく畳に座り込む。

「見逃してください」

　僕は土下座をした。

「えー。最後の切り札がそれなのん？　ちょっとお、もうちょっとカッコイイのを出しなさいよん」

「あんたにはどんな口先だけの言葉も通用しない。だったら、あとは僕が持つものの中で対抗できるものがあるとしたら『誠意』だけだ。頼む」

「………………」

　なあ、頼むよ。僕とそよぎの日々を壊さないでくれ。

　最初から僕の心の中を小説みたいに覗いていたんならわかるだろ？

　僕がどれだけそよぎを好きで、愛しているかってことを。

　僕はそよぎを救うためならなんだってするって決めたんだ。

　でも、それには大前提がある。

　僕とそよぎがずっと一緒に居られることだ。

　以前、凪にそよぎのために死ぬ覚悟はあるか、と問われた。今にして思えば、あれはつばささんの悲劇を踏まえての言葉だったんだろう。そのときに僕は言った。そんなことはしない、と。なぜなら、それはそよぎが悲しむからだ。そよぎは、今のそよぎは、僕がいないと生きていけない。それは掛け値なしに本当のことだ。

　だから、僕はどんなにみっともなくても、かっこわるくても、最後の一パーセントまで可能性があるならそれに縋らなくちゃいけない。

　僕とそよぎが笑って過ごせる未来を守らなくてはならない。

　頼む、大統領。

　あんたに人を思う情があるなら見逃してくれ。




　僕の独白を読んだ大統領はいったい何を考えているのだろうか。

「……はあ」

　大統領は、小さくため息をついた。それは彼女がここに来て、初めて見せた人間味ある動作に思えた。

「顔をあげなさい、幸助ちゃん」

　僕はゆっくりと顔をあげる。

「まあ、私もちょっと意地悪が過ぎたわん。あなたたちが全力で青春してるもんだから、ついついからかいたくなってしまったのよねん」

　大統領は僕にゆっくりと頭を下げる。

「ごめんなさい」

「どういう意味だ……？」

「幸助ちゃんにしては察しが悪いわね。大体ね。こうは思わなかった？　なんでただの監査官一人を罷ひ免めんするのに大統領が直接出向いてくるのか、って」

　その通りだ。彼女はこう見えてもバルバニアのトップ。僕のような末端の人間の進退を告げに現場に現れるというのは、いかにもおかしい。たとえ『眼』の力で今回の不正を見つけたのだとしても、それならそれで、部下のひとりに命じれば済む話であるはずなのだ。

「私は個人的にあなたたちの物語を覗いていたからねん。ちょっとばっかし、同情心が芽生えちゃったのよん。だから、わざわざ忠告に来てあげたわけ」

「忠告？」

「ええ、そうよ。今回の一件が、あなたの上司に直接ばれてごらんなさい。有無を言わさず強制送還よ。そうなったら大統領権限でもあなたの記憶を戻すのは無理よ。我が国は法治国家ですからね、法に則って正式な手続きを経た行動の方が正義なのよん」

「じゃあ、待て。あんたは僕たちの味方だというのか？」

「そうよ、私はね──」

　大統領は楽しそうに微笑んで言った。

「あなたたちのファンなのよん」





　　　　　×　×　×






「じゃあ、私はそろそろ帰るわねん」

「ありがとうございます、大統領」

　変な喋り方のババアだったけど、思ってたよりいい奴だった。

「幸助ちゃん、あなたの心の中は全部見えてるんだけど……」

　ありがとう、ババア。

「ババアじゃないわよ！　仮にそうだとしても今は小学生の身体なんだからロリババアよ！」

　大統領は更年期特有のヒステリックな金切り声をあげる。

「誰が更年期よ！」

　雪哉が一歩進みでて、言う。

「ババア大統領、そろそろ静の身体から出てもらえませんか、目め障ざわりです」

「あんたたち、見逃してもらった瞬間から態度変わりすぎでしょう！」

　切り替えの早さが僕たちの売りです。

「もうギャグパートに入ったのは解ったけど、本当に気をつけなさいよ。あんたたちの物語を見ているのは私だけじゃないわよ」

「どういう意味だ？」

「ふん、じきに解るわよ。じゃあね、雪哉ちゃん、幸助ちゃん。魔法少女の三人もまた今度じっくりお話ししましょうねん」

　意味深な台詞を残して、大統領は静の身体の中から去っていった。

　すぐに静が目を覚ます。

「……あれ……わたしなんで……」

「静、気がついたか」

「……ゆきや……そよぎたちも……なんで……？」

　静は首を傾かしげる。

　しかし、どう説明したものだろうか。「今まで君に異世界の魔法使いの大統領のババアがとりついていたから記憶がないんだよ」と言えば、頭のおかしい人間扱いされることは間違いない。

　すると、雪哉は小声で僕に耳打ちする。

（幸助さん、ここは僕にお任せを）

　確かにこの中で一番静と関係が深いのは彼だろう。僕は彼に任せてみることにする。

　雪哉は静の目を正面から見据え、彼女の肩に手を置いて、真剣な表情で言う。

「僕たちは、今催さい眠みん術じゆつプレイをしていたからね、直前の記憶が消えたんだよ」

　いや、無理があるだろ。

「……さ、さいみんじゅつぷれい」

　静の顔が一瞬でゆでダコの様に真っ赤になる。

　そして、もじもじと指をいじりまわしながら呟く。

「……そ、その……ゆきやは……わたしにさいみんじゅつぷれいをして、たのしかったのか……？」

　静は落ち着きなくきょろきょろと視線を揺らす。

　すると、雪哉は平然と言い放った。

「いや、別に」

「………………」

「静なんか催眠術にかけなくても自在に操れるからね、特に面白みはなかったよ」

「……ゆきやの」

　僕は前回の経験から耳を塞ぐ。他の三人も既に耳を塞いでいる。

「ゆきやのあほぉぉぉー!!」

　静は大声を上げて走り去っていった。

　本当に彼らの関係はよくわからない。





　　　　　×　×　×






「なんかよくわからないことになったけど……」

　そよぎが言う。

「結局、幸助くんの記憶も消されずにすんだってことだよね？」

「ああ、そうみたいだな」

　大統領が話のわかる人でなんとか助かった。

「最悪、僕の記憶が消されていたときは、凪になんとかしてもらうつもりだったが」

「あたしに？」

　凪が疑問の声をあげる。

「凪は言っていた。自分の能力は記憶を消したり、『植えつけたり』できるって。なら、その応用で僕たちの今の状態の記憶を植えつけることもできたはずだ」

「いや、簡単に言ってくれるが」

　凪は言う。

「さっきも言ったが、あたしの記憶操作は『独創魔法オリジン』だから、強力だ。だけど、そのぶん繊せん細さいなコントロールがきかないから、あんまり変ないじり方をすれば、副作用で廃人になるんだぞ。そよっちのときみたいに『特定の記憶を消す』ならともかく、『魔法で消された特定の記憶をよみがえらせる』なんて真似は難易度が段違いだぞ」

『独創魔法オリジン』というのは、魔法少女たちの間で使われる魔法に関するスラングだったか。魔法少女たちが一人一つ持つ誰にも真似できない魔法のことだ。

「だから、最後の手段だよ。先に言っておくが、今後もし僕の記憶が消されるようなことがあれば、廃人になってもかまわない。僕の記憶を戻してくれ」

「そんなの、あたしが『うん』と言うと思うか？」

「まあ、万一のときの話さ。そうならないように、今度からはうまく立ち回るさ」

　今回の一連の出来事は、反省すべきことだらけだった。そよぎが意識を失ったのを見て、冷静な判断力を失い、僕のすべての『秘密』を打ち明けてでも、情報を引き出すことを優先してしまった。僕は本当に肝心なところで思慮が足りない。

　僕の言葉を受けて、凪はいったい何を考えたのだろう。少しの間、呆けたような顔で僕を見ていた。そして、一瞬、何かを決意したような顔を見せた。彼女が何を思ったのか、僕にはわからなかった。

　次に、凪は相好を崩して言った。

「でも廃人になるかどうかを別にしても」

　凪はいつものような無む節せつ操そうな笑みを滲ませている。

「ピュアなあたしには、スケッチのエロ煩ぼん悩のうにとらわれた記憶を戻せる自信がないぜ」

「誰がピュアだ。それに、僕はそこまで煩悩にとらわれちゃいないぞ」

「ほう、では今までそよっちがスケッチのベッドで寝ていたことにも何も感じないんだな」

「…………………………………………………………別に」

「あはは、沈黙長すぎだろ。くっそウケる」

「うわあ……」

　内田が汚いものを見るような目で僕を見ていました。




「まあ、じゃあ、とりあえずはハッピーエンドってことで」

　改めて内田は言う。

「打ち上げでもしますか」

「打ち上げ？」

「そう。そよぎの記憶を消す必要もなくなって、渡辺、あんたも、まあ言うなればうちらと同類なわけでしょ？」

　確かに、魔法の国の関係者という意味でなら、まあ同類とも言えるが。

「というわけで、一回ここで改めて親しん睦ぼくを深めようというわけよ」

「……内田」

　あの内田が、いかに僕を同類と認めたからとはいえ、「親睦を深めよう」なんて台詞を僕に言うとは思わなかった。別に特別、内田と仲良くしたいなどと思ったことはないが、これからもきっと長い付き合いになる。ここら辺でお互いを認め合うのもいいだろう。

「渡辺……今まで悪かったわね。さっきも言ったようにそよぎの気持ちを一番解るのがうちだったから。つい、渡辺へのあたりが強くなってた」

「いや、いいんだ。解ってくれたのなら」

　内田は珍しくしおらしい態度で言う。

「うん……うちらは今この瞬間から正式に友達よ。渡辺って言い方も他人行儀ね。うちもそよぎたちみたいに『幸助』って呼んでもいいかしら」

「ああ、もちろんさ。僕も『風音』と呼んでもかまわないか？」

「ええ、もちろん」

　こうして、僕と風音は共通の困難を乗り越えたことで、真の意味で友達になった。

「幸助、あんたの一人の友達として言うわ……」

「おう、なんだ。何でも言ってくれ」

　内田は今まで見せていたしおらしい態度をふっとばして言う。

「打ち上げの買い出し行ってこいよ」

「は？」

　僕はまぬけな声をあげる。

「うちら友達だろ？　さっさと菓子とかジュースとか買ってこいって言ってんだよ。ああ、金は出しといてくれよ」

「友達ってそういう関係だっけ？」

　完全にヤンキーとパシリの関係なんですが。

「ああ？　友達の言うことが聞けねえのかよ？」

「斬ざん新しんな脅おどし文句を吐くんじゃねえよ」

「さっさと行ってこい！」

　僕は半ば無理矢理部屋を追い出される。そして、鍵かぎまで閉められる。いや、ここ僕の部屋なんだけど！

「ちくしょうが！」

　僕は叫ぶ。

　いかん、落ち着こう。

　まあ、きっとこれは風音なりの照れ隠しなんだろう。友達になろうなんて台詞、奴のキャラじゃないからな。恥ずかしくてついこんな態度を──

「あ、ファミチキ食べたいから、そこのローソンじゃなくて、駅向こうのファミマまで行ってこいよ」

「照れ隠しなんだよな！」

　こうして、僕は家を追い出され、買い出しに行く羽目になった。





　　　　　×　×　×






「幸助さん！」

　渋々買い出しに行こうとする僕に声をかけたのは雪哉だった。

　彼はまるでボールを追いかける子犬のように僕を追ってくる。

「ぼくも一緒にいきますよ」

「おお、そうか」

　確かに五人分の買い出しとなれば、そこそこの量になる。別に一人で運べないことはないが人手はあるにこしたことはない。それに、僕一人だと買い出しのラインナップにケチをつけられるオチが見える。

「じゃあ、一緒にいくか」

「『一緒にイク』。いい響きですね……」

「何を言ってるのかわからないな」

　僕は雪哉を適当にあしらいながら、二人並んでコンビニを目指す。風音に指定されたファミマまではこの川沿いの道を真っ直ぐ行けば辿たどり着つく。

　夕焼けが世界を赤く染めている。

　今は逢おう魔まが時とき。何か物語が始まるのはいつだってこんな時間だ。

「そういえばさ」

　僕は何気なく言う。

「雪哉、おまえ、そよぎに関することで、まだ言ってないことがあるよな」

「え？」

　雪哉はきょとんとした顔で僕を見る。

　そして、笑みを作って、言う。

「ああ、姉のスリーサイズですか？　それは幸助さんでも──」

「雪哉」

　僕は雪哉の目を真っ直ぐ見る。

　雪哉は観念したように、真剣な眼まな差ざしを見せる。

「いいんですか？」

「大統領を警戒しているのか？」

「……ええ」

「雪哉。あれを『警戒する』なんていう行動は不可能なんだ。やつにとっては僕らの心の中なんて無料のウェブ小説よりも簡単に読める。だったら、やつの監視を警戒して、くだらない話しかしてない振りをしても無駄なんだ」

「まあ、一理ありますが……」

　あの大統領が僕たちの味方？　ファン？　到底信じられない。

　あれは女め狐ぎつねだ。

『歴代最弱の大統領』。

　リリシア・ドランバティはそう呼ばれていた。

『最弱』という言葉は、一見、情けないように見えるが、裏を返せば、歴代で最低の力しかもたないにも拘かかわらず、国のトップに立ったということになる。それはもちろん、偶然なんかじゃない。それを為なすだけの確かな何かがあるのだ。

　それは彼女の脅威的な『情報収集能力』と『権けん謀ぼう術じゆつ数すう』。その気になれば、どこの世界にいる人間の心だって読める。そんな力を前提にした策謀を、大したことないなんて侮あなどることなど誰ができるだろうか。

「くだらない話だけをしていれば奴の監視をかいくぐれるという発想が甘い。どうせ全部ばれてるんだ。それなら、僕たちの間で、できるだけ情報共有をした方がいい」

　雪哉はしばらく考え込んでいたが、観念したようにため息をついた。

「わかりましたよ。乗りかかった船です。こうなったらとことん幸助さんに従いましょう」

　雪哉の了解を取り、僕は言う。

「もしも、僕たちの世界が物語の世界だったら、明らかに回収してない伏線が一個ある」

　僕は告げる。

「そよぎの魔法だよ」

　僕は以前、そよぎに言われた事を思い出す。




『逆に愛原さんは何の魔法が使える……という設定なの？』

『私？　えっと……「運が良い」……らしい』

『「運が良い」？』

『なんかよくわからないけど「運が良い」って言われた』




「『運が良い』という、そよぎの『魔法』がなんなのか。監督者のおまえなら知っているんだろ？」

「………………」

　雪哉は何も答えない。

「『監督者は契約前でも、魔法少女になったとき、どのような力が得られるかをある程度なら把握できます』。おまえは確かにそう言っていたな。だったら、そよぎと契約したおまえはそよぎの魔法を把握していることになる」

　僕は続けて言う。

「教えてくれ、頼む」

　雪哉は小さなため息をひとつついてから、真剣な面差しで僕を見て言った。

「いいでしょう」

　そして、雪哉はそよぎの最後の『秘密』を語り始めた。





　　　　　×　×　×






「とはいえ、幸助さんならそよぎ姉さんの『独創魔法オリジン』がなんなのか、大方の予想はついてるんじゃないですか」

　雪哉は言う。

　その問いにいかに答えるか。僕は逡しゆん巡じゆんする。

「あくまで予想でしかないぞ」

　僕はそう前置きして話し始める。

「そもそも、僕が監察官としてこの地にやってきたのにも理由がある」

「……理由？」

「それが、そよぎだ」

　雪哉は冷静に僕の話を受け止める。

「やはり、幸助さんは……」

「ああ、おまえの虚きよ偽ぎ報告に気づいたのがきっかけだ」

「………………」

　雪哉は押し黙っている。

　僕が──いや私、ワルドがこの世界に顕現することを決めた理由は、リューギニアから送られる報告書に違和感を持ったことでした。リューギニアの報告書に記き載さいされているそよぎさんの『独創魔法オリジン』は『肉体強化』でした。それ自体は何も不自然ではありません。『肉体強化』はよくある魔法の一つだからです。

　問題はマジカルバトルにおけるそよぎさんの勝率でした。

「勝率六割八分。これは優秀な成績の部類だ。とはいえ、これも別に不自然ではない。上には上がいるからな。だが、この成績を平凡な『肉体強化』能力者が修おさめているというなら話は別だ」

　魔法少女の『独創魔法オリジン』はかなり個性的であり、中にはその魔法一つで軍隊を相手取って戦うことができるレベルの戦闘力を持つものもいます。そよぎさんはそんな特異な能力者たちの勝率の一歩手前の成績を修めていたのです。

「だがまあ、勝率は能力だけで決まるものではない。戦いにおける柔軟な発想や強い意志の力。そういったもので下げ馬ば評ひようを覆くつがえすなんていうのは日常茶飯事だ。だから、皆そよぎの成績もそういった要因によるものだろうと安易にとらえた。──この僕以外は」

　私はこの違和感の正体を確かめるために、リューギニアの報告書を精査しました。そこで、私は決定的に不自然な点に気がつきました。

「そよぎは一度も負けたことがなかった。敗北とカウントされていたのはすべて『撤退』だったんだ」

　戦闘中に現在の自分では勝てないと判断したとき、『仮想領域』の外に脱出した場合は『撤退』という扱いになり、データの上では敗北扱いになるのです。

「これはすごいことだ。マジカルバトルはあくまで仮想戦闘だ。たとえ決定的な敗北、つまり死んだとしても生き返ることができる。それはゲームのコンティニューとなんら変わらない。だからこそ、勝率の高い魔法少女はたとえ不利な相手であろうと、刺し違えてでも勝利しようとすることが多い」

　だが、そよぎさんはただの一度も『仮想領域』の中で敗北したことがなかったのです。

「いくら生き返るといっても死なない方がいいに決まってるからな。魔法少女が『勇者』として戦うのは現実だ。現実では死んだら終わりだ。だから、死なない方が魔法少女として適格なのは間違いない。そんな優秀な成績をただの『肉体強化』でとるなんて魔法少女がいったいどんな人物なのか。それを確かめるためにワルドはこちらの世界にやってきた」

　ですから『愛原そよぎ』という少女はよほどクレバーな人物なのではないかと予想していました。

「だが、こちらでそよぎを観察するにつれわかるのは、あいつが『肉体強化』だけで、こんな成績をとれる人物ではないということだった。なら、あと考えられるのは彼女の真の『独創魔法オリジン』は『肉体強化』なんかじゃない、ということ。つまり、雪哉、おまえの報告書に虚偽があるということだ」

　実際にそよぎさんは自らの力を『運が良い』と評していました。これは少なくとも『肉体強化』に対して使う説明ではありません。

「そよぎの力は、『運が良く』て、戦闘中に一度も敗北を喫きつしないものだ。『都合が良い』能力だよな。そして、その『都合の良さ』はそよぎの人生全般に見られる」

　私は──僕は言う。




「そよぎの能力は『運命操作』だ」




　僕は雪哉を探るように見つめる。

　雪哉は僕の眼差しをまっすぐ受け止める。

「ぼくも幸助さんとほぼ同意見です。そよぎ姉さんの『独創魔法オリジン』を、ぼくはこちらの世界で言う『機械仕掛けの神デウスエクスマーキナー』の一種と仮定しています」

　デウスエクスマーキナーとは、ギリシャ演劇における一つの手法だ。舞台が混迷を極め、通常の方法での事態の収束が困難になったときに現れる超越的存在。バラバラの場所にいる登場人物を問題解決のために強制的に一堂に会させたり、戦争に敗れかけた国のもとに突如援軍を呼び込んだり。時には死に絶えた登場人物たちを生き返らせることさえもある。

　そうした作者によって超越的な力を与えられた存在が、快かい刀とう乱らん麻ま、すべての問題を解決する。それはさながら、人の手によって作られた『機械仕掛けの神』。

「簡単に嚙み砕けば『ご都合主義』。この世界のすべてがそよぎ姉さんの都合の良いように回っていく」

　雪哉は鉛のような重苦しい言葉を吐く。

「まるで、彼女がこの世界の『主人公』であるかのように……」

　そよぎの能力が『運命操作』であるならば、今までのことはすべて説明がつく。

　そよぎが敗北したことがないのは、仮想の世界であっても死にたくなかったから。

　彼女がすべての人間に好かれているのは、誰にも嫌われたくないと願ったから。

　そして──

「僕がそよぎの側にいたいと思うのも、あいつの力で運命をねじ曲げられているからなのか」

　雪哉は沈痛な面持ちを見せる。

　僕はそよぎのすべてが好きだった。

　そよぎが微笑んでいてくれさえすれば、もう何もいらない。彼女が幸せになるためならば、何でもしてやりたい。そう思っていたはずなんだ。

　それらの感情がすべて彼女の能力によって作られたものだとしたら？

　僕は今までと同じ様にそよぎを愛せるだろうか。

「まあ、でも関係ないな」

「幸助さん？」

　雪哉はいぶかしげな顔になる。

「予想はしていたことだ。気にしないって言ったら噓になるけどな。でも、はっきり言って、そよぎの能力が僕の気持ちに関係しているかなんて、どっちでもいいんだ」

　なやんだ。なやんださ。

　自分の心さえも作られたものかもしれない。そう言われて、「それがどうした」とあっさり言えるほど、僕の心は強くも、鈍くもない。けれども、そんなもんははっきり言って関係ないんだ。眠れない夜を過ごして、昼間に寝て、結局、ひとつの結論は出た。

　僕は、はっきりと宣言してやる。

「あいつ、めちゃくちゃかわいいからな。もうそれだけで、ぞっこんだぜ」

　雪哉は僕の言葉をどう捉えたのだろう。一瞬目を丸くして、すぐに、くしゃりと笑う。

「ですよね！　そよぎ姉さんに惚れない男は男じゃないですよ！　たとえ、ホモだってそよぎ姉さんには惚れますね！」

「おまえが言うならそうなんだろうな……」

　無駄に説得力のあることを言う。

「まあ、だから能力で僕の心が操られているか、なんてのは些さ末まつ事ごとだ」

　今ここにいる僕が彼女を愛している。ただ、それだけが大切だ。

　僕は自分に、そう言い聞かせた。




　僕は話を本筋に戻す。

「おまえがそよぎの能力に関して虚偽の記載をしたのは──」

「ええ。大統領。正確に言えば、合衆国バルバニアそのものを警戒したからです」

　雪哉は続けて言う。

「『運命操作』……この系統の魔法を持っていたものはバルバニアの長い歴史の中で今まで三人しかいなかったと言われています。しかも、そのいずれの使い手も国の大きな歴史の転換点を作ったと言われる人物ばかりです。そよぎ姉さんがその四人目だというなら、その影響は計り知れないものになります」

　人の運命を捻ねじ曲まげる力。それは魔法使いという観点から見ても人の身を越えた力。

　神の領域に踏み込みかねない力だ。

「そよぎの操作力はどのレベルまで及んでいるんだ？」

　僕は一番肝心な点を問う。

「あくまで帰き納のう的な推測でしかありませんが、それこそ『運が良い』程度のもののようです。ギャンブルなど運の要素が絡む物で勝ちやすい。あるいは、『常識』の範はん疇ちゆうで起こりうる自分に都合のよい結果を引き起こす。たとえば、そよぎ姉さんが皆に好かれているのはここに起き因いんしているのでしょう」

　雪哉は続けて言う。

「しかし、これらがすべて無意識のレベルで行われていることは確かな様です。つまり、そよぎ姉さんが意識的に『皆に好かれたい』ために能力を行使しているわけではありません。どうやら、あくまで彼女の力は受動的なものであり、能動的な使用はできないのが現状のようです」

「ふむ……」

　たしかに、自分の意識で人心を操れるというのであれば、これほど都合のよい能力はない。あくまで自分の無意識の『願い事』を能力の方が叶えてくれる、ということか。

「なおかつ、どんな願いでも叶えられるわけではなく、ぼくの見立てでは最低でも二つ『限定条件』があります。ひとつは、その『願い事』をそよぎ姉さんが真に望んでいること。たとえば、じゃんけんで勝ちたいと思っても、『負けても仕方がない』と思っている場合には、能力は発動しないようです」

「なるほどな」

「もう一つの『限定条件』はその操作範囲です。『世界の理ことわりを変える』レベルまでは力は及んでいないようです。たとえば、仮にそよぎ姉さんが『太陽がなくなればいいのに』と本気で考えても、太陽がなくなったりはしません。また、『人に好かれる』力を発揮してこそいますが、たとえば、明確な理由があってそよぎ姉さんを嫌っている人の心証を変えるのも無理です。おそらくは、そよぎ姉さんはこの世界の『常識』の範疇に居ます。まだ、それを変えるような力までは持っていないようです」

「その領域は『神しん域いき』だ。それは『運命操作』なんてレベルじゃなくなる」

　かつて、世界には神が居た。

　しかし、あるとき、神は突然姿を消した。

　そのあとに現れたのが、僕たち人間だ。

　バルバニアの神話ではそう言い伝えられていた。

「おまえはまだと言ったな。つまり、そよぎはいつか成長すれば……」

　雪哉は躊躇ためらった様子を見せながらも言う。

「この世界の新たな『神』となりうるかもしれません……」

　雪哉は静かに落ち着いた声で言った。

　そよぎが『神』になる。

　それはそよぎの意志一つで、物理法則が書き替わり、人の心意がねじ曲がるということだ。そよぎはその領域まで至る可能性を秘めているというのか。

「しかし、あくまでそれは可能性でしかありません。それも限りなく低い可能性です。ほとんどゼロと言ってもいい。かつての『運命操作』の使い手にも『神域』まで到達したものはいないのですから、そよぎ姉さんがその領域に達することは考えにくいです」

「だが、おまえはその極小の可能性を悪用しようとするものがいると考えたんだな」

「ええ、その通りです」

　雪哉は首しゆ肯こうする。

「ですから、報告書に虚偽の記載をしました。そよぎ姉さんの力を悪用しようとする者から姉さんを守るために」

　もしも、雪哉が正直にそよぎの能力を申告していれば、上層部は間違いなくそよぎに注目し、場合によっては利用しただろう。もしかしたら、マジカルバトルの成績なんか無視して、そよぎを『勇者』にすることを決定したかもしれない。何十年も戦いを続けさせ、未だにひとりの『勇者』も決定できない腰の重い上層部でも、飛び上がって行動を起こすかもしれない。そよぎの持つ『運命操作』とはそれだけ大きな力なのだ。

「姉さんを『勇者』にさせるわけにはいきませんからね」

「ああ」

　マジカルバトルで選ばれ、異世界たるバルバニアを救うと言われている『勇者』。

『勇者』などと耳触りのいい言葉を選んでいるが、あれはそんないいものじゃない。

「『勇者』なんて、戦争の道具にされるだけの存在だ」

『勇者』とは、バルバニアが対立する隣接異世界フレミニアンと戦うために求められた生物兵器に過ぎない。国にとっては魔法少女など使い捨ての異世界間弾道ミサイルとなんら変わりはしない。バルバニアが干渉した万に近い異世界からかつて連れてこられた『勇者』たちは、皆、戦火の中でその身を散らしたと聞いている。

「人道、人道なんて言っておいて、結局は人殺しのための道具にしようとしているんだ。これほどの偽善はなかなかないぜ」

　僕は吐き捨てるように言う。

「ええ、ですから、ぼくの目的はただのゲームでしかないマジカルバトルを永遠に続けさせることです。そよぎ姉さんに、人を殺させるわけにはいきませんから」

　そよぎは優しい。本当の意味で人を傷つけることなんて出来やしないんだ。だから、これ以上彼女を、望まぬ戦いに巻きこむわけにはいかない。

「僕が本当にマンガの主人公だったら、バルバニアとフレミニアンの戦争を終わらせようとするのかもしれないけどな」

　僕は言う。

「僕はただの人間だから、ただ好きな相手の幸せだけ願わせてもらうよ」

　それは卑怯だろうか。情けないだろうか。

　それでも僕はただ目の前の一人の女の子の幸せだけを守っていきたい。

　そう思うのだ。




「買い出しにどんだけ時間かかってんだよ」

「あはは、今思ったんだけど、『かいだし』って『貝の出だ汁し』みたいだよな。あはは。ウケる」

　風音は不機嫌そうに僕を睨んでいて、凪は勝手に笑っている。

「おかえり」

　そう言ってそよぎは、優しく微笑んで僕たちを迎えた。




　僕は、ただこんな日常を守っていきたいのだ。













「心を読む能力者をどうやって倒したらいいと思う？」

　放課後の教室。太陽はまだ沈まない。

　もうすぐ我が学園の短い夏休みがやってくる。期末テストが終わってからも、やれ模試だ、補習だと拘こう束そくされ続けた一学期もようやく終わろうとしている。

　そんなある日、僕は教室で愛あい原はらそよぎと向かい合って座っていた。

　愛原そよぎは、類たぐいまれなる美少女である。彼女に魅み了りようされない人間はこの世にいないだろう。そんな彼女の正体は魔法少女だ。だから、彼女は僕に悪い魔法少女を倒す方法を相談しに来る。

「読心能力か」

　僕は以前対たい峙じした魔法世界バルバニアの大統領のババアを思い出す。あのババアの魔法は恐ろしかった。あれは読心能力としては最高峰だ。できれば、もう敵対したくはない。

　しかし、なぜあのババアは僕たちを見逃したのだろうか。

　あの女の立場から考えれば、僕の不正を見逃す理由など一片もありはしない。裏を返すと、僕を見逃したという事実そのものが、奴の真の目的を暴くヒントになりうる。

　そこまでは解っていても、真実は未だ闇の向こうにある。

　あの女はいったい何を企んでいるのだろうか。

　僕たちの日常は、未いまだ危うい均きん衡こうの上にある。

「幸こう助すけくん？」

「ああ。なんでもないよ」

　要らぬことを考えこんでしまったようだ。もう既に何度も考えて、現状ではどうしようもないという結論を出したはずだというのに。

　遠くのババアより近くの美少女。今は目の前に居るそよぎのことを考えよう。

　僕はそよぎの問いかけに応じて言う。

「ひとつ考えられるのは、読まれないように心を『無』にすることかな」

　要するに、『心を読む』というのは、当然『心』があることが前提となる。その読むべき『心』を消してしまう。いわゆる『無む我がの境地』に達してしまえば、決して『心』を読まれることはない。

「『無』……」

「まあ、言うは易やすし。実際には心を『無』にするなんて禅ぜんを極めた僧でもないと無理だろ」

「──────」

「そよぎ？」

　突然のことだった。そよぎの様子がおかしい。虚うつろで焦点の合わぬ目。感情の感じられぬ表情。いったい何が起こったのか。

「まさか、何らかの魔法で襲しゆう撃げきを受けている……？」

　精神干渉系の魔法にやられたのか……？

　いったい、いつ、どんな方法で──

「目を覚ませ！　そよぎ！」

「はっ！」

　そう叫んで、そよぎの肩を揺さぶる。瞬間、彼女は意識を取り戻した。

「何があったんだ？」

「……今、私は『悟さとった』よ……」

「……何を言ってるんだ？」

　そよぎは言う。

「分別は非実であって、無分別こそが真実なんだよ」

「は？」

「つまり、価値観とか思考に囚とらわれることは、人間が求めるべき正しい姿ではない。『自我』なんていうのは、問題ではないんだよ。ただ、あるがままを、直観を受け入れることこそが、現代社会のみならず、この世界における正しい──」

「目を覚ませ！」

　一瞬で御お釈しや迦か様さまの悟りの一端に触れそうになっていました。




「何、『悟り』を開きそうになってるんだ」

「たぶん、私、普段からあまり物を考えてないから『無』に辿たどり着つきやすいんだよ」

「『無我の境地』安すぎだろ」

　そんな簡単に『悟り』を開けるなら誰も苦労はしない。

「心を『無』にする方向性はやめよう。なんかそよぎがヤバイ方向に目覚めそうだ」

「うん。私もそう思うよ」

　僕は別の角度から心を読む相手の攻略を考える。

「心を読まれて困るのは、要はこちらの攻撃手段を把握されて一歩先んじて対処されるからだ」

　たとえば、『右手で相手を殴ろう』という思考を読まれた場合、相手は『右手を警けい戒かい』していれば、攻撃を防ぐことが可能ということになる。

「ならば、解わかっていても避けられない攻撃を加えればいい」

「避けられない攻撃？」

「一番シンプルなのは超スピードの攻撃だ」

　つまり、『右手で殴る』ということが解っていても、それを回避する動作を行うよりも早く『右手で殴』ってしまえば、攻撃はヒットする。

「要は読まれても関係ない超スピードで殴り飛ばしてやればいいんだ」

「あれだね。いわゆる『手が早い』ってやつだね」

「うーん。ちょっとニュアンスが違うね」

　彼女は慣用句という概がい念ねんが解っていないようです。

「理解したよ。ともかく滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れまわればいいんだね」

「まあ、それが一番シンプルかもしれない」

　極端な話、狂ったように暴れ回っていれば、いつか攻撃がヒットするかもしれない。下手に作戦を考えるからそれを読まれて逆手に取られるのだ。読心能力者は、僕の様に口先だけで相手を御ぎよそうというタイプの人間にとっては相性最悪だが、そよぎの様に力押しで戦うタイプの人間ならば相性は、むしろいいだろう。

「わかったよ。じゃあ、私は、すべての混こん沌とんを薙なぎ払はらう狂気の修しゆ羅らになるよ」

「中二病かな？」

「了解した。では、我は『すべての混沌を薙ぎ払う狂気の修羅エンド・オブ・デイステイニー』と化そう」

「これは中二病だわ」

　中二病の特徴は、かなり曲きよつ解かいされた意訳ルビです。




「まあ、これで今回の『なやみごと』も解決だな」

　僕は言う。

「そうだね」

　そよぎはそれに応こたえる。

　夕焼けに染まりゆく教室。

　不意に訪れた静せい寂じやく。僕たちはただ見つめ合う。

　そして、そよぎはふわりと笑った。

　その笑顔が愛いとしくて仕方が無かった。

　僕は彼女のこの笑顔を守りたかったんだ。

　いや、そんなかっこつけた気持ちじゃないな。

　僕は今の今まで自分自身の心の中ですら、飾っていた。かっこつけていた。自分は物語の主人公じゃないなどと言いながら、どこか自分が彼女を守るヒーローのような気持ちになっていたんだ。

　もちろん、そよぎがピンチなら助けるし、そのためなら大たい概がいどんなことだってやるつもりだ。でも、結局、根底にあるのは、そんなきどった思いじゃないんだ。

「そよぎ」

　僕はそよぎの名前を呼ぶ。

「今、僕が何を考えているか解るか？」

「んー？」

　そよぎは穏おだやかに応える。

「わかったかも」

「本当か？」

「私も心を読む能力に目覚めちゃったかもね」

「すごいな、そよぎは」

　そして、僕は言ったんだ。

　すべての自分の心を乗せて、想おもいを乗せて、僕は彼女へと言葉を届ける。

「好きだ。付き合ってくれ、そよぎ」

　僕は、ただ、そよぎを自分ひとりのものにしたかっただけなんだ。

　心を読むなんて、きっと魔法でもなければ出来やしない。だから、僕たち人間は言葉を作りだした。ときには誤解を生んだり、すれ違いを生み出すこともあるだろう。でも、僕たちは言葉があるから繋つながれる。共に生きたいと伝えることができる。

　僕の言葉は目の前に居る愛しい人に、確かに届いた。

　そよぎは、くしゃりと笑って言った。

「……はい！」

　そして、そよぎは勢いよく僕に飛びついて──















　これから、後のことは、僕たちだけの『秘密』だ。

　誰にも知られない様に、ずっと僕たちの心の奥底にしまっておこう。

　大切な大切な思い出として。


〈了〉











あとがき






　皆様、はじめまして。雪ゆき瀬せひうろと申します。

『愛あい原はらそよぎのなやみごと』をお手にとっていただき、ありがとうございます。




　この作品は、とある独特な『なやみごと』をヒロインが主人公に相談するという物語です。というわけで、今の私の『なやみごと』を綴つづらせてもらおうと思います。

　あとがきって、何を書いたらいいんでしょうか。

　私が思うにあとがきというのは、大きく分けて二種類あります。一つは、筆者の思想や哲学などを綴るもの。もう一つは、筆者の実体験に基づく小こ噺ばなしを披露して笑いをとるもの。さあ、どちらの方向性で書いたものでしょうか。

　本作品をお読みいただいた方ならご理解いただけるかと思いますが、この話は基本的にコメディです。そんな作品のあとがきで「人が生きる理由とは、どこにあるのでしょうか」などと意味深なことを書いても噴飯ものです。やはり、後者の笑いをとる路線で書いていくべきでしょう。

　しかし、問題が一つ。

　私の実体験に人を沸かせるおもしろエピソードなんてないということです。

　まあ、今回に関してはこういう話をしている内にページが埋まりそうなので、なんとかなりそうですが、二冊目以降はどうしたものでしょう。一度、お笑い路線に舵かじをとった以上、二冊目で「愛に苦しむすべての人に、この作品を捧ささげます」と書くわけにもいきません。本当にどうすればよいのでしょうか。

　と、いうことを友人に相談すると、

「まず、二冊目出るの？」

「………………」




　最後に謝辞を。

　まず、素晴らしいイラストをつけて下さった籠かご目め様、ありがとうございます。貴方あなたのイラストのおかげで、そよぎは美少女を自称できています。

　この作品は「カクヨム」という小説投稿サイトで行われた「第一回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト」で特別賞をいただいて出版できた作品です。拙せつ作さくを推してくださったファミ通文庫編集部の方々はもちろんですが、「カクヨム」で評価してくださった読者の方々があって、このように書籍化が叶かないました。

　応援してくださった皆様、本当にありがとうございました。

　また、あとがきが書けることを祈っています。
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